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が
国
の
、
西
欧
へ
開
払

い
て
顕
著
で
あ
っ
た
。

１

わ
が
国
の
文
化
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
は
、
往
時
は
西
に
移
入
伝
搬
さ
れ
、
次
第
に
東
漸
北
上
し
て
い
っ
た
。
文
化
に
限
ら
ず
、
天
然
痘
、
．

（
１
４
。
○
白
）

レ
ラ
、
麻
疹
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
伝
染
病
で
さ
え
も
、
同
じ
経
路
を
辿
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
西
に
朝
鮮
半
島
、
中
国
大
陸
を
擁

し
、
遣
随
使
以
来
、
そ
れ
ら
の
国
盈
と
頻
繁
な
交
渉
を
有
し
て
い
た
の
に
加
え
て
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
鎖
国
主
義
を
採
用
し
た
わ

が
国
の
、
西
欧
へ
開
放
さ
れ
た
唯
一
の
門
戸
が
長
崎
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
拠
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
傾
向
は
と
く
に
江
戸
時
代
に
お

が
あ
る
。

秩
父
の
山
中
で
、
伊
古
田
純
道
に
よ
っ
て
施
行
さ
れ
た
帝
王
切
開
術
も
非
常
に
興
味
あ
る
事
例
で
あ
る
。
帝
王
切
開
術
の
情
報
の
わ
が
国
へ

の
伝
搬
経
路
は
、
東
漸
北
上
の
原
則
に
反
し
て
は
い
な
い
が
、
そ
の
実
施
が
、
百
十
数
年
経
過
し
た
現
在
で
も
、
決
し
て
交
通
の
便
が
よ
い
と

は
言
え
な
い
秩
父
の
山
中
で
行
わ
れ
た
点
が
非
常
に
特
異
的
で
あ
る
。

（
３
）

し
か
し
例
外
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
代
表
例
の
一
つ
と
し
て
、
中
川
五
郎
治
が
文
化
年
間
シ
、
ヘ
リ
ア
か
ら
伝
え
た
北
方
系
の
種
痘
法

日
本
の
帝
王
切
開
術
の
歴
史

ｌ
伊
古
田
純
道
の
事
蹟
に
関
す
る
最
近
の
知
見
Ｉ 繩

稗
垂
樫
醇
斡
蓋
産
弄
短
時
季
橋
昭
和
五
十
三
年
八
月
二
十
一
日
受
付

松
木
明

知

ヘ
ノｌ

／
ｋ



２

（
４
）
小
川
鼎
三
博
士
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
に
帝
王
切
開
術
の
知
識
が
一
部
の
医
師
に
知
ら
れ
た
の
は
享
和
三
年
（
一
八
○
三
）
の
こ
と
で
あ
っ
た

と
い
う
。
腎
臓
の
生
理
学
的
研
究
で
も
知
ら
れ
る
伏
屋
素
狄
が
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
に
上
梓
し
た
「
和
蘭
医
話
」
の
享
和
三
年
の
日
付
を

有
す
る
自
序
の
中
で
、
帝
王
切
開
に
つ
い
て
次
の
様
に
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
…
…
こ
れ
は
妊
娠
臨
月
に
至
り
て
も
、
産
の
気
つ
き
て
も
産
出
さ
ず
、
手
術
も
お
よ
ば
ず
、
そ
の
儘
に
し
て
お
け
ば
是
非
死
す
る
の
み
な

り
。
其
時
母
腹
を
教
り
わ
り
、
児
を
出
し
、
其
痕
を
縫
あ
わ
せ
て
、
母
を
助
け
死
せ
ざ
ら
し
む
る
の
術
に
て
候
。
然
る
に
西
洋
む
か
し
は
此

術
、
今
申
す
ご
と
く
、
其
母
を
救
ひ
て
児
の
生
死
は
間
は
ざ
り
し
に
、
近
き
こ
ろ
は
母
も
児
も
両
な
が
ら
救
ひ
申
さ
ね
ば
、
庸
工
な
り
と
槐

申
候
由
。
其
術
ま
ず
利
刀
を
も
っ
て
母
の
肚
腹
を
徴
り
、
両
辺
に
わ
け
、
そ
れ
よ
り
裏
に
あ
る
子
宮
を
徴
る
。
此
時
子
宮
内
外
神
経
に
か
か

ら
ぬ
様
に
、
又
胎
子
の
其
の
処
は
某
に
存
る
を
熟
察
し
て
減
り
、
児
を
活
出
し
、
其
創
痕
を
ぬ
ひ
て
薬
を
伝
け
、
又
母
肚
の
断
所
を
縫
ひ
て

創
口
に
薬
を
貼
く
る
事
に
て
、
手
術
甚
精
密
敏
捷
な
ら
ざ
れ
ぱ
施
し
か
た
き
術
な
り
…
…
」

元
来
、
帝
王
切
開
は
西
欧
で
は
か
な
り
古
く
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
西
歴
紀
元
前
六
’
七
世
紀
の
頃
ロ
ー
マ
帝
国
の
第
二
代
の
王
ポ

ン
ピ
リ
ゥ
ス
は
死
に
頻
し
て
い
る
婦
人
の
腹
を
剖
い
て
児
を
取
り
出
す
こ
と
を
命
じ
た
。
当
時
こ
れ
は
「
王
の
法
」
と
呼
ば
れ
た
。
後
に
シ
ー

（
５
）

ザ
ー
の
時
代
に
、
こ
の
法
は
「
シ
ー
ザ
ー
の
法
」
と
呼
ば
れ
た
。

し
か
し
所
謂
「
帝
王
切
開
」
（
ｏ
の
聡
胃
８
邑
貯
畠
。
言
）
の
語
源
と
も
さ
れ
た
シ
ー
ザ
ー
が
帝
王
切
開
で
生
れ
た
と
い
う
通
説
は
誤
り
で
あ
り
、

ラ
テ
ン
語
の
「
切
る
」
を
意
味
す
る
（
Ｒ
ａ
の
鳧
の
）
が
偶
壷
シ
ー
ザ
ー
に
近
似
し
た
た
め
こ
の
よ
う
な
誤
り
が
生
れ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
現
在

の
と
こ
ろ
「
シ
ー
ザ
ー
の
法
」
か
ら
後
に
セ
サ
リ
ア
ン
セ
ク
シ
ョ
ン
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
説
が
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（2）



大
正
三
年
、
佐
藤
恒
二
博
士
は
、
自
宅
の
図
書
の
曝
書
に
際
し
て
、
偶
々
父
佐
藤
尚
中
の
備
忘
録
を
被
見
し
、
そ
の
中
に
伊
古
田
純
道
の
帝

王
切
開
の
記
録
「
圭
設
児
列
幾
斯
浬
姪
之
治
験
」
を
発
見
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
嘉
永
五
年
四
月
二
十
五
日
に
純
道
ら
が
三
十
三
歳
の
産
婦
に

帝
切
を
試
み
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
、
こ
れ
が
本
邦
に
お
け
る
帝
王
切
開
術
の
塙
矢
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
翌
大
正
四
年
六
月
、

（
７
）「
助
産
之
栞
」
二
二
九
号
に
「
我
邦
に
於
け
る
最
初
の
帝
徴
開
術
」
と
題
し
て
発
表
し
た
（
写
真
１
）
。

（
８
）
（
９
）

な
お
石
原
力
博
士
は
「
日
本
に
お
け
る
産
科
学
の
発
達
と
帝
王
切
開
」
の
中
で
、
「
日
本
婦
人
科
学
会
雑
誌
」
に
掲
載
さ
れ
た
佐
藤
恒
二
博
士

の
論
文
を
写
真
で
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
純
道
の
帝
王
切
開
の
事
蹟
を
伝
え
る
佐
藤
博
士
の
最
初
の
論
文
で
は
な
い
。
「
助
産
之
栞
」
の

論
文
が
非
常
に
貴
重
な
た
め
敢
え
て
慣
例
を
破
っ
て
「
日
本
婦
人
科
学
会
雑
誌
」
に
転
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
伊
古
田
純

道
の
事
蹟
が
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
来
純
道
の
帝
王
切
開
術
は
、
医
史
学
者
の
注
目
を
集
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が
、
現
地
に
足
を
運
ん
で
調
査
し
た
の
は
わ
ず
か
二
人
を
数

帝
王
切
開
術
が
伏
屋
素
狄
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
間
も
な
く
、
紀
州
の
華
岡
青
洲
は
通
仙
散
に
よ
っ
て
全
身
麻
酔
下
に
乳
癌
の
手
術
を
行
っ

た
。
「
和
蘭
医
説
」
は
比
較
的
広
く
読
ま
れ
た
耆
冊
で
あ
る
が
、
青
洲
が
果
し
て
目
を
通
し
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
青
洲
は
実
に
種
煮
の

手
術
を
行
っ
た
が
、
し
か
し
帝
王
切
開
術
は
試
み
た
形
跡
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
皿
）

そ
の
一
人
は
小
川
鼎
三
博
士
で
あ
る
。
博
士
は
昭
和
三
十
八
、
九
年
の
頃
秩
父
を
訪
れ
、
伊
古
田
家
、
岡
部
家
、
患
家
の
本
橋
家
、
池
田
家

さ
ら
に
埼
玉
県
比
企
郡
の
純
道
の
師
の
小
室
元
長
の
家
を
訪
れ
詳
細
な
調
査
を
行
っ
た
。
そ
し
て
前
述
し
た
嘉
永
五
年
四
月
二
十
五
日
の
本
橋

え
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
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朶
登
の
手
術
以
外
に
第
二
例
目
の
帝
王
切
開
が
、
第
一
例
の
手
術
で
純
道
の
助
手
を
勤
め
た
岡
部
均
平
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
ら
し
い
と
い
う
伝

聞
を
突
き
と
め
た
。
し
か
し
そ
れ
は
伝
承
の
み
で
、
そ
れ
を
証
す
る
記
録
を
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
小
川
博
士
に
よ
っ
て
本
邦
第
二
例
目
の
帝
王
切
開
の
伝
聞
か
採
掘
さ
れ
た
こ
と
は
、
例
え
確
証
が
な
い
に
し
て
も
、
わ
が
国
の
帝
王

切
開
の
歴
史
の
研
究
上
、
大
き
な
進
歩
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

小
川
博
士
に
次
い
で
実
地
調
査
さ
れ
た
の
は
虎
の
門
病
院
産
人
科
の
石
原
力
博
士
で
あ
っ
た
。
博
士
は
昭
和
四
十
八
年
小
川
博
士
と
同
じ
よ

う
に
伊
古
田
家
、
純
道
の
医
業
を
継
い
だ
中
島
家
（
群
馬
県
藤
岡
市
）
、
岡
部
家
、
患
家
の
本
橋
家
、
池
田
家
、
小
室
家
な
ど
を
数
度
に
わ
た
つ

（
、
）

て
尋
ね
て
調
査
し
、
従
来
不
明
で
あ
っ
た
次
の
諸
点
を
明
か
に
し
た
。

小
室
家
に
現
存
す
る
門
人
帖
に
は
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
八
月
に
純
道
と
均
平
、
が
同
時
に
入
門
し
た
旨
の
記
載
が
あ
り
、
当
時
純
道
は

二
十
四
歳
、
均
平
は
十
一
歳
で
あ
っ
た
。
年
齢
か
ら
考
え
て
、
純
道
は
医
学
を
学
ん
だ
が
、
均
平
は
読
み
書
き
を
学
ん
だ
程
度
で
あ
ろ
う
と
し

て
い
る
。
し
か
も
小
室
家
は
關
方
医
で
は
な
く
、
漢
方
医
で
あ
っ
た
と
い
う
。

中
島
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
記
録
か
ら
推
察
し
て
、
彼
が
サ
ロ
モ
ン
の
産
科
苫
を
矢
川
部
郷
雲
が
訳
し
た
「
撤
氏
産
論
」
の
記
述
に
従
っ
て

帝
王
切
開
を
敢
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ね
、
二
、
三
の
新
し
い
知
見
を
得
た
。

６

筆
者
は
日
本
麻
酔
科
学
史
の
研
究
に
深
い
関
連
を
有
す
る
帝
王
切
開
に
つ
い
て
調
査
し
て
き
た
が
、
伊
古
旧
純
道
の
事
蹟
を
飯
能
市
に
尋

石
原
博
士
も
ま
た
岡
部
均
平
に
よ
る
第
二
例
目
の
帝
王
切
開
術
に
つ
い
て
の
確
証
を
求
め
た
が
結
局
は
徒
労
に
終
っ
た
。

r医、
、リノ
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そ
の
一
つ
は
最
初
の
手
術
を
受
け
た
本
橋
象
登
の
系
譜
に
つ
い
て
で
あ
る
。

本
橋
家
は
飯
能
市
か
ら
秩
父
市
へ
向
う
国
道
二
九
九
号
線
の
正
丸
峠
の
少
し
手
前

の
左
側
に
現
存
す
る
。

本
橋
家
の
仏
壇
の
上
に
写
真
２
に
示
す
如
く
歴
代
の
夫
婦
の
法
名
と
袈
年
を
記
し

た
「
本
橋
家
之
歴
代
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
寛
文
五
年
（
工
全
ハ
五
）
に
逝
去
し
た
「
昌
空
浄
久
信
士
」
が
初

代
で
あ
り
、
帝
王
切
開
術
を
受
け
た
の
は
八
代
の
本
橋
常
七
の
妻
「
み
登
」
で
あ
っ

た
。

み
登
は
埼
玉
県
秩
父
郡
坂
之
村
大
野
善
平
の
二
女
で
、
文
政
三
年
（
一
八
二
○
）

（
皿
）

正
月
五
日
に
生
ま
れ
、
明
治
四
十
一
年
二
月
十
七
日
に
残
し
た
。
小
川
博
士
は
象
登

は
明
治
四
十
年
九
十
歳
で
残
し
た
と
、
承
登
の
孫
善
七
か
ら
聞
い
て
い
る
が
、
そ
れ

は
善
七
の
記
憶
違
い
で
あ
る
。
な
お
左
に
示
す
よ
う
に
明
治
十
九
年
十
二
月
十
五
日

生
れ
の
善
七
を
小
川
博
士
は
「
孫
」
と
し
て
い
る
が
、
曽
孫
が
正
し
い
。

な
お
善
七
は
昭
和
五
十
三
年
六
月
七
日
筆
者
が
訪
れ
た
時
も
存
命
で
、
み
登
の
腹

に
手
術
創
の
存
し
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。

略
’
七
五
郎
Ｉ
角
次
郎
ｌ

（
常
七
）
（
養
子
）
ｌ
善
七

象
登
１
１
燕
杜
Ⅱ
｜
ｌ
ひ
さ
’

’
１
略

て
い

な
お
み
登
の
夫
「
常
七
」
は
戸
籍
簿
（
除
籍
）
（
写
真
３
）
に
よ
れ
ば
、
「
七
五
郎
」

（6）
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と
な
っ
て
い
る
。
菩
提
寺
の
西
善
寺
は
現
在
無
住
の
た
め
、

全
昌
寺
の
清
原
恒
雄
師
が
兼
務
住
職
を
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
同
寺
の
過
去
帳
も
師
の
管
理
下
に
あ
る
が
、
そ
れ
に

よ
れ
ば
「
光
山
有
道
居
士
俗
名
本
橋
恒
七
明
治
三
年

九
月
二
十
七
日
残
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
常
」
と
「
恒
」
は

発
音
が
同
じ
で
あ
り
、
写
真
４
に
示
す
如
く
、
墓
碑
に
も

「
俗
名
常
七
行
年
五
十
一
歳
」
と
あ
る
。
本
名
は
戸

籍
に
あ
る
通
り
「
七
五
郎
」
で
、
俗
名
の
「
常
七
」
を
何
か

の
事
情
で
常
用
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ち
な
象
に
、
象
登
の
法
名
は
「
覚
法
瑞
厳
大
姉
」
で
あ

プ
（
》
○

本
橋
家
の
螢
域
は
本
橋
家
の
裏
、
国
道
二
九
九
号
線
の
北

側
の
山
麓
に
あ
る
。
写
真
５
に
示
す
如
く
、
歴
代
の
墓
石
が

横
隊
に
並
ん
で
い
る
。
「
常
七
」
と
「
悪
登
」
の
夫
婦
墓
が

別
た
に
建
立
さ
れ
て
い
る
の
も
珍
し
い
。
（
写
真
４
）
「
桑

登
」
の
墓
は
高
さ
六
十
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
「
天
覚
法
瑞

厳
大
姉
明
治
四
十
一
年
二
月
十
七
日
俗
名
本
橋
み
登

行
年
八
十
九
歳
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

向
っ
て
左
端
に
写
真
６
に
示
す
如
く
、
非
常
に
小
さ
い
し

（7）



田
つ
ぎ
に
対
し
て
も
帝
王
切
開
を
行
っ
た
が
、
児
は
助
か
っ
た
と

い
う
。
し
か
し
明
治
二
十
一
年
生
れ
の
純
一
郎
氏
の
記
憶
も
大
部
薄
れ
、
あ
る
い
は
誤
り
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

池
田
つ
ぎ
に
対
し
て
、
帝
王
切
開
を
行
っ
て
、
児
が
死
亡
し
た
か
否
か
を
検
討
す
る
た
め
、
飯
能
市
坂
石
の
池
田
家
を
訪
れ
た
が
、
同
家
に

は
そ
の
よ
う
な
言
い
伝
え
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
他
か
ら
そ
の
伝
承
を
聞
い
て
初
め
て
知
っ
た
の
で
あ
る
と
い
う
。

池
田
家
に
は
「
つ
ぎ
」
と
称
し
た
人
が
二
人
い
た
と
い
う
。
そ
こ
で
系
譜
を
調
べ
て
染
る
と
、
左
記
の
如
く
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

写真4

岡
部
均
平
が
二
例
目
の
帝
王
切
開
を
池
田
つ
ぎ
に
対
し
て
敢
行

し
た
と
い
う
伝
聞
は
岡
部
家
か
ら
出
て
い
る
。
岡
部
家
を
訪
ね
る

と
写
真
８
に
示
す
如
く
、
当
時
診
療
に
使
わ
れ
た
室
が
現
在
で
も

残
さ
れ
て
い
る
。
当
主
の
岡
部
純
一
郎
氏
の
話
で
は
、
均
平
は
池

か
も
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
な
い
自
然
石
が
数
個
存
す
る
。
桑
登
の

腹
中
で
死
亡
し
た
「
胎
児
」
の
法
名
は
西
善
寺
の
過
去
帳
の
嘉
永

五
年
四
月
の
条
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
胎
児
で
死
亡
し
た
の

で
、
一
人
前
の
法
名
も
も
ら
え
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

特
殊
な
死
に
か
た
を
し
た
の
で
、
あ
る
い
は
過
去
帳
に
記
載
が
あ

る
か
と
も
考
え
た
の
で
あ
る
。

ワ
イ

（8）
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久
造
の
長
男
岩
五
郎
の
妻
つ
ぎ
（
津
き
）
と
岩
五
郎
の
養
子
清
次
郎
の
長

男
常
八
の
妻
の
「
津
ぎ
」
の
二
人
で
あ
る
。
嘉
永
五
年
に
手
術
が
行
わ
れ
た

と
す
れ
ば
、
当
然
前
者
の
「
つ
ぎ
」
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
仏
壇
の
位
牌
お
よ

び
墓
碑
を
調
べ
る
と
、
岩
五
郎
の
妻
「
津
き
」
は
大
正
九
年
（
一
九
二
○
）

一
月
二
十
七
日
に
九
十
七
歳
で
死
亡
し
た
。
常
八
の
妻
「
津
き
」
は
明
治
十

一
年
（
一
八
七
八
）
一
月
三
十
日
に
生
れ
、
昭
和
十
九
年
一
月
二
十
八
日
に

残
し
て
い
る
。
嘉
永
五
年
に
手
術
を
受
け
た
と
す
れ
ば
前
者
の
「
津
き
」
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

位
牌
お
よ
び
墓
碑
の
み
で
は
、
正
確
な
生
年
月
日
が
不
明
で
あ
る
の
で
、

除
籍
簿
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
「
津
き
」
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
三
月
十

日
生
れ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
う
す
れ
ば
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

に
は
二
十
八
歳
に
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

池
田
家
の
墓
は
国
道
二
九
九
号
線
の
北
側
で
家
か
ら
東
に
約
一
○
○
メ
ー

ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
存
す
る
。
前
列
に
九
基
後
列
に
六
基
計
十
五
基
の
墓

碑
が
並
ん
で
い
る
。
池
田
「
津
き
」
と
そ
の
夫
岩
五
郎
の
墓
碑
は
写
真
８
に

久
？
造
Ⅱ
’
１
幹
五
鋤
］
ｌ
俸
次
恥
Ⅱ
’
１
常

（
養
子
）
津

識
訓
－
１
略

（10）
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家
、
池
田
家
な
ど
関
係
各
方
面
（

謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

伊
古
田
純
道
の
助
手
岡
部
均
平
に
よ
っ
て
、
第
二
例
目
の
帝
王
切
開
が
池
田
津
き
に
対
し
て
行
わ
れ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
が
、
螢
域
の
調

査
に
よ
っ
て
も
そ
れ
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
池
旧
家
の
系
譜
と
墓
碑
に
つ
い
て
は
詳
し
く
紹
介
し
た
。
手
術
を
敢
行
し
た
と
す
れ

ば
、
当
時
の
附
近
の
人
為
に
知
ら
れ
て
い
な
い
は
ず
は
な
く
、
〃
御
用
留
″
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
現
在
鋭
意
そ
の

方
面
を
探
索
中
で
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
、

墓
碑
も
紹
介
し
た
。

示
す
如
く
、
高
さ
約
六
十
セ
ン
チ
で
、
正
面
に
「
妙
玄
祖
了
居
士
、
智
光
妙
恵
大
姉
」
と
各
々
の
法
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

岡
部
均
平
が
嘉
永
五
年
帝
王
切
開
を
行
っ
た
と
し
て
も
多
分
児
は
死
亡
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
同
家
の
菩
提
寺
の
東
林
寺
に
小
林
増

雄
師
を
尋
ね
、
過
去
帳
を
見
せ
て
頂
い
た
が
、
同
年
前
後
に
池
田
家
で
死
亡
し
た
子
供
の
法
名
は
見
い
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
螢
域
に
は
、
写
真
９
に
示
す
如
く
、
小
さ
な
自
然
石
が
数
個
あ
る
。
こ
の
一
つ
が
あ
る
い
は
帝
王
切
開
に
よ
っ
て
も
救
命
で
き
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
胎
児
の
墓
か
も
知
れ
な
い
。

今
回
の
調
査
で
は
飯
能
市
教
育
委
員
会
（
教
育
長
野
々
宮
高
成
氏
）
の
方
に
非
常
な
御
協
力
を
頂
い
た
ｂ
と
り
わ
け
加
藤
一
氏
に
は
、
本
橋

、
池
田
家
な
ど
関
係
各
方
面
の
御
案
内
を
し
て
頂
き
、
そ
の
上
除
籍
簿
の
閲
覧
な
ど
で
非
常
な
御
骨
折
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
く
感

ま
た
石
原
博
士
か
ら
昭
和
五
十
三
年
の
日
本
医
史
学
会
の
際
、
貴
重
な
文
献
を
戴
い
た
が
、
こ
こ
に
記
し
深
謝
の
意
を
表
す
る
。

8

伊
古
田
純
道
に
よ
る
わ
が
国
で
最
初
の
帝
王
切
開
術
を
受
け
た
本
稿
朶
登
家
の
系
譜
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
み
登
の

（12）
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文
献
富
士
川
排
日
本
疾
病
史
日
本
医
書
出
版
株
式
会
社
昭
和
十
九
年

松
木
明
知
津
軽
の
医
史
津
軽
書
房
昭
和
四
十
六
年

松
木
明
知
北
海
道
の
医
史
津
軽
書
房
昭
和
四
十
八
年

小
川
鼎
三
江
戸
時
代
の
帝
王
切
開
産
婦
人
科
の
世
界
二
十
四
巻
、
一
○
七
三
頁
、
昭
和
四
十
七
年

①
昌
易
○
口
）
圃
国
・
》
少
目
目
角
＆
届
９
５
口
８
牙
①
置
閂
○
暑
昌
ｇ
ａ
目
目
の
．
弔
匡
毎
号
ざ
巨
秒
．
乏
国
．
蟹
ロ
ロ
号
凰
．
后
鼈
．

目
８
８
）
”
．
国
．
《
シ
ロ
冒
貢
。
号
＆
。
旨
８
号
①
閏
唖
５
塁
島
①
ｇ
の
邑
普
侭
の
曼
．
国
〕
旨
号
ざ
冨
画
．
鬘
・
国
留
匡
且
曾
吻
．
邑
囲
．

佐
藤
恒
二
我
邦
に
於
け
る
最
初
の
帝
裁
開
術
助
産
之
栞
一
三
九
号
、
三
一
三
六
頁
、
大
正
四
年

石
原
力
日
本
に
お
け
る
産
科
学
の
発
達
と
帝
王
切
開
産
婦
人
科
の
世
界
二
十
四
巻
、
一
○
八
七
頁
、
昭
和
四
十
七
年

佐
藤
恒
二
我
邦
一
一
於
ケ
ル
最
初
の
帝
裁
開
術
日
本
婦
人
科
学
会
雑
誌
十
巻
、
二
七
八
頁
、
大
正
四
年

小
川
鼎
三
日
本
の
医
学
史
か
ら
（
十
五
）
日
本
医
事
新
報
ジ
ュ
’
一
ア
版
三
十
一
号
、
九
頁
、
昭
和
三
十
九
年

石
原
力
本
邦
初
の
帝
王
切
開
臨
床
医
学
新
聞
一
六
九
号
、
昭
和
四
十
九
年
三
月

（
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
）

（13）



古
代
中
国
で
解
剖
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
の
く
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
決
し
て
無
関
係
と
い
い
き
れ
な
い
も
の
に
、
中
国

チ
ー
レ
ン

人
の
行
っ
て
い
た
力
’
一
バ
リ
ズ
ム
（
吃
人
、
食
人
、
人
肉
嗜
食
、
人
を
喰
う
こ
と
。
ス
。
へ
イ
ン
語
の
人
食
い
と
い
う
の
が
語
源
で
あ
る
。
キ
ュ
ー
簿
〈
の
カ
リ

欠
で
あ
る
な
ら
ば
、

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

医
学
に
お
け
る
基
礎
は
解
剖
で
あ
り
、
医
学
は
解
剖
か
ら
発
展
し
た
と
い
う
事
実
は
、
古
今
東
西
を
通
じ
て
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
我
々
は

中
国
医
学
に
接
し
て
、
数
千
年
前
よ
り
つ
づ
い
て
い
る
こ
の
医
学
の
シ
ス
テ
ム
に
驚
き
の
念
を
持
た
ざ
る
を
え
な
い
。
当
時
の
古
代
中
国
人
は

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
医
学
体
系
を
く
桑
た
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
解
剖
と
い
う
、
う
ら
ず
け
が
な
く
て
は
、
人
体
に
鍼
を
さ
し
た
り

（
殊
に
禁
穴
と
か
禁
針
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
）
、
経
絡
と
い
う
概
念
も
う
ま
れ
な
か
っ
た
で
は
な
か
ろ
う
か
。
経
験
が
原
始
的
医
学
の
発
展
に
不
可

欠
で
あ
る
な
ら
ば
、
く
り
か
え
し
た
で
あ
ろ
う
試
行
錯
誤
と
、
そ
れ
を
集
大
成
し
た
努
力
が
長
い
間
に
結
集
し
て
、
ほ
ぼ
今
日
に
伝
る
姿
に
な

中
国
に
お
け
る
解
剖
と
カ
ー
ニ
、
ハ
リ
ズ
ム

甲
国
医
学
ル
ー
ヅ
の
一
つ
と
し
て
）

「
医
学
は
外
の
ど
ん
な
自
然
科
学
よ
り
も
歴
史
上
の
知
識
を
必
要
と
す
る
。
ル
ド
ル
フ
・
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ー
。

序

言三・
J．

日
本
医
史
学
雑
誌
二
十
五
巻
一
号

昭
和
五
十
四
年
一
月
三
十
日
発
行吉

元
昭

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
十
五
日
受
付

治
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－
ブ
族
が
人
食
い
す
る
の
が
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
ふ
れ
た
文
献
が
余
り
な
い
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て

も
の
べ
て
承
た
い
と
お
も
う
。

一
、
黄
帝
内
経
霊
枢
に
み
ら
れ
る
解
剖
の
事
実

漢
書
芸
文
志
、
方
技
略
に
よ
る
と
、
黄
帝
内
経
十
八
巻
の
名
が
染
え
る
。
こ
の
他
に
、
外
経
三
十
七
巻
、
扁
鵲
内
経
九
巻
、
外
経
十
二
巻
、

白
氏
内
経
三
十
八
巻
の
名
も
み
ら
れ
る
が
、
す
で
に
そ
の
当
時
（
前
漢
時
代
）
に
散
快
し
て
い
る
。
我
灸
の
い
う
黄
帝
内
経
は
す
で
に
前
漢
時

代
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
霊
枢
を
通
読
す
る
と
、
処
庵
に
解
剖
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
ら
ず
け
る
痕
跡
を
よ
み
と
れ
る
。

経
水
篇
に
、
「
若
夫
八
尺
之
士
。
皮
肉
在
此
。
外
可
度
量
切
循
而
得
之
。
其
死
可
解
剖
而
視
之
。
其
臓
之
堅
脆
。
府
之
大
小
。
穀
之
多
少
。

豚
之
長
短
。
血
之
清
濁
。
気
之
多
少
。
…
：
．
」
。
と
あ
り
、
解
剖
と
い
う
字
が
み
ら
れ
る
。
辞
書
を
ひ
く
と
、
解
と
は
、
と
く
、
さ
き
わ
け
る
、

肢
体
を
き
り
わ
け
す
る
と
い
う
意
が
あ
り
、
剖
も
わ
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
解
剖
と
い
う
字
は
、
周
礼
政
要
、
孜
医
に
、
「
解
二
剖
肢
体
一
、

以
審
二
其
病
之
所
戸
在
、
而
著
二
其
不
レ
癒
之
状
於
冊
一
」
。
と
あ
り
、
全
く
今
日
の
病
理
解
剖
と
同
じ
態
度
が
う
か
が
え
る
。
剖
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
、
左
氏
、
襄
十
四
に
、
与
レ
女
剖
分
而
食
し
之
と
あ
り
、
解
剖
と
力
｜
ス
リ
ズ
ム
の
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
釈
文
に
は
、
剖
謂
レ
割
し

骨
度
篇
に
お
い
て
は
、
骨
節
の
大
き
さ
や
、
胸
骨
の
大
き
さ
で
肺
の
大
小
、
剣
状
突
起
よ
り
膳
ま
で
の
大
き
さ
で
冑
の
大
小
を
、
膳
よ
り
恥

骨
結
合
ま
で
の
大
き
さ
で
回
腸
の
大
小
を
推
定
し
、
そ
の
他
、
身
長
、
胸
囲
の
標
準
を
、
脊
椎
の
数
は
二
十
一
あ
る
等
々
、
骨
路
に
つ
い
て
の

記
載
が
あ
る
。
腸
胃
篇
で
は
六
脈
、
胃
腸
の
大
小
、
長
短
、
容
積
に
つ
い
て
の
べ
て
お
り
、
小
腸
は
左
廻
り
に
膳
ま
で
十
六
曲
、
回
腸
よ
り
直

腸
ま
で
、
同
じ
く
左
廻
り
十
六
曲
、
結
局
、
口
よ
り
肛
門
ま
で
の
長
さ
は
六
尺
四
寸
四
分
で
あ
る
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。
平
人
絶
穀
篇
で
は
、

胃
に
は
食
物
が
二
斗
、
水
が
一
斗
五
升
入
る
と
充
満
し
、
日
に
五
升
の
便
が
出
る
の
で
、
七
日
間
飲
食
を
と
ら
な
い
と
餓
死
す
る
こ
と
が
言
い

て
あ
る
。

で
に
、
左
氏
、
襄
十
四
に
、

心
也
。
と
い
う
処
が
あ
る
。
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二
、
中
国
で
行
わ
れ
て
き
た
解
剖
の
歴
史

中
国
が
解
剖
を
行
っ
た
事
実
は
、
す
で
に
紀
元
前
、
十
世
紀
ぐ
ら
い
よ
り
あ
っ
た
ら
し
く
、
人
体
に
つ
い
て
の
か
な
り
正
確
な
知
識
を
有
し

て
い
た
ら
し
い
。
中
野
美
代
子
氏
に
よ
る
と
、
漢
字
の
起
源
か
ら
い
え
ば
、
血
と
骨
と
い
う
字
は
と
も
に
グ
ル
グ
ル
廻
る
と
い
う
意
味
で
、
骨

は
丸
い
と
い
う
事
に
も
と
ら
れ
、
骨
や
関
節
に
も
注
目
し
て
い
た
ら
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
更
に
滑
・
回
・
鬼
と
い
う
字
と
も
発
音
が
近
似

的
で
あ
る
と
い
う
。
血
と
は
犠
牲
の
チ
を
皿
に
も
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
血
が
グ
ル
グ
ル
廻
る
と
い
う
考
え
は
、
す
で
に
血
液
が
循
環

し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
西
洋
医
学
に
お
い
て
は
、
は
る
か
後
世
に
英
国
人
、
ウ
イ
ル
ア
ム
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
の
血
液
循

環
説
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

解
剖
の
発
達
は
、
神
に
犠
牲
を
捧
げ
る
氏
族
の
間
で
は
早
く
か
ら
発
達
す
る
機
会
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
動
物
を
解
剖
し
て
い
る
う
ち

に
、
当
然
人
間
と
比
較
し
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
神
の
怒
り
に
ふ
れ
な
い
た
め
に
も
、
動
物
の
補
給
、
そ
の
た
め
の
飼
育
に
も
注
意
し
た
で
あ

ろ
う
し
、
動
物
の
内
臓
や
骨
等
の
異
常
も
、
易
と
か
、
呪
と
か
に
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
他
氏
族
と
の
接

触
し
、
争
い
、
傷
を
受
け
た
り
す
れ
ば
、
外
科
的
治
療
の
経
験
は
ま
し
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
刑
罰
に
お
け
る
罰
を
加
え
る
こ
と
は
、
外
科
的

に
あ
る
程
度
な
進
歩
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
白
川
静
氏
に
よ
る
と
、
罰
と
い
う
字
に
は
、
元
来
、
有
罪
の
も
の
を
神
に
犠
牲
と
し
て
捧
げ
る

私
が
は
じ
め
て
、
霊
枢
の
諸
篇
を
よ
ん
だ
と
き
、
痛
感
し
た
の
は
、
単
に
内
容
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
も
た
ら
し
た
背
景
で
あ
り
、
こ
の
拙

文
を
書
く
に
到
っ
た
一
つ
の
動
機
で
も
あ
る
。
古
代
中
国
で
は
今
日
、
我
々
が
想
像
し
て
い
る
以
上
に
、
解
剖
が
行
わ
れ
、
そ
の
知
識
も
豊
富

で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
我
為
は
、
魚
や
、
鶏
を
料
理
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
内
部
構
造
を
知
り
う
る
し
、
人
間
と
の
比
較
に
つ
い
て
も
考
え
る

の
も
自
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
ろ
う
。
人
間
を
解
剖
し
な
け
れ
ば
、
以
上
の
よ
う
な
霊
枢
に
述
べ
ら
れ
た
所
見
は
え
ら
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
果

し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
死
人
に
つ
い
て
の
象
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
解
剖
と
い
う
語
に
は
、
死
人
に
つ
い
て
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と

い
う
意
味
は
前
述
の
通
り
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
な
か
っ
た
ら
と
い
う
考
え
も
湧
い
て
く
る
の
で
あ
る
。
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小
川
鼎
三
氏
に
よ
る
と
、
歴
史
的
に
判
っ
き
り
し
た
解
剖
は
、
前
漢
と
後
漢
の
間
に
お
き
た
王
葬
の
乱
の
時
、
王
孫
慶
と
い
う
者
が
王
奔
に

捕
ら
れ
殺
さ
れ
た
が
、
こ
の
折
、
王
葬
は
医
師
に
命
じ
て
、
「
五
臓
を
量
度
し
、
竹
筵
を
以
て
其
の
豚
を
導
き
終
始
す
る
所
を
知
る
。
以
て
痙

を
治
す
べ
し
」
。
と
命
じ
た
と
い
う
。
す
で
に
解
剖
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
華
陀
（
実
在
し
た
か
ど
う
か
う
た
が
わ
し
い
が
。

彼
は
開
腹
し
て
内
臓
を
と
り
出
し
、
膏
薬
を
ぬ
っ
て
創
を
治
し
た
。
開
頭
術
も
行
っ
た
と
い
う
。
更
に
今
日
で
い
う
レ
ン
ト
ゲ
ン
透
視
の
よ
う
に
人
体
を
透
視

し
、
そ
の
病
の
あ
る
処
を
し
っ
た
と
い
う
）
は
、
外
科
手
術
を
行
っ
て
い
る
が
、
高
度
な
解
剖
学
的
知
識
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
行
え
な
か
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
北
宋
の
末
に
は
人
体
の
解
剖
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
凌
遅
処
死
と
い
う
極
刑
で
、
正
に
生
体
解
剖
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た

ら
し
い
。
こ
の
死
刑
方
法
は
正
に
一
寸
き
ざ
染
に
人
体
に
刀
を
当
て
、
時
間
を
か
け
て
切
り
刻
む
と
い
う
、
考
え
ら
れ
る
最
も
残
酷
な
死
刑
方

法
で
あ
る
。
慶
暦
五
年
（
一
○
四
五
）
広
西
で
、
欧
希
範
と
い
う
反
逆
者
が
捕
え
ら
れ
、
そ
の
一
味
五
六
人
が
、
二
日
が
か
り
で
剖
見
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
り
欧
希
範
五
臓
図
が
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
。
崇
寧
年
間
（
二
○
二
’
六
）
に
は
、
泗
州
で
賦
の
体
を
解
剖
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な

機
会
は
他
に
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
、
政
和
三
年
（
一
二
三
）
に
存
真
環
中
図
と
い
う
解
剖
図
が
作
ら
れ
た
（
欧
州
で
の
解

剖
図
は
一
四
世
紀
に
つ
く
ら
れ
た
）
。
こ
の
存
真
環
中
図
は
今
日
、
中
国
で
は
伝
え
ら
ず
、
日
本
の
鎌
倉
時
代
、
梶
原
性
全
の
著
し
た
頓
医
抄
（
一

と
い
う
意
味
が
あ
り
、

は
御
承
知
で
あ
ろ
う
。

戦
争
で
え
た
捕
虜
を
神
に
感
謝
し
捧
げ
、
勝
利
を
祝
っ
た
こ
と
や
、
出
陣
に
際
し
て
そ
の
勝
利
を
祈
願
し
た
り
、
国
に
重
大
な
こ
と
が
あ
っ

た
時
、
神
の
恵
み
や
、
助
け
を
う
け
る
た
め
に
人
を
殺
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
（
世
界
各
国
で
承
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
古
代
メ
キ
シ

コ
で
の
そ
れ
は
有
名
で
あ
る
）
。
時
代
が
下
っ
て
宋
に
も
な
る
と
、
個
人
の
幸
せ
の
た
め
に
人
を
殺
し
た
り
し
て
い
る
。
卜
辞
に
よ
る
と
、
莞
・

南
・
良
等
の
異
民
族
を
殺
す
方
法
と
し
て
、
首
を
切
る
伐
、
二
つ
に
さ
く
卯
、
肉
を
そ
ぐ
剛
（
刀
で
肉
を
削
っ
て
死
に
到
す
刑
）
、
肉
を
俎
上
に
の

せ
る
宜
、
水
に
流
す
沈
、
土
に
う
め
る
蕊
等
の
方
法
を
あ
げ
て
い
る
。
段
墓
に
多
数
の
断
首
さ
れ
た
犠
牲
が
あ
っ
た
こ
と
は
最
近
の
知
見
で
あ

デ
○
○

烹
と
い
う
字
は
鼎
で
煮
こ
ろ
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
医
の
本
字
は
醤
、
更
に
古
く
は
盤
で
あ
る
と
い
う
こ
と

（17）



三
○
三
）
の
中
に
残
っ
て
い
る
。
下
っ
て
清
の
王
清
化
（
一
七
六
八
’
一
八
三
三
）
は
喜
慶
年
間
に
共
同
墓
地
に
ゆ
き
、
犬
に
喰
い
荒
さ
れ
た
三
○

体
ほ
ど
の
内
部
を
み
た
り
、
凌
遅
刑
を
行
っ
た
役
人
に
聞
い
た
り
し
て
「
医
林
改
錯
」
を
つ
く
っ
た
と
氏
は
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
最
近
中

国
で
発
行
さ
れ
た
医
林
改
錯
に
の
っ
て
い
る
解
剖
図
を
示
す
。

こ
の
図
に
承
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
日
の
解
剖
よ
り
す
れ
ば
誠
に
不
完
全
、
不
正
確
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
中
国
人
は
本
論
文
の
よ
う
な
面

古人肱腋團

古人所祭肱脇圏形如此：

茨
11

幽

、肛n

肺六叶iVi耳，凡八1I1

篝
；

幽
口

匙､中

伽:"．_…
叶，凡七叶

附図1
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ﾙli

冊

衝

ﾙli管至肺分西根，入肺西

叶，直筑到肺底皆有捕。

幡内所存杵軽浮白沫，如

豆腐沫，有形元体。西大

叶大面向背，小面向胸，

上右四尖向胸，下一小片

亦向胸。肺外皮突元透

穿,亦元行と(之二十四孔。

左z記｢1，右気｢]iW管旧『|!－

笹入心，由心左鞠11枇行后

按工魁笹。心夫在ﾑ（笹之

下，非在ﾙli管之下，心-511'li

叶上俊芥。

噂

血府
肝

服映以1J
潤臓併血
故名日血｜
府』

胆
６

服膜以上仮止肺、心、左

右気n,余元他物。共余

皆順膜以下物，人身服膜

足上下界物。

肝四叶，胆附子肝右辿鈍二叶，

思提夫子F1上，肝又夫子怠捉

之上，大面向上，后達子脊，

肝体堅実，非肪、岡、膀胱可

比，絶不能滅血。

附図2
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刺

蹴
管

沈
管

胃府之体灰，上口黄、在胃上

正中,下口幽、亦在胃上偏右，

幽何之左寸杵名津n,胃内津

灯之左有瘡溶如専名遮食，胃

外津、左名怠提,)lf達子共上。

胃在腹是平鋪臥矢，上口

向脊，下口向右，底向腹，途

出水近。

脾巾有一答，体象玲沈，易子出

水，故名沈管。脾之矢短与W*m

等，脾中同一管，即是沈管。晃

画斑管者，燗有ul水道，令人易
排也。

出水通

脳繩０９

卿聯
出水遊

巾是沈管，水(1戊符分流所辿川

水近，由出水迩惨出，沁入膀胱

力尿。出水遁中有四血杵，共余
皆系水管。

気府熔名刈冠油,下稜抱小腸,気

府内，小腸外乃存元気之所，元

気化食,人身生命之源垂在子此。

此系/j,腸，外有気府包裏之。

附図3
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Mi]

大
肋

肛『］

膀胱有下口，元上口，‐ドロ旧玉

茎，粘近下孔亦旧玉茎。精通在

如女名子富。

大腸上口即小ﾙﾙ下口，名口

闘｢J,大腸下口即肛rl。

会灰管

舌

函腎凹処有気管1両根，遡ﾕLは舌后白片，名日会灰，乃遮維
笹,函傍腎体堅実,内元孔穿，左右気、、喉、之物。
絶不能減精。

附図4
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話
し
が
横
に
そ
れ
た
が
、
解
剖
の
知
識
は
初
め
は
や
は
り
、
動
物
や
人
間
を
神
に
捧
げ
る
犠
牲
よ
り
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
、
未
開
な
古
代
人
は
こ
の
よ
う
な
宗
教
的
、
政
治
的
と
い
っ
た
視
点
か
ら
で
は
な
く
、
人
肉
を
た
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
飢
餓
を
し

の
い
だ
り
す
る
と
い
う
実
際
的
な
面
の
他
に
、
人
肉
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
霊
性
を
え
た
い
と
か
、
延
命
と
か
、
不
死
の
願
い
と

か
、
新
生
と
か
、
よ
り
強
く
な
り
た
い
と
い
っ
た
お
も
い
も
こ
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

を
有
し
て
い
る
か
と
思
え
ば
、
た
て
ま
え
と
し
て
は
儒
教
の
影
響
か
ら
か
人
体
を
傷
つ
け
る
こ
と
を
忌
む
傾
向
も
有
し
て
い
た
が
、
人
体
の
首

を
き
っ
た
場
合
、
そ
の
魂
は
再
び
戻
れ
な
い
と
い
っ
た
考
え
も
あ
っ
た
。
物
事
を
正
確
に
観
察
し
、
｜
記
録
し
、
計
量
し
、
比
較
し
、
追
跡
す
る

と
い
っ
た
科
学
的
な
基
礎
的
態
度
も
か
け
て
い
た
。
骨
の
数
を
三
六
五
と
し
た
り
、
ツ
ポ
の
数
を
三
六
五
と
し
た
り
、
神
農
本
草
経
に
象
ら
れ

る
ょ
う
に
薬
の
種
類
を
上
・
中
・
下
薬
あ
わ
せ
て
三
六
五
と
し
て
一
年
に
配
当
し
た
り
、
あ
る
い
は
五
行
説
よ
り
し
て
、
森
羅
万
象
す
べ
て
五

分
類
し
て
し
ま
う
奇
妙
な
処
も
あ
り
、
お
う
よ
う
な
処
も
あ
る
。
ま
た
、
先
人
の
説
を
墨
守
し
、
こ
れ
を
後
世
に
つ
た
え
る
の
が
学
問
で
あ
る

と
い
っ
た
考
え
も
あ
り
、
批
判
精
神
に
乏
し
い
う
ら
ゑ
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
か
、
中
国
の
解
剖
学
は
、
極
論
す
れ
ば
、
黄
帝
内
経
の
時
代
よ

り
下
っ
て
も
発
展
は
ぷ
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
生
理
学
・
病
理
学
に
到
っ
て
は
、
哲
学
的
・
天
文
学
的
・
宗
教
的
思
想
が
混
入
し
て
、
ま
す
ま
す

複
雑
怪
奇
な
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
。
解
剖
学
も
折
角
、
古
代
に
め
ば
え
た
も
の
が
、
こ
れ
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
シ
ス
テ
ム
に
か
け
て
い
た
と
い

う
こ
と
は
お
し
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
に
医
学
の
承
で
な
く
、
中
国
人
の
発
明
と
さ
れ
る
紙
・
火
薬
・
印
刷
・
羅
針
盤
の
偉
大
な
技

術
を
有
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
大
成
す
る
こ
と
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ラ
ビ
ヤ
等
に
流
れ
て
開
花
し
、
今
日
の
科
学
の
基
礎
と
も
な
っ
た
こ
と

も
併
せ
て
考
え
て
象
る
点
で
も
あ
ろ
う
。

三
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
に
み
ら
れ
る
力
’
一
、
ハ
リ
ズ
ム

私
が
、
初
め
て
中
国
に
お
け
る
力
’
一
ゞ
ハ
リ
ズ
ム
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
往
時
よ
ん
だ
水
瀞
伝
で
あ
っ
た
。

水
詩
伝
第
二
七
回
（
平
凡
社
版
）
は
、
「
母
夜
叉
、
孟
円
道
に
人
肉
を
う
り
、
武
都
頭
、
十
字
波
に
張
青
に
あ
う
」
と
い
う
有
名
な
く
だ
り

（22）



が
あ
る
。
武
松
は
罪
に
服
し
、
流
さ
れ
る
途
中
、
十
字
波
に
や
っ
て
き
て
、
母
夜
叉
に
人
肉
饅
頭
に
さ
れ
か
か
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

母
夜
叉
一
味
は
旅
人
に
し
び
れ
薬
を
の
ま
し
、
殺
し
て
上
等
の
肉
は
牛
肉
と
し
て
う
り
、
そ
の
他
は
き
ざ
ん
で
肉
饅
頭
に
し
て
し
ま
う
強
盗
で

あ
る
。
あ
や
し
ん
だ
武
松
は
、
し
び
れ
薬
の
入
っ
た
酒
を
の
ま
な
か
っ
た
の
で
難
を
の
が
れ
、
逆
に
お
さ
え
つ
け
て
し
ま
う
。
母
夜
叉
の
夫
、

張
青
が
で
て
き
て
、
あ
や
ま
り
、
武
松
が
梁
山
泊
の
仲
間
に
入
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
の
茶
店
の
台
所
に
は
、
壁
に
人
肉
の
皮

が
何
枚
か
は
っ
て
あ
り
、
梁
か
ら
は
人
間
の
足
が
五
、
六
本
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
る
と
い
う
す
ご
い
場
面
が
か
か
れ
て
い
る
。

更
に
、
第
四
十
一
回
は
「
宗
江
、
無
為
策
を
臂
取
し
、
張
順
、
黄
文
柄
を
活
捉
る
」
。
と
い
う
処
が
あ
る
。
豪
傑
、
李
達
は
黄
文
柄
の
ま
ず

大
腿
の
肉
を
え
ぐ
り
と
り
、
う
ま
さ
う
な
処
を
そ
の
場
で
や
い
て
、
酒
の
肴
に
し
、
え
ぐ
り
と
っ
て
は
焼
き
、
焼
い
て
は
え
ぐ
り
取
り
、
や
が

て
黄
文
柄
を
き
り
き
ざ
ん
で
し
ま
う
（
凌
遅
処
死
）
。
こ
ん
ど
は
、
上
首
を
ふ
る
っ
て
胸
を
た
ち
わ
り
、
肝
を
と
り
出
し
、
頭
領
達
の
よ
い
醒
し

の
吸
い
も
の
に
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
宮
崎
市
定
氏
は
、
水
耕
伝
に
見
ら
れ
る
人
を
殺
し
て
祭
る
場
面
が
余
り
多
い
の
で
、
史
実
と
照
し

て
、
こ
れ
が
一
つ
の
習
俗
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
当
時
（
宋
代
）
の
殺
人
祭
鬼
の
思
想
の
表
わ
れ
で
あ
る
と
の
く
ら
れ

三
国
志
演
義
で
は
、
劉
備
は
戦
に
敗
れ
、
逃
げ
る
途
中
、
劉
安
に
一
夜
の
宿
を
た
の
む
。
何
も
食
べ
さ
す
も
の
が
な
い
の
で
、
妻
を
殺
し
て

食
膳
に
の
せ
る
。
劉
備
は
こ
れ
は
何
ん
の
肉
か
と
き
く
と
、
劉
安
は
、
「
安
ん
ぜ
ょ
。
狼
肉
也
・
」
と
い
っ
た
の
で
安
心
し
て
食
べ
て
し
ま
う
。

一
夜
あ
け
て
出
発
す
る
と
き
、
台
所
の
そ
ば
を
通
っ
た
時
、
一
婦
人
の
死
体
を
み
つ
け
、
劉
備
は
す
べ
て
を
悟
っ
た
の
で
あ
る
。

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
に
お
け
る
カ
ニ
》
ハ
リ
ズ
ム
は
有
名
な
魯
辺
も
、
初
期
の
「
狂
人
日
記
」
や
、
「
薬
」
に
の
こ
し
て
い
る
。

狂
人
日
記
（
一
九
一
八
）
は
、
精
神
病
の
主
人
公
の
一
人
称
、
独
白
形
式
で
か
か
れ
て
い
る
。
以
下
要
約
し
て
承
る
。
「
聞
い
た
処
に
よ
る

と
、
狼
子
村
で
は
大
悪
人
を
皆
で
殴
り
殺
し
、
そ
の
内
臓
を
え
ぐ
っ
て
油
で
い
た
め
て
食
べ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
（
不
作
で
も
あ
っ
ち
。
そ
う

す
る
と
肝
っ
玉
が
太
く
な
る
の
だ
と
い
う
。
や
つ
ら
は
人
間
を
く
っ
た
の
だ
。
し
て
拳
る
と
お
れ
を
く
わ
な
い
と
い
う
道
理
は
な
い
。
や
つ
ら

の
歯
は
白
く
て
ピ
カ
ピ
カ
光
っ
て
い
る
の
は
人
間
を
く
う
道
具
な
の
だ
。
夢
の
中
で
本
を
読
ん
で
い
た
ら
字
が
全
て
「
吃
人
」
（
人
を
食
う
）
と

てて
も．、

b，

るこ
○，
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話
し
は
変
る
が
、
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
有
名
な
映
画
、
「
黄
金
狂
時
代
」
で
も
腹
の
へ
っ
た
悪
人
が
、
雪
に
囲
ま
れ
た
小
屋
の
中
で
、
チ
ャ
ッ

プ
リ
ン
が
鶏
に
承
え
る
幻
想
を
い
だ
き
、
追
い
ま
わ
す
場
面
が
あ
っ
た
。

以
上
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
に
み
ら
れ
た
、
カ
ニ
、
〈
リ
ズ
ム
を
の
べ
た
が
、
こ
れ
に
は
、
こ
れ
な
り
の
下
敷
に
な
っ
た
事
実
が
存
在
し
た

こ
と
は
当
然
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
の
章
で
は
、
こ
の
点
に
つ
き
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
に
求
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

い
う
字
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
本
当
の
医
者
で
も
人
間
を
く
う
こ
と
に
は
変
り
は
な
い
。
や
つ
ら
の
祖
師
と
い
う
、
李
時
珍
が
つ
く
っ
た
、
本

草
な
ん
と
か
（
本
草
綱
目
の
こ
と
）
と
い
う
書
物
に
は
、
ち
ゃ
ん
と
人
間
は
く
え
る
と
書
い
て
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
れ
で
も
や
つ
ら
は
人
間
を

食
い
ま
せ
ん
と
言
え
る
か
。
父
母
が
病
気
に
な
っ
た
時
に
は
子
は
自
分
の
肉
の
一
片
を
切
り
と
り
、
父
母
に
く
わ
せ
る
の
が
立
派
な
人
間
だ
と

い
う
。
妹
は
小
さ
い
時
死
ん
だ
。
き
っ
と
妹
の
肉
も
し
ら
ぬ
間
に
く
っ
て
し
ま
っ
た
の
に
ち
が
い
な
い
。
人
間
を
く
っ
た
こ
と
の
な
い
子
ど
も

が
ま
だ
い
る
か
し
ら
ん
。
子
ど
も
を
救
え
″
」
。
と
い
う
と
こ
ろ
で
終
っ
て
い
る
。

薬
（
一
九
二
○
）
は
自
分
の
子
供
が
肺
結
核
に
な
っ
た
の
で
、
首
切
り
役
人
に
た
の
ん
で
饅
頭
に
罪
人
の
血
を
か
け
て
、
子
供
に
た
べ
さ
せ

る
の
で
あ
る
。
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
で
は
な
い
が
近
似
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
役
人
は
、
「
よ
く
な
る
こ
と
請
合
さ
。
何
し
ろ
お
め
え
、
熱
い

う
ち
に
も
っ
て
き
て
、
熱
い
う
ち
に
く
ら
う
の
だ
か
ら
な
あ
。
何
し
ろ
、
こ
の
人
血
饅
頭
と
き
た
ひ
に
は
、
ど
ん
な
肺
病
で
も
な
お
る
こ
と
を

う
け
合
さ
」
。
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
小
説
の
下
敷
き
に
な
っ
た
の
は
、
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
で
、
一
八
六
五
年
、
し
｝
三
と
い
う

人
は
、
北
京
西
郊
で
罪
人
を
処
刑
し
た
と
き
、
首
切
り
役
人
は
、
そ
の
斬
っ
た
首
よ
り
噴
出
し
た
鮮
血
を
饅
頭
に
ひ
た
し
て
、
血
饅
頭
と
し
て

市
民
に
販
売
し
て
い
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

更
に
魯
辺
は
、
「
萢
愛
農
」
の
な
か
で
、
徐
錫
麟
と
い
う
革
命
志
士
が
、
心
臓
を
え
ぐ
ら
れ
、
思
銘
の
親
兵
は
こ
れ
を
焼
い
て
食
っ
た
と
書

い
て
い
る
。
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四
、
歴
史
に
み
ら
れ
る
力
’
一
バ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

数
年
前
、
南
米
ア
ン
デ
ス
山
脈
に
墜
落
し
た
飛
行
機
の
生
存
者
が
人
肉
を
食
っ
て
生
き
の
び
た
こ
と
は
未
だ
記
憶
に
新
ら
し
い
こ
と
で
あ

り
、
世
界
の
人
々
に
衝
撃
を
与
え
た
。
四
十
五
人
が
死
亡
し
、
十
六
人
が
七
○
日
間
生
き
の
び
て
、
生
還
し
た
の
で
あ
る
。
彼
等
は
カ
ト
リ
ッ

ク
神
学
校
の
学
生
が
多
か
っ
た
と
い
う
が
、
食
べ
る
も
の
が
一
切
な
く
な
っ
た
時
（
飲
料
水
は
ア
ン
デ
ス
の
雪
で
ま
か
な
っ
た
）
、
何
か
食
べ
な
く

て
は
生
き
て
行
け
な
い
こ
と
を
悟
り
、
そ
れ
に
は
た
だ
一
つ
だ
け
の
方
法
が
あ
る
こ
と
を
互
に
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
怖
ろ
し
い
こ

と
で
あ
り
、
神
へ
の
冒
濱
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
中
に
一
人
の
医
学
生
が
い
た
。
彼
は
「
我
た
は
何
か
蛋
白
質
を
と
ら
な
い
で
い
る
と
、
数
日
内

に
全
員
餓
死
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」
。
と
の
べ
た
。
そ
こ
で
彼
等
は
そ
れ
（
人
肉
）
を
食
べ
て
生
き
の
び
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
現
在
に

承
ら
れ
た
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
の
代
表
例
で
あ
る
。

我
が
国
に
お
け
る
力
’
一
、
ハ
リ
ズ
ム
は
、
著
者
の
知
る
限
り
で
は
、
正
史
に
と
ど
め
る
の
は
余
り
な
い
。
絶
無
と
は
い
え
な
い
が
、
国
民
性
の

ち
が
い
と
か
、
肉
食
の
習
慣
が
な
か
っ
た
こ
と
等
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
雨
月
物
語
に
み
ら
れ
る
こ
と
よ
り
、
推
測
は
可
能
で
あ
る
が
。
図

録
日
本
医
事
文
化
史
料
集
成
第
一
巻
に
、
鈴
木
尚
氏
が
写
真
と
解
説
を
よ
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
縄
文
時
代
の
発
堀
さ
れ
た
人
骨

か
ら
カ
ニ
ゞ
ハ
リ
ズ
ム
が
う
か
が
え
る
と
い
う
。
多
分
、
儀
礼
的
な
、
呪
術
的
な
面
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
な
が
ら
も
、
食
人
の
目
的
で

野
獣
と
同
じ
解
体
法
で
人
間
を
解
体
し
て
い
た
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
、
神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
お
よ
び
東
京
世
田
谷
区
よ
り
出
土
し
た
人
骨
は

夫
冬
竹
割
に
さ
れ
た
脛
骨
、
切
痕
の
あ
る
上
・
下
肢
骨
、
多
数
の
切
痕
が
あ
る
下
肢
骨
（
こ
の
切
痕
は
肉
を
う
す
く
き
ざ
ん
だ
痕
で
あ
る
と
い
う
）

夫
を
、
竹
割
に
さ
れ
た
砺

等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、
中
国
に
お
け
る
も
の
に
ふ
れ
て
承
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
中
野
美
代
子
氏
の
「
カ
ニ
。
〈
リ
ズ
ム
論
」
と
い
う
好
著
が
あ

る
。
主
と
し
て
文
学
的
方
面
よ
り
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
本
問
題
に
つ
い
て
は
、
故
桑
原
購
蔵
博
士
（
明
治
四
ｌ
昭
和
六
年
）
の
「
支
那
人
間
に

お
け
る
食
人
肉
の
風
習
」
（
大
正
十
三
年
、
東
洋
学
報
）
と
い
う
大
著
が
あ
る
。
私
は
最
近
、
こ
の
文
献
を
え
た
機
会
が
あ
っ
た
の
で
以
下
、
こ
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博
士
の
論
文
は
、
ま
ず
一
般
的
な
ヵ
’
一
、
〈
リ
ズ
ム
の
流
れ
に
つ
い
て
の
べ
、
次
に
い
か
な
る
場
合
に
そ
れ
が
行
わ
れ
た
か
を
五
つ
の
項
目
に

分
け
ら
れ
て
い
る
。
八
十
一
頁
に
わ
た
る
論
文
が
終
始
、
カ
ニ
＄
〈
リ
ズ
ム
で
う
め
つ
く
さ
れ
て
い
る
の
で
、
読
む
う
ち
に
、
何
か
胸
が
む
か
つ

く
よ
う
な
、
脊
す
じ
の
寒
く
な
る
よ
う
な
感
じ
を
え
る
が
、
余
り
に
も
多
い
の
で
終
に
は
麻
蝉
感
の
よ
う
な
も
の
さ
え
で
て
く
る
。
今
こ
こ
に

全
部
を
紹
介
す
る
余
裕
も
な
い
の
で
、
代
表
的
な
要
点
に
つ
い
て
の
べ
た
い
と
思
う
。

韓
非
子
、
雑
言
篇
に
は
段
の
討
王
（
姐
己
の
炮
烙
刑
も
有
名
で
あ
る
が
）
は
、
家
臣
を
笑
（
人
間
を
あ
ぶ
る
）
、
膳
（
人
肉
を
乾
す
）
、
箙
（
人
間
を

き
ざ
承
、
麹
や
塩
を
雑
え
て
酒
漬
に
す
る
）
、
美
（
烹
る
）
、
等
に
し
た
と
い
う
。
孔
子
の
弟
子
、
子
路
も
衛
国
で
鯨
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
荘
子
、
盗

拓
篇
で
は
、
孔
子
が
盗
賊
の
盗
拓
を
説
諭
に
行
っ
た
処
、
逆
に
「
疾
走
帰
。
不
然
。
我
将
以
子
肝
益
書
鯆
之
膳
」
と
お
ど
か
さ
れ
逃
げ
か
え
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
資
治
通
鑑
（
八
○
○
年
代
）
に
は
十
七
ヵ
所
の
カ
ニ
》
ハ
リ
ズ
ム
が
み
ら
れ
る
が
、
殊
に
ひ
ど
い
の
は
、
無
睾
の
良
民
を
多

数
を
生
き
な
が
ら
礁
で
ひ
き
、
き
ざ
ん
で
食
用
に
し
た
と
い
う
処
が
あ
る
。
官
軍
が
逆
に
良
民
を
と
ら
え
、
賊
軍
に
う
り
つ
け
た
と
い
う
。
北

宋
末
、
南
宋
初
期
に
は
、
「
人
肉
之
価
賤
干
大
永
」
。
と
も
い
わ
れ
、
荘
緯
の
鶏
肋
編
に
は
、
人
間
を
両
脚
羊
と
よ
び
、
男
子
の
肉
は
饒
把
火
と

し
て
最
も
低
級
で
、
婦
人
は
少
文
者
、
子
供
の
そ
れ
は
和
骨
燗
と
い
っ
て
高
級
品
と
さ
れ
た
。
元
朝
末
、
陶
宗
儀
の
畷
耕
録
に
は
、
な
ん
と
人

間
の
調
理
法
ま
で
か
か
れ
て
い
る
。
博
士
は
力
’
一
、
〈
リ
ズ
ム
が
行
わ
れ
た
ケ
ー
ス
を
次
の
五
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
代
表
例
に
つ

い
て
記
す
。

ず
に
は
お
か
な
い
。

私
も
、
漢
書
食
貨
誌
を
通
読
し
て
六
カ
所
に
「
人
相
食
」
。
旧
唐
書
食
貨
誌
に
「
相
食
者
、
紀
不
可
勝
」
。
と
い
う
処
を
染
た
。
博
士
は
前
・

後
漢
書
を
通
じ
て
二
十
一
カ
所
に
カ
ニ
、
ハ
リ
ズ
ム
を
見
出
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
「
人
相
食
」
。
と
い
う
三
字
の
裏
側
に
は
い
か
な
る
歴
史
が

秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
冷
静
に
、
無
感
動
と
も
い
え
る
、
こ
の
三
字
は
、
む
し
ろ
お
そ
ろ
し
い
、
い
ろ
い
ろ
の
場
面
を
想
像
さ
せ

れ
を
中
心
に
し
て
の
べ
る
こ
と
と
す
る
。
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㈲
飢
餓
の
時
人
肉
を
食
肉
と
す
る
場
合

こ
の
ケ
ー
ス
が
最
も
多
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
北
中
国
で
は
、
一
説
に
よ
る
と
、
清
代
の
一
八
七
四
年
に
は
一
三
七
五
万
人
、
一
八
七
七

’
八
年
に
は
九
五
○
万
人
の
餓
死
者
を
出
し
た
と
い
う
。
清
代
の
如
是
我
聞
か
ら
一
例
ひ
ろ
っ
て
象
よ
う
。
明
末
に
あ
る
人
が
徳
州
、
景
州
方

面
を
旅
行
し
た
際
、
ひ
る
時
に
な
り
、
ふ
と
み
る
と
若
い
婦
人
が
裸
で
俎
上
に
う
つ
伏
に
さ
れ
、
手
足
を
し
ば
ら
れ
、
水
を
か
け
洗
わ
れ
て
い

た
。
そ
の
恐
怖
戦
傑
之
状
は
象
る
に
忍
び
な
か
っ
た
。
そ
の
人
は
価
を
倍
に
す
る
か
ら
助
け
て
や
っ
て
ほ
し
い
と
た
の
ん
だ
。
そ
こ
で
そ
の
婦

人
は
お
き
上
り
、
衣
を
つ
け
た
が
、
そ
の
人
は
彼
女
の
乳
房
に
さ
わ
っ
た
。
婦
人
は
そ
こ
で
艶
然
と
し
て
、
も
し
貴
方
様
が
私
を
下
女
と
し
て

使
っ
て
下
さ
る
の
な
ら
一
生
お
仕
え
し
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
私
を
妾
と
す
る
の
な
ら
、
二
夫
に
ま
み
え
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
と
い
っ

て
衣
を
地
に
な
げ
う
ち
、
再
び
裸
と
な
り
、
俎
上
に
伏
し
、
目
を
つ
ぶ
り
屠
を
受
け
た
と
い
う
。
そ
の
末
尾
は
、
「
惜
亦
不
得
其
姓
名
」
。
に
終

っ
て
い
る
。
ま
た
、
や
せ
た
夫
の
身
代
り
と
な
っ
て
、
私
は
肥
っ
て
色
が
黒
い
。
黒
く
て
肥
っ
て
い
る
の
は
う
ま
い
と
い
う
か
ら
と
い
っ
て
、

身
代
り
に
殺
さ
れ
た
夫
人
の
話
し
も
あ
る
。

自
分
の
子
供
を
た
べ
る
に
し
の
び
ず
、
他
人
の
子
供
と
か
え
て
食
っ
た
と
い
う
悲
惨
な
話
（
易
子
而
食
）
も
あ
る
位
で
あ
る
。

○
籠
城
し
て
糧
食
が
つ
き
た
時
、
人
肉
を
食
用
と
す
る
場
合

旧
唐
書
に
は
、
あ
る
城
が
囲
ま
れ
た
時
、
糧
食
が
な
く
な
り
、
婦
人
の
次
に
は
男
子
の
老
人
、
小
供
を
た
べ
、
遂
に
は
、
二
、
三
万
人
に
達

し
た
が
、
人
心
は
離
れ
ず
完
う
し
た
話
し
が
あ
る
。
資
治
通
鑑
と
五
代
史
に
は
趙
思
棺
の
話
し
が
の
っ
て
い
る
。
彼
は
人
胆
を
酒
の
肴
に
し
て

食
う
こ
と
を
好
染
、
千
枚
の
胆
を
呑
ん
で
無
敵
で
あ
る
と
、
豪
語
し
、
長
安
城
が
重
囲
に
お
ち
い
っ
た
と
き
、
婦
女
子
を
と
ら
え
て
、
軍
糧
と

し
た
が
、
恰
も
羊
や
豚
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。
比
較
的
新
し
い
の
で
は
、
阿
片
戦
争
（
一
八
四
一
）
の
時
、
広
東
で
は
人
肉
の
売
買
が
な

さ
れ
、
一
八
六
一
年
、
安
慶
重
囲
の
際
に
は
、
人
肉
一
片
、
銅
銭
四
十
文
で
あ
っ
た
と
い
う
。
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唐
代
よ
り
最
近
ま
で
、
一
二
○
○
年
の
長
き
に
わ
た
り
広
く
行
わ
れ
て
い
た
。
唐
の
陳
臓
器
の
著
し
た
本
草
拾
遺
（
現
在
は
散
供
し
て
い
る
）

に
人
肉
の
効
用
が
書
か
れ
て
い
る
の
が
初
ま
り
で
あ
る
と
い
う
。
新
唐
書
の
孝
友
伝
に
は
、
父
母
の
疾
病
を
医
療
す
べ
く
自
分
の
肉
を
割
い
た

孝
子
三
八
人
を
の
せ
て
い
る
。
宋
史
孝
義
伝
、
列
女
伝
、
元
史
孝
友
伝
、
列
女
伝
、
明
史
孝
義
伝
、
列
女
伝
等
に
も
同
様
な
例
が
染
ら
れ
る
。

し
か
し
、
初
め
は
、
社
会
も
官
憲
も
奨
励
し
て
い
た
が
、
後
に
は
余
り
多
く
な
り
弊
害
も
で
て
き
た
の
で
、
二
一
六
六
、
七
○
年
に
は
禁
止
の

項
で
あ
る
。 四

檜
悪
の
極
、
怨
敵
の
肉
を
倣
う
場
合

前
述
し
た
、
水
筒
伝
、
李
達
の
話
し
も
そ
う
で
あ
る
が
、
中
国
人
は
、
怨
敵
に
対
す
る
と
き
、
よ
く
欲
唾
其
肉
と
か
、
食
之
不
厭
と
か
い
っ

た
。
宋
代
の
賊
臣
、
候
景
は
捕
え
ら
れ
、
塩
漬
け
に
さ
れ
、
建
康
に
送
ら
れ
、
さ
ら
し
も
の
に
さ
れ
た
。
人
々
は
争
っ
て
食
べ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
。
覚
後
禅
に
は
艶
芳
と
い
う
婦
人
が
男
性
に
宛
た
書
状
が
の
っ
て
い
る
。
「
‐
従
此
絶
交
。
以
後
不
得
再
見
。
若
還
再
見
。
我
必
咬
儒
的

肉
。
当
倣
猪
肉
狗
肉
吃
也
」
。
と
あ
り
、
と
て
も
女
性
と
は
思
え
な
い
内
容
で
あ
る
。

白
嗜
好
物
と
し
て
人
肉
を
食
用
と
す
る
場
合

美
味
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
は
た
ま
ら
な
い
が
、
屡
々
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

有
名
な
の
は
易
牙
の
話
し
で
あ
る
。
彼
の
主
人
で
あ
る
斉
の
桓
公
が
、
人
肉
は
う
ま
い
そ
う
だ
が
未
だ
食
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
っ
た
処
、

自
分
の
子
供
を
料
理
し
て
主
君
に
食
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

唐
代
の
張
茂
昭
は
、
他
人
か
ら
人
肉
の
味
は
如
何
で
す
か
と
た
づ
ね
ら
れ
た
と
き
、
笑
っ
て
「
腫
而
躁
也
」
。
と
い
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

㈲
医
療
の
目
的
で
人
肉
を
食
用
と
す
る
場
合

本
稿
の
目
的
で
あ
る
、
解
剖
と
カ
ニ
ゞ
〈
リ
ズ
ム
の
関
係
に
つ
、
い
て
、
密
接
な
と
こ
ろ
は
、
こ
の
医
療
の
目
的
で
人
肉
を
食
用
と
す
る
場
合
の
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令
が
で
て
い
る
が
、
明
末
に
な
っ
て
も
未
だ
行
わ
れ
て
い
た
。
清
朝
で
も
一
六
五
二
年
禁
令
を
出
し
て
い
る
が
余
り
効
果
は
な
か
っ
た
そ
う
で

あ
る
。
一
七
二
八
年
、
李
盛
山
な
る
者
は
、
母
の
為
に
自
分
の
肝
を
割
き
、
母
の
病
は
治
っ
た
が
、
自
分
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
時
の
雍
正
帝

は
こ
れ
を
賞
し
た
。
米
人
ア
ー
サ
ー
・
ス
ミ
ス
は
、
あ
る
人
が
自
分
の
肉
を
割
い
た
、
か
つ
て
の
傷
痕
を
得
意
そ
う
に
み
せ
て
く
れ
た
と
い
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
一
面
、
中
国
に
お
け
る
儒
教
の
影
響
が
強
く
で
て
い
る
の
で
あ
る
。
博
士
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
支
那
の
孝
道
」
と
い

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
一
面
、
串

う
著
書
を
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

私
が
あ
る
中
国
人
の
通
訳
と
食
事
を
と
っ
て
い
た
と
き
、
鶏
の
脚
が
出
て
き
た
。
彼
は
、
も
し
脚
が
わ
る
け
れ
ば
、
脚
を
く
う
と
よ
く
な
り

ま
す
よ
。
肝
臓
が
わ
る
け
れ
ば
肝
臓
を
く
う
と
よ
い
の
で
す
。
中
国
で
は
昔
か
ら
こ
の
よ
う
な
考
え
が
あ
り
ま
す
。
私
は
体
が
つ
か
れ
て
、
調

子
が
わ
る
い
と
き
は
、
猿
の
脳
ミ
ソ
を
食
べ
る
の
で
す
、
と
い
っ
た
。
こ
れ
を
拡
大
解
釈
す
れ
ば
人
間
の
脳
ミ
ソ
が
最
も
よ
い
こ
と
に
な
り
は

し
な
い
か
。
私
の
祖
父
は
、
日
清
戦
役
の
と
き
、
捕
れ
た
人
か
ら
聞
い
た
話
し
と
し
て
、
中
国
で
は
死
ん
だ
人
が
あ
る
と
、
ぢ
き
に
墓
を
あ
ば

い
て
、
も
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
と
語
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
子
供
心
に
も
こ
わ
い
話
し
だ
と
思
っ
た
憶
い
出
が
あ
る
。

前
述
し
た
本
草
拾
遺
は
散
快
し
た
が
、
明
の
李
時
珍
に
よ
る
本
草
綱
目
に
人
部
が
あ
る
。
医
療
の
目
的
に
、
頭
よ
り
足
ま
で
い
る
ｊ
、
の
も

の
を
使
っ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
人
肉
の
項
が
あ
る
。
し
か
し
、
結
論
と
し
て
、
人
肉
の
効
き
め
は
な
く
、
迷
信
に
近
い
も
の
で
、
弊
害
が
あ

る
も
の
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。

結
論

以
上
、
各
方
面
か
ら
、
中
国
に
お
い
て
、
古
代
よ
り
、
解
剖
と
カ
ニ
、
ハ
リ
ズ
ム
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
の
べ
た
。
こ
の
両
者
は
全
く
無
関

係
と
は
い
い
き
れ
な
い
面
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
に
お
け
る
解
剖
は
今
日
の
知
識
、
あ
る
い
は
解
剖
学
の
所
見
か
ら
す
れ
ば
幼
稚

罪
人
の
心
肝
を
医
療
に
使
う
の
は
、
ま
だ
よ
い
と
し
て
、
疾
病
治
療
の
目
的
で
他
人
を
殺
し
て
、
肉
や
肝
を
と
り
出
し
て
使
っ
た
で
あ
ろ
う
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感
謝
い
た
し
ま
す
。

で
不
完
全
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
代
の
科
学
的
視
野
の
は
か
り
で
律
す
る
の
は
勿
論
不
当
で
あ
り
、
こ
れ
が
少
な
く
も
中
国
医

学
の
シ
ー
ツ
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

古
代
に
お
い
て
は
、
神
に
対
す
る
犠
牲
、
呪
術
的
方
面
よ
り
人
を
殺
し
た
り
、
ま
た
、
他
民
族
を
と
ら
え
て
こ
の
用
に
も
ち
い
た
り
し
た
こ

と
が
ま
ず
解
剖
的
経
験
の
初
ま
り
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、
戦
争
に
よ
る
傷
の
治
療
や
、
手
術
を
行
っ
た
こ
と
も
、
解
剖
的
所
見
が
基
礎
に
な

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
洞
窟
に
ひ
そ
ん
で
、
人
肉
を
た
べ
て
い
た
古
代
人
の
姿
は
想
像
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
有
史
以
後
に
お
い
て
も
、
凌
遅

処
死
に
ふ
ら
れ
る
解
剖
的
処
刑
が
あ
っ
た
り
、
桑
原
博
士
は
、
五
つ
の
カ
ニ
、
ハ
リ
ズ
ム
の
ケ
ー
ス
の
な
か
に
こ
れ
を
承
ら
れ
て
い
る
。
不
思
議

な
こ
と
に
は
、
有
史
以
後
に
は
、
宗
教
的
に
行
っ
た
痕
跡
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、
水
溜
伝
の
処
で
の
べ
た
よ
う
に
、
殺
人
祭
鬼
の
思
想

も
あ
る
が
、
こ
れ
も
桑
原
博
士
の
い
う
怨
敵
の
項
に
入
る
。
こ
こ
に
中
国
人
の
宗
教
心
を
ゑ
る
お
も
い
が
あ
る
一
方
、
彼
等
の
実
際
的
と
い
う

か
、
功
利
的
な
面
を
桑
る
お
も
い
が
す
る
。
殊
に
人
肉
が
医
療
的
効
果
が
あ
る
と
信
じ
て
、
ま
た
そ
れ
を
実
際
に
行
っ
た
努
力
と
、
そ
れ
に
伴

う
弊
害
も
あ
っ
た
が
、
中
国
人
の
生
活
力
の
強
靱
さ
、
人
生
哲
学
、
あ
る
い
は
不
死
長
命
の
願
い
と
い
っ
た
等
の
考
え
方
を
学
び
と
れ
る
。

我
々
日
本
人
と
隔
絶
し
た
世
界
と
も
い
え
よ
う
が
、
こ
れ
が
中
国
医
学
発
展
の
一
つ
の
源
流
と
も
な
っ
た
こ
と
も
う
た
が
い
の
な
い
処
で
あ

る
。
人
を
食
っ
た
り
、
ま
た
は
、
食
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
歴
史
の
恥
部
で
あ
る
。
こ
れ
を
ま
た
、
正
史
に
と
ど
め
て
お
い

た
中
国
人
と
い
う
も
の
に
改
め
て
思
い
を
到
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
客
観
的
、
冷
静
と
も
い
え
る
目
で
人
体
を
観
察
し

て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
ま
た
、
中
国
医
学
の
基
盤
と
も
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
カ
ニ
ゞ
〈
リ
ズ

ム
に
対
し
て
も
、
い
た
ず
ら
に
目
を
掩
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
厳
粛
な
事
実
と
し
て
う
け
と
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
お
も
う
。
以
上

稿
を
お
わ
る
に
あ
た
っ
て
、
御
校
閲
、
御
助
言
を
賜
っ
た
。
恩
師
、
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
、
部
長
、
間
中
喜
雄
博
士
に
厚
く
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。
史
記
平
準
害
・
漢
書
食
貨
志
加
藤
繁
訳
・
註
岩
波
書
店

。
旧
唐
食
貨
志
・
五
代
食
貨
志
加
藤
繁
訳
・
註
岩
波
書
店

。
阿
Ｑ
正
伝
・
狂
人
日
記
魯
迅
、
竹
内
好
訳
岩
波
書
店

・
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
論
中
野
美
代
子
潮
出
版
社

。
東
洋
文
明
史
論
叢
桑
原
礁
蔵
弘
文
堂

。
支
那
の
孝
道
桑
原
隙
蔵
三
島
海
雲
カ
ル
ピ
ス

。
図
録
日
本
医
事
文
化
史
料
集
成
第
一
巻
三
一
書
房

。
意
釈
黄
帝
内
経
霊
枢
小
曽
戸
文
夫
・
他
築
地
書
房

・
漢
字
白
川
静
岩
波
書
店

。
医
学
の
歴
史
小
川
鼎
三
中

。
水
耕
伝
宮
崎
市
定
中
央
公

参
考
文
献

中
央
公
論
社

中
央
公
論
社
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二
平
安
京
に
お
け
る
両
院
の
設
立

施
薬
院
及
び
悲
田
院
は
何
時
新
し
い
都
に
移
さ
れ
た
か
。
平
安
遷
都
は
延
暦
十
三
年
（
七
九
四
）
で
あ
る
が
、
新
都
の
造
営
は
な
か
な
か
進

展
せ
ず
、
延
暦
二
十
四
年
に
は
藤
原
冬
嗣
ら
の
意
見
に
よ
っ
て
暫
く
の
間
中
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
「
続
日
本
記
」
延
暦
二
十
四
年
十
二
月
七

一
は
じ
め
に

奈
良
時
代
に
創
建
さ
れ
た
施
薬
院
及
び
悲
田
院
は
平
安
遷
都
後
に
こ
れ
ま
た
京
都
に
移
さ
れ
、
更
に
悲
田
院
は
東
西
の
二
院
に
分
れ
て
、
こ

れ
ら
は
以
後
長
く
慈
恵
厚
生
機
関
と
し
て
そ
の
任
務
に
従
っ
た
が
、
平
安
末
期
に
は
全
く
衰
退
し
て
遂
に
廃
絶
し
た
も
の
と
一
般
に
考
え
ら
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
ず
っ
と
後
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
施
薬
院
の
方
は
豊
臣
秀
吉
が
僧
全
宗
（
後
の
施
薬
院
全
宗
）
の
建
言
を
容
れ
て
天
正
年
間

（
１
）

に
再
興
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
永
く
は
続
か
ず
十
七
世
紀
中
頃
に
は
施
薬
と
い
う
こ
と
は
有
名
無
実
と
な
っ
た
。

以
上
が
施
薬
院
及
び
東
西
悲
田
院
の
歴
史
の
概
略
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
疑
義
が
特
に
悲
田
院
に
つ
い
て
存
在
す
る
。
以

下
こ
れ
に
検
討
を
加
え
た
い
。

悲
田
院
の
沿
革
と
終
焉

Ｉ
そ
の
二
’
三
の
疑
問
Ｉ

日
本
医
史
学
雑
誌
二
十
五
巻
一
号

昭
和
五
十
四
年
一
月
三
十
日
発
行

久
米
幸
夫

昭
和
五
十
三
年
七
月
四
日
受
付
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日
条
）
。
し
て
み
れ
ば
、
当
時
の
政
府
の
二
大
事
業
（
造
都
と
征
夷
）
と
関
係
の
な
い
両
院
が
そ
う
早
期
に
移
さ
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
た
だ

し
、
両
院
は
奈
良
時
代
に
は
藤
原
氏
の
封
戸
か
ら
の
収
入
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
た
私
的
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
都
の
造
作
と
は
無
関
係
に
移

転
さ
れ
た
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え
な
い
が
、
や
は
り
あ
る
程
度
は
都
が
整
備
さ
れ
た
後
の
こ
と
と
考
え
る
の
が
常
識
で
あ
ろ
う
。
平
安
遷
都

以
後
藤
原
氏
の
権
勢
は
一
層
高
ま
る
ば
か
り
で
あ
り
、
古
来
の
諸
名
族
は
全
く
圧
倒
さ
れ
、
皇
親
賜
姓
諸
氏
も
後
塵
を
拝
す
る
に
至
っ
た
こ
と

は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
左
大
臣
藤
原
冬
嗣
の
事
跡
と
し
て
食
封
千
戸
を
割
い
て
之
を
施
薬
院
及
び
勧
学
院
に
貯
収
し
て
お
り
、
そ
の
勧
学
院

は
弘
仁
十
二
年
（
八
一
二
）
に
創
立
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
頃
ま
で
に
は
施
薬
・
悲
田
両
院
共
に
京
都
に
移
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ

ろ
う
が
、
な
お
私
的
経
営
の
匂
い
が
強
い
。
し
か
し
間
も
な
く
天
長
二
年
（
八
二
五
）
に
は
施
薬
院
は
官
営
の
も
の
と
な
り
、
使
、
判
官
、
主

典
、
医
師
一
人
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
勿
論
こ
れ
ら
は
す
べ
て
令
外
官
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
の
ち
施
薬
院
使
は
代
々
藤
原
氏
の

者
が
任
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
医
官
が
こ
れ
に
替
っ
た
の
は
二
百
年
も
後
の
丹
波
雅
忠
が
最
初
で
あ
る
。
悲
田
院
も
同
時
に
官
の
所
管
と
な

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
は
特
別
の
官
は
な
く
、
僧
が
悲
田
院
預
と
し
て
管
理
に
あ
た
っ
た
。
施
薬
院
が
後
に
「
や
く
い
ん
」
、
悲
田
院

が
「
く
つ
い
ん
」
と
呼
ば
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る
と
、
最
初
か
ら
悲
田
院
は
施
薬
院
の
管
轄
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
従
っ
て
独
立
の
官
職
は

置
か
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
一
言
す
る
と
、
施
薬
院
は
職
員
の
構
成
か
ら
判
る
よ
う
に
明
ら
か
に
官
司
で
あ
る

が
、
そ
の
被
管
で
あ
る
悲
田
院
は
僧
侶
の
預
が
管
理
に
当
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
決
し
て
寺
院
で
は
な
い
こ
と
、
即
ち
仏
道
修
業
の
た

め
の
建
造
物
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

京
都
に
両
院
が
移
さ
れ
る
と
同
時
に
、
旧
都
の
興
福
寺
内
の
両
院
は
全
く
そ
の
機
能
を
廃
止
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
た
と
え
規

模
は
小
さ
く
と
も
暫
く
は
そ
の
事
業
を
継
続
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
．
こ
の
点
に
つ
い
て
は
多
少
の
疑
問
が
残
る
。
遷
都
後
も
旧
都
平
城

京
に
は
皇
室
や
藤
原
氏
な
ど
の
尊
崇
す
る
諸
大
寺
が
厳
存
し
て
そ
の
勢
力
を
誇
り
、
平
城
天
皇
は
大
同
四
年
（
八
○
九
）
退
位
後
間
も
な
く
旧

都
に
移
り
、
そ
の
側
近
が
上
皇
の
復
畔
を
図
る
事
件
（
薬
子
の
乱
）
が
起
っ
た
ほ
ど
で
あ
り
、
こ
の
地
お
よ
び
そ
の
周
辺
は
な
お
栄
え
て
い
て

人
民
も
少
な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
後
者
の
よ
う
な
可
能
性
も
必
ず
し
も
否
定
し
得
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
勿
論
こ
れ
に
は
証
拠
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三
両
院
の
運
営

両
院
の
運
営
は
如
何
な
る
財
源
で
ま
か
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
諸
官
衙
の
経
費
を
大
別
す
れ
ば
、

１
官
衙
の
維
持
経
営
の
た
め
の
費
用

２
官
人
及
び
そ
れ
以
下
の
給
与
の
た
め
の
費
用
（
人
件
費
）

の
二
つ
と
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
中
央
諸
官
衙
に
つ
い
て
は
何
れ
も
京
庫
か
ら
支
給
さ
れ
た
が
、
そ
の
財
源
は
地
方
諸
国
か
ら
送
ら
れ
る
調
庸
物

が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
。
律
令
国
家
の
税
法
は
租
調
庸
と
一
口
に
言
わ
れ
る
が
、
租
は
主
と
し
て
万
一
の
場
合
に
備
え
て
国
衙
の
不
動
倉
に
貯

蔵
さ
れ
、
や
む
な
く
こ
れ
を
開
用
す
る
場
合
に
は
中
央
政
府
の
許
可
を
必
要
と
し
た
。
調
庸
物
は
中
央
に
送
ら
れ
て
各
官
衙
の
用
に
供
せ
ら
れ

く
す
い
こ

た
。
租
調
庸
の
ほ
か
に
公
出
挙
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
は
租
と
し
て
納
め
ら
れ
た
頴
稲
を
春
さ
き
に
農
民
に
強
制
的
に
貸
付
け
、
秋
の
収

穫
時
に
利
息
を
つ
け
て
回
収
し
、
こ
れ
を
収
入
と
す
る
方
法
で
あ
る
。
そ
の
利
率
は
三
割
を
下
る
こ
と
な
く
、
現
代
な
ら
当
然
高
利
と
見
倣
さ

れ
る
筈
の
も
の
で
あ
る
。
公
出
挙
は
農
民
に
と
っ
て
必
要
な
場
合
も
あ
っ
た
が
、
一
種
の
税
で
あ
る
こ
と
に
は
変
り
は
な
か
っ
た
。
こ
の
公
出

を
、
が
い

挙
に
よ
る
収
入
は
更
に
正
税
、
公
癬
、
雑
稲
の
三
種
に
区
別
さ
れ
る
（
延
喜
式
に
は
各
国
に
お
け
る
夫
々
の
貸
付
額
す
な
わ
ち
式
数
が
規
定
さ
れ
て
い

は
何
も
な
く
、
単
な
る
想
像
に
と
ど
ま
る
。
「
和
州
旧
跡
幽
考
」
（
林
宗
甫
著
延
宝
九
年
’
一
六
八
一
ｌ
の
抜
あ
り
、
現
在
「
続
盈
群
書
類
聚
」
第
八

に
所
収
）
に
大
和
国
添
上
郡
の
悲
田
院
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
引
用
す
る
と
、

住
僧
の
か
た
ら
れ
し
は
、
む
か
し
の
悲
田
院
は
絶
は
て
て
、
中
比
よ
り
此
院
建
立
せ
し
な
り
、
旧
院
の
跡
は
さ
だ
か
に
し
ら
ず
と
な
り
、

釈
書
に
興
福
寺
の
内
に
た
て
ら
れ
し
よ
し
見
え
た
り
、
今
此
所
は
興
福
寺
よ
り
は
る
か
の
南
に
ぞ
侍
る
、
云
々

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
悲
田
院
は
純
然
た
る
寺
で
中
世
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
昔
の
悲
田
院
は
「
絶
は
て
て
」
と
い
う
語

句
が
気
に
な
る
の
で
あ
る
。
両
院
が
平
安
京
に
移
っ
た
途
端
に
廃
止
さ
れ
た
の
で
な
く
（
あ
る
い
は
建
造
物
だ
け
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
）
、
次

第
に
衰
滅
し
た
よ
う
な
語
感
が
あ
る
。
が
、
こ
れ
は
今
の
と
こ
ろ
疑
問
と
し
て
と
ど
め
て
お
く
よ
り
致
し
方
が
な
い
。
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し
よ
う
ま
い

る
）
。
正
税
は
主
と
し
て
舂
米
と
し
て
中
央
に
送
ら
れ
て
貴
族
や
官
人
の
食
料
と
な
る
、
つ
ま
り
中
央
の
財
源
の
一
部
と
な
る
。
公
癬
は
そ
の

名
の
示
す
通
り
国
衙
の
維
持
経
営
費
で
あ
っ
て
、
先
ず
正
税
の
官
物
の
欠
損
を
補
な
っ
た
上
で
、
そ
の
残
り
を
使
用
す
べ
き
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
主
と
し
て
国
司
た
ち
（
守
、
介
、
橡
、
目
の
四
等
官
の
ほ
か
に
国
博
士
・
医
師
）
に
配
分
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
重
要
な
所
得
と
な
っ
た
。

雑
稲
は
そ
れ
以
外
の
支
出
に
あ
て
る
た
め
の
収
入
で
あ
っ
て
、
そ
の
支
出
項
目
は
国
々
に
よ
っ
て
夫
炎
相
違
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
国
分

（
２
）
（
３
）

寺
、
文
殊
会
、
池
溝
、
救
急
料
な
ど
に
要
す
る
支
出
は
何
れ
の
国
で
も
欠
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
（
「
政
事
要
略
」
第
五
三
）
。
律
令
制
の
税

法
で
あ
る
租
調
庸
は
元
来
人
頭
税
式
の
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
遂
行
の
た
め
に
は
口
分
田
の
民
の
人
口
や
そ
の
構
成
（
年
齢
別
、
性
別
な
ど
）

を
把
握
す
る
た
め
の
造
籍
や
、
こ
れ
に
も
と
づ
く
班
田
の
実
施
を
必
要
と
す
る
が
、
律
令
制
の
弛
緩
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
が
全
く
不
可
能
と
な

り
、
租
調
庸
の
方
式
も
崩
壊
す
る
に
至
っ
た
。
こ
う
し
て
徴
税
は
耕
作
地
に
対
し
て
割
当
て
ら
れ
る
地
税
式
の
も
の
へ
と
変
化
し
た
。
と
に
か

く
、
こ
の
よ
う
に
し
て
中
央
政
府
の
財
政
は
次
第
に
枯
渇
し
、
早
く
も
九
世
紀
末
に
は
京
庫
か
ら
の
官
人
へ
の
支
給
は
困
難
と
な
り
、
元
慶
三

年
（
八
七
九
）
に
は
官
田
四
○
○
町
を
選
定
し
て
、
そ
こ
か
ら
の
収
得
を
官
人
の
給
与
に
宛
て
た
が
、
こ
れ
は
更
に
二
年
後
に
は
三
十
九
の
官

（
４
）

司
に
分
割
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
各
官
司
に
独
立
採
算
制
を
採
ら
せ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
典
薬
寮
の
如
き
も
例
外
で
な
く
、

合
計
す
る
と
、

典
薬
寮
田
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
ら
ぱ
、
施
薬
院
、
悲
田
雌

し
か
ら
ぱ
、
施
薬
院
、
悲
田
院
の
経
費
は
何
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
か
。
延
喜
主
税
式
に
は
前
述
の
通
り
「
諸
国
出
挙
正
税
公
癖
雑
稲
」

の
額
が
全
国
各
灸
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
十
数
箇
国
の
分
に
於
て
こ
の
両
院
に
関
係
あ
り
と
思
わ
れ
る
も
の
が
記
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
雑
稲
の
項
目
の
中
に
薬
分
料
、
施
薬
院
料
、
悲
田
料
の
三
種
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
関
係
諸
国
全
部
に
就
て

薬
分
料

施
薬
院
料

悲
田
料

（
十
三
箇
国
）

（
二
箇
国
）

（
一
箇
国
）

一

一一

m一一
、、、

五○五
○○○
○○○
束束束
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と
な
っ
て
い
る
。
薬
分
料
は
典
薬
寮
で
使
用
さ
れ
る
薬
物
の
費
用
と
解
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
う
で
な
い
こ
と
は
、
延
喜
典
薬
寮
式
に

は
こ
れ
と
は
別
に
「
諸
国
進
年
料
雑
薬
」
が
全
国
に
割
当
て
ら
れ
て
い
る
事
実
に
よ
っ
て
判
断
で
き
る
。
他
方
、
太
政
官
式
に
は

凡
施
薬
院
薬
分
稲
、
諸
国
雌
し
申
ｌ
請
減
ｌ
省
雑
稲
｜
不
し
得
二
減
省
至

と
あ
り
、
こ
れ
は
施
薬
院
薬
分
稲
は
諸
国
の
雑
稲
中
か
ら
支
出
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
割
当
額
を
減
ら
し
て
く
れ
と
申
請
し
て
き
て
も
許
可
し

て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
こ
の
薬
分
料
が
施
薬
院
用
の
薬
物
代
を
示
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
全
く
同
趣
旨
の
条
分
が
延
期
主
税

式
に
お
い
て
も
規
定
さ
れ
て
い
る
）
。
ま
た
、
播
摩
国
の
雑
稲
の
項
の
中
に
は
、
施
薬
院
料
一
万
束
、
薬
分
料
一
千
五
百
束
と
別
々
に
定
め
ら
れ
て

い
る
か
ら
、
両
者
が
異
っ
た
用
途
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
薬
分
料
が
草
薬
を
購
入
す
る
費
用
な
ら
、
施
薬
院
料
は
そ
の
経
常

費
あ
る
い
は
維
持
費
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
悲
田
料
は
そ
の
国
の
悲
田
事
業
に
充
て
る
も
の
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
こ

れ
は
武
蔵
国
だ
け
に
割
当
て
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
他
の
諸
国
に
は
全
然
規
定
が
な
く
、
ま
た
武
蔵
一
国
の
用
途
と
し
て
は
大
き
す
ぎ
る
と
思

（
５
）

わ
れ
る
の
で
、
や
は
り
都
の
悲
田
院
料
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
う
い
う
予
算
で
両
院
は
運
営
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
諸
国
の
財
政
が
苦
し
く
な
れ
ば
当
然
未
進
が
多
く
な
り
、
両
院
が
諸
司
田
と

い
う
よ
う
な
財
源
を
持
た
ぬ
悲
し
さ
、
諸
国
へ
の
督
促
が
繁
し
く
な
り
厳
し
く
な
る
の
も
こ
れ
又
当
然
の
成
行
で
あ
っ
た
ろ
う
。
藤
原
実
資
の

「
小
右
記
」
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
六
月
三
十
日
条
に

諸
国
司
愁
申
施
薬
院
事
、
以
申
文
等
遣
大
相
府
、
有
被
奏
聞
之
事
等
、

と
あ
る
の
は
そ
の
間
の
事
情
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
結
果
が
ど
う
な
っ
た
か
は
、
生
憎
そ
の
後
の
日
記
が
欠
失
し
て
い
る
の
で

不
明
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
頃
の
公
卿
の
日
記
に
悲
田
院
へ
の
施
物
の
記
録
が
時
折
見
ら
れ
る
。
こ
の
事
実
は
官
か
ら
の
給
与
が
不
充
分
で
あ

る
こ
と
を
裏
付
け
る
と
共
に
、
悲
田
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
人
々
が
す
で
に
賤
民
視
あ
る
い
は
賎
民
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る

シ
【
ノ
０

（36）



施
薬
院
は
元
来
病
者
に
薬
を
施
す
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
病
人
の
収
容
は
そ
の
任
務
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
と
は
違
っ
て
、
悲
田
院
は
寄
辺
の

な
い
老
人
や
孤
児
を
収
容
す
る
と
こ
ろ
で
、
い
わ
ば
明
治
以
後
の
養
老
院
と
孤
児
院
と
を
併
せ
た
よ
う
な
施
設
で
あ
っ
て
、
病
者
の
治
療
は
必

ず
し
も
そ
の
目
的
で
は
な
か
っ
た
。
併
し
な
が
ら
、
悲
田
院
の
収
容
者
の
中
に
は
病
に
染
む
人
々
が
多
い
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
し
、
他

方
、
疾
病
に
よ
っ
て
道
に
捨
て
ら
れ
た
人
々
が
悲
田
院
の
み
な
ら
ず
施
薬
院
に
も
収
容
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
現
に
「
（
施
薬
）
院
井
東
西

悲
田
院
三
所
収
ｌ
養
病
者
孤
子
一
。
其
数
不
レ
少
。
」
（
「
政
事
要
略
」
巻
七
十
糺
弾
雑
事
）
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
こ
う
な
る
と
両
院
の
仕
事
は
か

一
一

な
り
似
た
も
の
と
な
り
、
そ
の
こ
と
は
施
薬
院
に
も
こ
れ
に
附
属
し
て
多
少
の
収
容
施
設
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
。
併
し
、
平
常
の
場
合

は
両
者
の
職
務
は
異
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ず
っ
と
後
代
の
書
物
で
あ
る
が
、
「
勘
忍
記
」
に

い
に
し
へ
は
、
悲
田
院
、
施
薬
院
と
て
、
田
地
を
よ
せ
て
二
院
を
立
て
ら
れ
、
悲
田
院
に
は
諸
国
よ
り
貧
者
の
よ
る
べ
な
き
病
人
を
あ
つ

め
て
、
毎
日
粥
を
た
き
て
、
贈
病
人
の
者
こ
れ
を
あ
た
へ
、
施
薬
院
よ
り
、
薬
の
ふ
く
ろ
を
ひ
ぢ
に
か
け
て
打
ち
ま
わ
り
、
病
人
を
療
治
せ

と
記
さ
れ
て
お
り
、
施
薬
院
と
悲
田
院
の
職
務
を
よ
く
区
別
し
て
い
る
。
薬
袋
を
さ
げ
た
係
員
が
や
っ
て
き
て
、
病
状
を
た
ず
ね
て
薬
を
与
え

た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
係
員
は
医
師
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
害
の
記
述
の
信
感
性
は
と
も
か
く
と
し
て
、
如
何
に
も
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
こ
と

と
想
像
さ
れ
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
現
代
の
眼
か
ら
は
診
療
と
呼
ぶ
に
は
程
遠
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
当
時
の
政
府
の
状
態
ま
た
医
学
・
医
療
の

水
準
か
ら
考
え
れ
ば
こ
れ
が
精
一
杯
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

な
お
、
粥
を
た
い
た
り
看
病
を
し
た
り
し
た
者
は
勿
論
官
人
で
は
な
い
、
「
預
」
そ
の
他
の
名
で
呼
ば
れ
た
雇
人
で
あ
る
が
、
こ
の
人
々
は

（
７
）

収
容
者
に
対
し
て
不
親
切
で
あ
っ
た
の
で
、
政
府
は
こ
れ
を
戒
告
し
て
い
る
。
併
し
、
仲
々
効
果
は
あ
が
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。

（
８
）

悲
田
院
で
育
て
ら
れ
た
孤
児
が
成
長
後
改
め
て
姓
を
与
え
ら
れ
、
本
貫
を
定
め
ら
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
こ
う
い
う
こ
と
は
何
回
か
行

（
６
）

ら
れ
た
り
と
か
や
。

四
両
院
の
職
務

（37）



‐
二
日
戊
戌
、
終
日
甚
雨
、
従
去
夕
鴨
河
汎
濫
、
富
小
路
以
東
已
如
海
云
々
、
伝
聞
、
悲
田
院
病
者
三
百
余
人
、
洪
水
流
失
云
冬
（
下
略
）

と
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
当
然
悲
田
院
の
建
物
自
体
が
崩
壊
流
失
し
た
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
多
数
の
被
害
者
を
出
し
た
こ
と
は
、

収
容
さ
れ
て
い
る
人
数
の
多
い
こ
と
、
従
っ
て
悲
田
院
の
収
容
力
の
大
き
い
こ
と
を
示
す
が
、
こ
れ
は
伝
聞
で
あ
っ
て
自
ら
検
べ
た
数
で
は
な

い
の
で
、
そ
の
ま
ま
信
ず
る
訳
に
は
い
か
ず
、
次
に
記
す
理
由
か
ら
も
過
大
視
さ
れ
た
数
で
あ
る
と
思
う
。
も
し
こ
の
三
百
余
人
が
実
数
に
近

い
な
ら
、
恐
ら
く
そ
の
あ
た
り
に
居
住
す
る
乞
食
や
流
民
た
ち
（
所
謂
河
原
者
）
の
被
害
者
も
そ
の
中
に
入
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
同

時
代
の
日
記
で
あ
る
「
小
右
記
」
に
は
こ
の
日
の
記
録
が
欠
け
て
い
る
の
で
比
較
参
照
し
得
な
い
）
。

藤
原
実
資
は
そ
の
一
生
を
通
じ
て
何
回
か
悲
田
院
の
住
民
に
施
物
を
し
て
い
る
が
、
「
小
右
記
」
万
寿
二
年
（
一
○
二
五
）
八
月
十
二
日
条

五
悲
田
院
の
規
模

次
に
悲
田
院
の
規
模
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
施
薬
院
の
方
は
使
、
判
官
、
主
典
、
医
師
一
人
が
配
函

が
、
こ
の
他
に
史
生
も
数
名
お
か
れ
、
一
種
の
官
司
で
あ
っ
た
か
ら
相
当
の
建
造
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
牝

（
７
）

収
容
し
、
「
預
」
以
下
か
な
り
無
責
任
な
人
々
に
委
さ
れ
て
い
た
悲
田
院
の
方
は
如
何
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

堀
立
造
り
で
あ
っ
た
が
、
悲
田
院
の
建
物
が
庶
民
の
そ
れ
よ
り
格
段
に
勝
っ
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
の
で
は
な
、

年
（
一
○
一
七
）
七
月
二
日
条
に
よ
る
と

な
わ
れ
た
と
思
う
け
れ
ど
も
、
果
し
て
何
時
ま
で
続
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
よ
り
も
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
東
西
悲
田
院
の
住
人
に

料
物
（
労
賃
）
を
与
え
て
鴨
河
原
の
悩
骸
五
千
五
百
余
を
取
り
集
め
て
火
葬
に
し
た
と
い
う
記
録
で
あ
る
（
「
続
日
本
後
紀
」
承
和
九
年
十
月
十
四

ｎ
条
）
。
こ
の
お
び
た
だ
し
い
数
の
制
継
は
洪
水
な
ど
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
死
体
の
取
片
付
け
と
い
う
こ
と
は
後
世
賎
民

の
仕
事
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
悲
田
院
の
住
民
が
賎
民
視
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
萠
芽
が
す
で
に
こ
こ
に
見
ら
れ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

に
ルキ
Md，

ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
施
薬
院
の
方
は
使
、
判
官
、
主
典
、
医
師
一
人
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
は
前
記
し
た

名
お
か
れ
、
一
種
の
官
司
で
あ
っ
た
か
ら
相
当
の
建
造
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
半
ば
賎
民
視
さ
れ
た
人
々
を

（
７
）

な
り
無
責
任
な
人
々
に
委
さ
れ
て
い
た
悲
田
院
の
方
は
如
何
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
当
時
の
一
般
庶
民
の
家
は

悲
田
院
の
建
物
が
庶
民
の
そ
れ
よ
り
格
段
に
勝
っ
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。
「
左
経
記
」
寛
仁
元

（38）



白
米
和
布
干
魚
熟
瓜
等
給
悲
田
、
先
令
問
人
数
、
三
十
余
人
令
申
、
云
々

と
あ
り
、
そ
れ
程
多
数
の
収
容
者
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
れ
は
実
資
が
自
ら
検
べ
た
、
あ
る
い
は
検
べ
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
「
左

経
記
」
に
記
さ
れ
た
人
数
よ
り
は
信
頼
が
お
け
る
。
ま
た
前
記
洪
水
の
あ
と
八
年
以
内
に
悲
田
院
が
再
建
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
国
家
財
政
の

窮
乏
し
て
い
る
時
で
も
あ
り
、
こ
れ
が
粗
末
な
建
造
物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
て
も
誤
り
は
あ
る
ま
い
。
再
建
の
折
に
規
模
が
小
さ

く
な
り
、
従
っ
て
収
容
者
が
減
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
否
定
し
得
な
い
と
は
思
う
。

更
に
長
元
四
年
（
一
○
三
一
）
八
月
二
十
八
日
条
に
は

悲
田
院
井
鴨
河
堤
病
者
窮
者
等
、
令
給
少
米
、
云
々

と
あ
り
、
悲
田
院
以
外
に
も
こ
の
あ
た
り
に
は
貧
者
病
者
が
住
ん
で
い
て
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
同
じ
よ
う
に
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る

が
、
す
で
に
官
の
綱
紀
は
ゆ
る
ゑ
、
規
定
通
り
の
給
付
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

六
悲
田
院
の
所
在
位
置

東
西
悲
田
院
は
何
処
に
あ
っ
た
か
。
一
般
に
、
悲
田
院
は
鴨
河
の
西
畔
に
あ
っ
た
が
そ
の
位
置
は
不
明
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
「
拾
芥

（
９
）

抄
」
あ
た
り
を
根
拠
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
漫
然
と
読
む
と
思
わ
ぬ
混
乱
が
起
っ
て
く
る
。

ノ

「
左
経
記
」
「
小
右
記
」
の
記
事
か
ら
も
悲
田
院
が
鴨
河
畔
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
東
西
悲
田
院
の
ど
ち
ら
を
指
す
の
で

あ
ろ
う
か
。
両
者
共
に
鴨
河
の
西
畔
に
あ
る
な
ら
ば
、
東
西
と
い
う
呼
称
は
不
適
当
で
あ
っ
て
、
南
北
、
あ
る
い
は
（
上
加
茂
社
、
下
加
茂
社
の

例
の
如
く
）
上
下
と
い
っ
た
表
現
が
用
い
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
鴨
河
は
現
在
で
こ
そ
京
都
の
市
中
を
貫
流
し
て
い
る
が
、
平
安
京
に
あ
っ
て
は

都
の
東
は
ず
れ
を
流
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
を
考
え
れ
ば
西
畔
に
あ
っ
た
の
は
東
悲
田
院
で
あ
る
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
の
河
原
は
本
貫
を
離
れ
た
流
民
や
窮
民
が
多
く
居
住
す
る
場
所
で
あ
っ
た
。
綱
紀
が
ゆ
る
桑
、
官
の
取
締
が
な
く
な
れ
ば
、
こ
れ
ら

の
人
煮
が
悲
田
院
に
住
象
こ
む
こ
と
も
自
然
の
成
行
き
で
あ
ろ
う
。
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問
題
な
の
は
西
悲
田
院
の
位
置
で
あ
る
。
藤
原
定
家
の
「
明
月
記
」
建
保
元
年
（
二
二
二
）
十
月
十
五
日
条
に
京
に
火
災
の
あ
っ
た
記
録

が
あ
り
、
こ
の
折
悲
田
院
が
類
焼
し
て
い
る
。
こ
の
日
記
の
一
節
を
「
姉
北
富
小
路
西
悲
田
院
焼
了
」
と
区
切
っ
て
西
悲
田
院
の
所
在
を
示
す

も
の
と
す
る
解
釈
が
あ
る
が
、
之
は
正
し
く
な
い
。
「
姉
北
富
小
路
西
」
（
姉
小
路
の
北
、
富
小
路
の
西
）
と
区
切
っ
て
位
置
を
表
わ
し
た
も

の
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
は
そ
の
前
の
行
経
の
家
に
か
か
る
の
で
あ
る
。
こ
の
日
の
火
事
は
四
条
坊
門
西
洞
院
の
あ
た
り
か
ら
起
り
、
次
々
に

公
家
の
邸
宅
を
焼
き
、
「
姉
小
路
北
富
小
路
西
の
行
経
の
家
を
焼
き
、
悲
田
院
を
焼
了
し
、
更
に
火
は
河
原
に
出
て
、
綾
小
路
を
東
に
進
ん
だ
」

と
あ
る
。
こ
の
日
記
は
、
こ
の
時
の
悲
田
院
が
四
条
河
原
の
近
く
に
あ
り
、
む
し
ろ
東
悲
田
院
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
共

に
、
鎌
倉
初
期
に
「
顛
倒
」
の
状
態
に
あ
っ
た
悲
田
院
（
「
法
曹
至
要
抄
」
）
が
そ
の
後
二
十
年
程
の
間
に
少
く
と
も
そ
の
一
つ
は
再
建
さ
れ
た
こ

と
を
証
明
す
る
。
わ
た
く
し
は
、
こ
の
日
記
お
よ
び
「
拾
芥
抄
」
の
記
事
か
ら
、
こ
の
当
時
は
悲
田
院
は
鴨
河
の
西
畔
の
も
の
一
箇
所
だ
け
で

あ
っ
た
と
推
定
す
る
。
こ
う
な
れ
ば
東
西
の
区
別
は
要
ら
ず
、
定
家
が
単
に
悲
田
院
と
記
し
て
い
る
の
も
う
な
づ
け
る
。

東
西
悲
田
院
を
共
に
鴨
河
の
西
畔
に
あ
っ
た
と
す
る
の
は
如
何
に
も
辻
棲
が
合
わ
ぬ
こ
と
は
、
多
く
の
先
学
が
気
付
い
た
た
め
、
西
悲
田
院

の
地
を
鴨
河
よ
り
は
る
か
に
西
方
に
比
定
し
て
、
洛
北
の
大
応
寺
（
現
存
）
の
地
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る
（
吉
田
東
伍
「
大
日
本
地
名
辞
書
」
明
治

三
十
三
年
刊
そ
の
他
）
。
こ
れ
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
藤
岡
継
平
編
「
国
史
地
名
大
辞
典
」
（
明
治
四
十
年
刊
）
を
引
用
す
れ
ば
、

悲
田
院
は
其
趾
今
山
城
国
京
都
市
上
京
区
扇
町
大
応
寺
の
地
之
な
り
と
い
ふ
。
（
中
略
）
孤
児
を
撫
育
す
る
た
め
諸
所
に
設
け
た
る
慈
善
院

に
し
て
、
僧
侶
を
し
て
院
務
を
所
管
せ
し
む
。
此
吐
は
所
謂
西
悲
田
院
に
し
て
、
東
院
は
洛
東
に
あ
り
し
と
云
へ
ど
も
今
詳
な
ら
ず
。
後
花

園
天
皇
の
火
化
所
も
此
吐
に
あ
り
と
云
ふ
。
応
仁
の
乱
安
富
又
三
郎
、
悲
田
寺
能
成
口
よ
り
山
名
の
西
陣
を
裏
ふ
と
あ
る
は
是
な
り
。

と
あ
り
、
「
大
日
本
地
名
辞
書
」
の
説
明
も
殆
ど
全
く
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
西
悲
田
院
は
最
初
か
ら
、
あ
る
い
は
中
途
か
ら
こ
の
地

に
あ
っ
た
も
の
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
。
後
花
園
天
皇
の
火
化
所
の
件
、
応
仁
の
乱
の
件
は
史
実
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
老
人
、
孤
児
を
撫
育
す
る

古
来
の
慈
善
院
で
あ
っ
た
と
は
わ
た
く
し
に
は
承
服
し
得
な
い
。
鴨
河
よ
り
は
る
か
に
西
北
に
位
置
す
る
こ
と
、
お
よ
び
「
悲
田
院
」
と
い
う

名
称
が
同
じ
で
あ
る
た
め
に
、
簡
単
に
そ
う
決
め
て
し
ま
っ
た
と
い
う
疑
い
が
強
く
、
事
実
は
平
安
初
期
か
ら
の
悲
田
院
の
系
譜
に
属
す
る
も
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の
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
こ
れ
に
就
て
は
更
に
後
記
す
る
。

七
両
悲
田
院
の
衰
退

王
朝
国
家
の
衰
退
と
共
に
両
悲
田
院
も
次
第
に
衰
え
て
、
平
安
末
期
に
は
す
で
に
消
滅
し
た
と
同
じ
状
態
に
あ
っ
た
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
鎌
倉
初
期
成
立
の
「
法
曹
至
要
抄
」
の
中
に
於
て
、
路
上
に
捨
て
ら
れ
た
病
人
、
小
児
は
施
薬
院
、
東
西
悲
田
院
に
収
容
す

べ
し
と
い
う
延
喜
左
京
式
の
条
文
を
か
か
げ
、
更
に
之
に
注
し
て

案
し
之
出
二
棄
路
頭
一
之
病
人
孤
子
。
錐
し
須
レ
拾
‐
送
施
薬
院
悲
田
院
↓
件
院
顛
倒
之
間
。
無
し
処
二
干
拾
送
一
嗽
。

と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
依
る
こ
と
が
大
き
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
併
し
な
が
ら
、
長
い
平
安
期
に
お
い
て
両
院
は
幾
度
か
老
朽
あ
る
い
は
破

損
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
改
築
や
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
は
屡
為
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
特
に
、
想
像
す
る
如
く
悲
田
院
が

堀
立
小
屋
に
類
し
た
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
、
天
災
に
よ
っ
て
「
顛
倒
」
の
状
態
に
お
ち
い
る
こ
と
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
状
態
に

（
恥
）

お
ち
い
っ
た
と
き
、
直
ち
に
新
改
築
さ
れ
れ
ば
問
題
は
な
い
が
、
末
期
王
朝
国
家
政
府
の
財
政
が
之
を
許
さ
な
か
っ
た
た
め
、
空
白
状
態
が
起

り
「
顛
倒
」
の
ま
ま
長
く
放
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
後
日
再
建
さ
れ
る
可
能
性
も
否
定
し
得
な
い
の
で
あ
っ

て
、
「
小
右
記
」
「
明
月
記
」
の
記
事
は
之
を
証
明
す
る
。
わ
た
く
し
は
、
少
く
と
も
鴨
河
の
西
畔
に
あ
っ
た
一
箇
所
、
そ
れ
は
東
悲
田
院
に
相

当
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
は
細
々
な
が
ら
そ
し
て
断
続
的
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
な
お
暫
く
は
存
続
し
た
も
の
と
考
え
る
。

「
拾
芥
抄
」
も
之
を
示
し
て
い
る
。
西
悲
田
院
に
至
っ
て
は
、
「
延
喜
式
」
そ
の
他
の
法
文
に
は
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
姿

を
記
し
た
一
片
の
文
献
も
な
く
、
何
と
な
く
幻
を
た
ず
ね
て
い
る
感
が
あ
る
。

な
お
、
鎌
倉
後
期
以
後
も
、
鴨
河
西
畔
の
そ
れ
の
他
に
悲
田
院
の
名
が
見
ら
れ
る
が
、
之
を
中
古
以
来
の
悲
田
院
と
同
一
視
す
る
こ
と
に
は

極
め
て
警
戒
を
要
す
る
。
之
に
就
て
も
更
に
後
説
す
る
。
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鎌
倉
時
代
よ
り
後
に
も
東
悲
田
院
に
関
す
る
記
録
が
全
く
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
訳
で
は
な
い
。
南
北
朝
時
代
に
な
っ
て
も
、
北
朝
康
氷
元
年

（
二
西
三
）
に
東
悲
田
院
が
建
て
ら
れ
、
次
で
北
朝
貞
和
三
年
（
一
二
西
七
）
に
東
悲
田
院
の
病
屋
が
焼
失
し
て
い
る
（
以
上
「
師
守
記
」
）
。
こ

れ
は
明
ら
か
に
慈
恵
医
療
機
関
で
あ
っ
て
、
乱
世
と
は
い
え
こ
の
頃
ま
で
は
な
お
こ
れ
に
公
け
の
力
が
関
与
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
併
し

（
ｕ
）

こ
れ
が
平
安
時
代
の
悲
田
院
の
系
譜
に
属
す
る
も
の
か
疑
い
が
あ
る
。
こ
れ
以
後
は
東
悲
田
院
に
つ
い
て
管
見
に
触
れ
る
も
の
が
な
い
。

（
翅
）

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
北
朝
貞
治
六
年
（
一
三
ハ
セ
）
医
師
但
馬
入
道
道
仙
が
京
都
東
洞
院
に
療
病
院
を
建
て
る
こ
と
、
そ
の
た
め
の
財
源

と
し
て
元
と
の
貿
易
に
よ
る
利
益
を
こ
れ
に
当
て
る
こ
と
を
建
策
し
て
お
り
、
そ
し
て
幕
府
も
乗
気
で
そ
の
貿
易
船
を
造
る
た
め
に
棟
別
銭
を

賦
課
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
（
「
師
守
記
」
貞
治
六
年
四
月
二
十
一
日
条
、
五
月
土
ハ
日
条
、
同
二
十
四
日
条
）
。
こ
の
結
末
は
不
明
で
あ
る
が
、
当

開
元
二
十
二
年
断
二
京
城
乞
児
「
官
置
二
病
坊
一
給
二
廩
食
一
亦
為
二
悲
田
院
一
或
日
二
養
病
院
一
記
し
之
為
二
其
所
彦
始
云
為

と
あ
り
、
明
ら
か
に
賎
民
を
養
な
う
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
開
元
二
十
二
年
は
西
紀
七
三
四
年
に
当
り
、
こ
の
文
章
だ
け
で
は
日
本
の
悲
田
院

の
創
建
の
方
が
早
い
よ
う
に
見
え
る
。
が
、
唐
に
は
実
際
は
こ
れ
よ
り
前
か
ら
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
い
う
事
情
で
あ
っ
て
象
れ

ぱ
、
わ
が
国
の
悲
田
院
の
住
民
も
最
初
か
ら
賤
民
化
す
べ
き
運
命
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
承
和
九
年
の
燭
霞
取
片
付
け
の
件
も
怪
し
む
に

足
り
な
い
。

よ
る
と
、

鴨
河
の
西
畔
に
残
っ
た
悲
田
院
は
（
そ
れ
は
以
前
の
東
悲
田
院
の
跡
を
つ
ぐ
も
の
で
あ
る
が
）
、
官
の
監
督
が
ゆ
る
む
に
従
っ
て
次
第
に
乞
食
、
窮

民
、
流
民
の
住
居
と
な
っ
て
い
っ
た
。
河
原
の
人
あ
る
い
は
河
原
者
の
名
の
示
す
通
り
、
《
こ
の
地
は
か
か
る
人
々
の
居
住
地
で
あ
っ
た
が
、
そ

こ
に
存
在
す
る
悲
田
院
は
官
の
禁
制
さ
え
な
け
れ
ば
彼
ら
の
格
好
の
す
ま
い
と
な
る
べ
き
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
も
そ
も
悲
田
院
は
決

し
て
わ
が
国
の
創
案
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
他
の
諸
制
度
と
同
じ
く
唐
の
模
倣
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
宋
の
高
丞
亟
撰
「
事
物
起
原
」
に

八
東
悲
田
院
の
終
焉
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時
中
国
は
元
末
の
大
乱
で
あ
り
、
翌
年
に
は
元
は
滅
亡
し
て
い
る
か
ら
、
恐
ら
く
貿
易
船
も
沙
汰
や
み
と
な
り
、
従
っ
て
療
病
院
も
実
現
し
な

（
咽
）

か
つ
た
も
の
と
考
え
る
。
併
し
新
し
く
療
病
院
を
設
け
る
と
い
う
立
案
自
体
が
、
従
来
の
悲
田
院
と
い
っ
た
方
式
を
放
棄
す
る
こ
と
を
示
す
の

両
朝
合
体
後
の
室
町
時
代
も
相
変
ら
ず
争
乱
で
明
け
暮
れ
し
た
。
下
克
上
の
時
代
で
あ
り
、
土
一
撲
や
戦
乱
は
各
地
に
絶
え
る
こ
と
が
な

（
Ｍ
）

く
、
合
体
後
八
十
年
と
経
た
ぬ
う
ち
に
応
仁
の
大
乱
が
起
り
、
次
で
全
く
戦
国
の
世
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
鴨
河
西
畔
の
悲
田

院
は
そ
の
後
は
再
び
建
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
建
物
の
遣
り
あ
る
い
は
趾
は
賎
民
の
占
居
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
遂
に
は
一
つ
の
部
落

（
鴫
）

と
な
っ
た
も
の
と
想
わ
れ
る
。
そ
し
て
悲
田
院
の
名
は
賎
民
部
落
の
名
称
と
し
て
江
戸
時
代
を
通
じ
て
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
な
れ
ば
、

勿
論
古
来
の
悲
田
院
と
は
全
く
無
関
係
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
一
つ
の
部
落
に
な
れ
ば
、
そ
こ
に
自
治
組
織
が
生
じ
、
そ
こ
に
頭
あ
る
い
は
長
の
如
き
者
も
出
来
る
の
も
当
然
の
成
行
で
あ

る
。
そ
の
後
こ
の
部
落
は
集
団
移
住
さ
せ
ら
れ
、
多
少
の
曲
折
を
経
て
、
鴨
河
の
東
、
白
河
橋
の
ほ
と
り
に
新
た
な
村
を
つ
く
っ
た
。
こ
れ
が

何
時
の
こ
と
か
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
長
い
間
の
戦
乱
も
お
さ
ま
り
、
応
仁
以
来
荒
廃
し
た
京
の
街
も
次
第
に
復
興
の
萌
を
見
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
。
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
豊
臣
秀
吉
が
天
正
の
町
割
り
と
呼
ば
れ
る
都
市
整
備
事
業
を
行
っ
て
か
ら
後
の
こ
と
で

で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
雌
）

儒
医
黒
川
玄
達
の
「
雍
州
府
志
」
は
京
都
の
地
誌
の
中
で
最
も
す
ぐ
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
悲
田
寺
と
呼
ば
れ
て
い
て
、

左
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
（
巻
八
古
蹟
門
上
）
。

悲
田
寺
古
在
二
京
都
一
今
在
二
東
三
条
一
古
施
薬
院
為
し
救
二
大
人
之
病
悩
一
而
設
し
之
悲
田
院
為
二
小
児
薬
局
一
施
薬
院
悲
田
院
始
不
レ

詳
レ
在
二
何
処
一
凡
小
児
有
し
病
於
二
悲
田
院
一
而
療
二
養
之
一
其
後
至
二
乞
児
有
し
病
者
寓
諺
妓
薬
餌
之
事
無
し
幾
而
絶
為
二
大
人
小
児
乞
弓
之

寓
居
一
今
専
乞
人
之
長
居
し
之
惣
謂
二
与
次
郎
一
（
後
略
）

こ
の
後
に
住
民
の
生
業
や
生
活
状
態
な
ど
詳
し
く
記
し
て
あ
り
、
む
し
ろ
そ
の
部
分
に
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
小
論
に
と
っ
て
今
は

は
な
い
か
と
思
う
。
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こ
の
よ
う
に
悲
田
院
の
名
は
幕
末
ま
で
残
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
稜
多
村
の
名
と
し
て
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
恐
ら
く
室
町
時
代
の
初
め
に
有
名
無
実
と
な
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

九
西
悲
田
院
の
終
焉

西
悲
田
院
の
終
焉
に
つ
い
て
は
一
層
不
明
で
あ
る
。
現
在
一
般
に
大
応
寺
の
地
に
西
悲
田
院
が
あ
っ
た
と
注
釈
さ
れ
て
い
る
。
室
町
時
代
に

写真1

関
係
が
な
く
、
且
長
文
な
の
で
省
略
す

る
。
ま
た

東
三
条
南
有
二
天
部
村
一
此
処
与
二

悲
田
寺
一
為
二
一
双
。
云
々

と
あ
っ
て
悲
田
院
の
南
に
あ
る
ア
マ
ベ

の
械
多
村
と
が
一
組
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
所
持
の
天

保
五
年
開
版
、
文
久
三
年
三
刻
の
京
絵

図
（
版
元
竹
原
好
兵
衛
）
に
は
こ
の
両

者
と
も
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
江
戸
時

代
を
通
じ
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確

実
で
あ
る
。
い
ま
そ
の
位
置
の
大
体
を

示
す
た
め
に
こ
の
絵
図
の
一
部
分
を
縮

写
し
て
掲
げ
る
。

古
く
か
ら
の
慈
恵
厚
生
機
関
と
し
て
の
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い
。
鎌
倉
末
期
卸

れ
ぱ
な
ら
な
い
。

第
七
の
調
書
に

文
献
上
最
初
の
も
の
は
「
徒
然
草
」
第
百
四
十
一
段
に
現
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
よ
り
さ
き
に
．
遍
聖
絵
」
の
詞
害
の
あ
る
の
を

見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
「
徒
然
草
」
が
執
筆
さ
れ
た
の
は
鎌
倉
幕
府
滅
亡
直
前
の
元
徳
二
年
（
三
一
三
○
）
か
ら
元
弘
元
年
（
二
三
三
）
に

か
け
て
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
．
遍
聖
絵
」
（
歓
喜
光
寺
本
）
は
、
一
遍
と
同
じ
く
伊
予
の
河
野
氏
の
出
身
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
忠
実
な
弟

子
と
し
て
遊
行
を
共
に
し
た
聖
戒
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
、
一
遍
残
後
十
年
の
正
安
元
年
（
一
二
九
九
）
に
完
成
し
た
。
．
遍
聖
絵
」

又
三
条
悲
田
院
に
一
日
一
夜
、
蓮
光
院
に
一
時
お
は
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
彼
寺
の
長
老
の
召
請
の
ゆ
へ
に
ぞ
侍
り
け
る
。

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
弘
安
八
年
（
一
二
八
四
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
悲
田
院
は
明
ら
か
に
寺
院
で
あ
り
、
そ
れ
が
三
条
に
あ
っ
た
こ

と
が
判
る
。
絵
巻
の
完
成
し
た
一
二
九
九
年
に
こ
の
寺
が
実
存
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

次
に
、
「
徒
然
草
」
百
四
十
一
段
に
よ
る
と
、
悲
田
院
堯
蓮
上
人
は
俗
姓
三
浦
某
と
い
う
坂
東
の
武
士
で
あ
り
、
言
葉
も
な
ま
り
が
あ
っ
て

あ
ら
あ
ら
し
か
っ
た
が
、
心
に
優
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
あ
ま
た
僧
侶
の
あ
る
中
で
、
「
寺
を
も
住
持
」
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
、
と
い
う
。
こ
の
文
で
判
断
し
て
も
悲
田
院
は
立
派
な
寺
で
あ
る
。
絵
巻
の
完
成
よ
り
三
十
年
ほ
ど
経
っ
た
ば
か
り
の
文
章
で
あ
り
、
両

者
に
現
わ
れ
る
悲
田
院
を
同
一
の
寺
で
あ
る
と
判
断
し
て
も
恐
ら
く
誤
り
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
悲
田
院
は
そ
の
寺
名
か
ら
考
え
て
多
少
の
悲
田

事
業
に
携
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
老
人
、
孤
児
の
収
容
を
専
門
と
す
る
平
安
以
来
の
慈
恵
厚
生
機
関
と
同
一
視
す
べ
き
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な

、
○

こ
の
地
に
悲
田
院
と
呼
ば
れ
る
寺
院
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
慈
恵
厚
生
施
設
で
あ
る
西
悲
田
院
が
存
在
し
た
こ
と
は
甚
だ
疑
わ
し

い
。
鎌
倉
末
期
以
後
に
現
わ
れ
る
悲
田
院
の
名
称
と
古
来
の
そ
れ
と
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
大
い
に
警
戒
を
要
し
、
そ
の
実
体
を
検
討
し
な
け

南
北
朝
時
代
に
な
る
と
北
朝
永
徳
元
年
（
一
三
八
己
僧
無
己
元
聖
が
悲
田
院
を
建
て
、
僧
義
同
周
信
が
そ
の
棟
牌
の
銘
を
書
い
て
い
る
（
「
空

華
日
用
工
夫
略
集
」
）
。
無
己
元
聖
に
つ
い
て
は
全
く
知
ら
な
い
が
、
義
同
周
信
は
南
禅
寺
住
持
と
な
っ
た
ほ
ど
の
臨
済
宗
の
地
位
高
い
僧
で
、

1
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と
記
さ
れ
て
い
る
。
泉
湧
寺
は
鎌
倉
中
期
以
来
皇
室
の
尊
崇
厚
く
、
四
条
天
皇
以
後
代
☆
の
天
皇
の
廟
所
が
あ
る
名
刹
で
あ
る
。
応
仁
の
乱
の

五
山
文
学
の
代
表
者
の
一
人
で
あ
り
、
ま
た
将
軍
義
満
の
顧
問
で
も
あ
っ
て
、
「
空
華
日
用
工
夫
略
集
」
は
そ
の
日
記
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
の

僧
が
棟
牌
の
銘
を
書
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
染
れ
ば
、
格
式
あ
る
堂
々
た
る
寺
院
で
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
、
預
以
下

の
人
之
に
委
せ
ら
れ
て
い
た
悲
田
院
に
類
し
た
も
の
で
あ
る
筈
は
な
い
。

更
に
な
お
次
の
よ
う
な
忌
わ
し
い
事
件
に
悲
田
院
が
関
係
し
た
事
実
が
あ
る
。
室
町
時
代
は
臨
済
宗
の
最
盛
時
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
単
に
宗

教
と
し
て
ば
か
り
で
は
な
く
、
俗
世
間
的
な
権
勢
に
関
し
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
臨
済
宗
を
代
表
す
る
京
お
よ
び
鎌
倉
の
五
山
は
い
わ
ば
官
寺

の
如
く
幕
府
の
手
厚
い
保
護
を
受
け
、
多
く
の
荘
園
を
有
し
富
を
貯
わ
え
、
旧
仏
教
の
寺
院
特
に
比
叡
山
と
の
勢
力
争
い
は
激
し
か
っ
た
。
他

方
五
山
か
ら
の
献
金
は
幕
府
に
と
っ
て
有
力
な
財
源
で
あ
っ
た
。
五
山
の
経
理
に
あ
た
る
僧
侶
（
東
班
衆
）
の
中
に
は
個
人
と
し
て
も
富
裕
で

（
Ⅳ
）

あ
っ
て
高
利
貸
を
営
ん
だ
者
さ
え
い
た
。
五
山
と
叡
山
の
争
い
は
永
く
続
き
、
と
き
に
は
殺
傷
沙
汰
に
も
及
ん
だ
が
、
幕
府
は
大
体
一
貫
し
て

五
山
の
肩
を
持
ち
、
遂
に
足
利
義
教
は
積
極
的
に
叡
山
の
弾
圧
に
乗
出
し
た
。
永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
幕
府
は
山
門
使
節
の
天
台
僧
を
召
喚

し
た
が
、
彼
ら
は
身
の
危
険
を
感
じ
て
山
を
降
り
な
か
っ
た
。
管
領
細
川
持
之
が
安
全
を
保
証
す
る
誓
紙
を
入
れ
る
に
及
ん
で
漸
く
四
人
の
者

（
鴫
）

が
出
頭
し
た
と
こ
ろ
、
直
ち
に
召
捕
ら
れ
て
悲
田
院
に
送
ら
れ
、
そ
こ
で
首
を
刎
ね
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
で
は
恰
か
も
刑
場
の
如
き
観
が

あ
り
、
慈
悲
忍
辱
を
旨
と
す
る
仏
教
の
寺
院
と
し
て
余
り
に
ひ
ど
い
話
で
あ
る
。
恐
ら
く
悲
田
院
に
一
時
抑
留
し
、
次
い
で
刑
場
に
引
出
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
悲
田
院
は
五
十
年
余
り
経
っ
て
い
る
が
無
己
元
聖
の
建
立
し
た
そ
れ
と
恐
ら
く
同
じ
も
の
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

何
れ
に
せ
よ
、
老
人
、
孤
児
を
収
容
す
る
慈
恵
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
は
到
底
浮
か
ば
な
い
。

「
雍
州
府
志
」
に
は
前
期
悲
田
寺
と
は
別
に
巻
四
寺
院
門
に
於
て

悲
田
院
古
在
二
京
北
大
応
寺
之
地
一
方
近
二
三
町
一
泉
湧
之
末
寺
而
有
二
寺
産
五
十
石
↓
応
仁
年
中
兵
乱
之
時
後
花
園
院
在
二
源
義
政
公
室

町
花
御
所
一
崩
。
此
時
東
山
泉
湧
寺
為
二
兵
火
一
焼
故
窃
奉
レ
葬
二
此
院
至
干
し
今
竹
林
中
有
し
陵
而
後
移
二
悲
田
院
於
泉
遊
寺
中
一
今
天
神
辻
子

天
神
社
古
悲
田
院
境
内
則
為
二
鎮
守
壬
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折
に
後
花
園
天
皇
が
崩
じ
た
た
め
や
む
な
く
悲
田
院
で
茶
砒
に
付
し
て
葬
っ
た
が
、
後
に
こ
の
寺
を
泉
湧
寺
に
移
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
黒

川
玄
達
は
之
を
純
粋
の
寺
院
と
し
て
取
扱
い
、
古
え
の
西
悲
田
院
と
の
関
係
に
は
毫
も
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
流
石
に
一
見
識
と
言
っ
て

問
題
は
更
に
残
る
。
鎌
倉
末
期
以
後
の
悲
田
院
は
古
え
の
西
悲
田
院
が
慈
恵
厚
生
事
業
を
放
棄
し
て
新
に
寺
院
と
な
っ
た
も
の
か
、
そ
れ
と

も
西
悲
田
院
は
全
く
廃
絶
し
て
、
こ
の
寺
は
名
称
こ
そ
同
じ
で
あ
る
が
、
別
箇
に
寺
院
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
区
別
で
あ

る
。
「
大
日
本
地
名
辞
書
」
以
来
現
在
の
諸
注
釈
は
前
説
を
採
っ
て
い
る
が
、
わ
た
く
し
は
後
説
を
採
り
た
い
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
西
悲
田

院
は
何
時
か
（
多
分
鎌
倉
時
代
ま
で
に
）
廃
絶
し
（
悲
田
院
と
し
て
残
っ
た
の
は
鴨
河
西
畔
の
も
の
の
承
と
な
り
）
、
．
遍
聖
絵
」
以
降
に
現
わ
れ
る

（
卿
）

悲
田
院
は
こ
れ
と
は
無
縁
の
寺
院
と
考
え
る
。
「
山
州
名
跡
志
」
は
古
え
の
悲
田
院
が
後
世
に
な
っ
て
寺
と
な
り
同
じ
く
悲
田
院
と
称
し
た
と

い
う
説
は
甚
だ
し
い
誤
り
で
、
同
名
で
あ
る
が
別
の
も
の
で
あ
る
と
説
き
、
そ
し
て
更
に
、
洛
北
に
あ
っ
た
悲
田
院
は
衰
亡
し
て
し
ま
っ
た

が
、
仙
湧
寺
賢
秀
律
師
の
弟
子
如
同
律
師
（
正
保
四
年
’
一
六
四
七
ｌ
遷
化
）
が
仙
湧
寺
内
に
再
興
し
た
と
記
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
こ
れ
は

ｒ
手
か
プ
つ
』
ク
。

江
戸
時
代
初
期
の
こ
と
で
あ
る
。

今
泉
定
介
編
「
故
実
叢
書
」
第
六
に
木
版
刷
の
「
中
昔
京
都
地
図
」
と
い
う
の
が
含
ま
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
「
従
応
仁
丁
亥
（
一
四
六
七
）

至
天
正
一
統
（
一
五
九
○
）
一
百
二
十
年
間
」
の
有
様
を
示
す
も
の
と
記
入
さ
れ
て
い
る
。
あ
の
乱
世
の
世
に
百
年
以
上
も
街
の
様
子
が
変
ら

ぬ
筈
も
な
く
、
こ
の
間
の
如
何
な
る
頃
を
示
し
た
も
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
あ
る
い
は
そ
の
間
の
い
く
つ
か
の
時
点
の
も
の
を
重
ね
合
せ
た

も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
地
図
を
見
る
と
鴨
河
の
西
畔
に
な
お
悲
田
院
が
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
だ
東
三
条
の
地
に
移
さ
れ
て
い
な
い
。

ず
っ
と
北
に
、
高
屋
川
が
加
茂
川
に
合
流
す
る
場
所
よ
り
や
や
川
上
に
於
て
高
屋
川
東
畔
に
「
稔
多
村
」
が
あ
り
、
ヨ
タ
コ
コ
ニ
初
」
と
注

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
稜
多
部
落
は
前
述
し
た
幕
末
の
京
絵
図
に
も
記
さ
れ
て
い
て
、
京
都
に
お
け
る
最
古
の
微
多
部
落
が
幕
末
ま
で
続
い
た
こ

と
が
判
る
。
そ
し
て
こ
れ
よ
り
後
に
悲
田
院
村
が
で
き
た
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
は
る
か
西
北
の
地
に
「
悲
田
院
地
」
と
い
う
記
入
が
あ
り
、

こ
れ
は
大
応
寺
の
地
に
あ
っ
た
悲
田
院
が
衰
亡
し
た
趾
を
表
わ
す
。
悲
田
院
お
よ
び
こ
れ
に
関
連
し
た
こ
と
に
就
て
は
こ
の
地
図
は
天
正
末
年
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十
む
す
び

平
安
時
代
の
施
薬
院
お
よ
び
悲
田
院
の
経
費
は
諸
国
の
雑
稲
に
よ
っ
て
支
弁
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
王
朝
国
家
政
府
の
衰
退
、
綱
紀

の
弛
緩
と
共
に
そ
の
運
営
が
困
難
に
な
り
、
給
付
は
不
充
分
と
な
っ
た
。
か
く
し
て
悲
田
院
の
住
民
は
次
第
に
賤
民
化
し
、
周
囲
の
河
原
の
人

と
呼
ば
れ
る
賤
民
た
ち
と
同
一
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

東
西
悲
田
院
の
う
ち
一
つ
は
鴨
河
原
に
あ
っ
た
こ
と
は
古
く
か
ら
の
文
献
の
証
明
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
東
悲
田
院
で
あ
る
。
西

悲
田
院
に
至
っ
て
は
そ
の
位
置
も
具
体
的
な
事
実
も
全
く
不
明
で
、
幻
の
も
の
の
如
き
感
が
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
初
期
に
は
東
西
両
院
共
に

「
顧
倒
」
の
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
ま
た
再
建
さ
れ
た
が
、
こ
の
折
に
鴨
河
西
畔
の
も
の
の
み
と
な
っ
た
。
以
後
細
々
な
が
ら
経
営
さ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
室
町
時
代
に
な
る
と
そ
の
機
能
は
全
く
廃
滅
し
、
遂
に
賎
民
部
落
と
な
り
、
更
に
こ
の
部
落
は
洛
外
の
東
三
条
白
河
橋

の
近
く
に
移
さ
れ
、
以
後
悲
田
院
は
そ
の
稜
多
部
落
の
名
と
し
て
江
戸
末
期
ま
で
存
続
し
た
。

東
西
悲
田
院
と
い
う
名
称
か
ら
、
鴨
河
西
畔
と
は
別
に
、
こ
れ
よ
り
ず
つ
と
西
の
地
に
西
悲
田
院
の
所
在
位
置
を
も
と
め
よ
う
と
し
て
、
上

京
区
扇
町
の
大
応
寺
に
あ
っ
た
悲
田
院
が
そ
れ
で
あ
る
と
す
る
説
が
現
在
ま
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
中
世
に
こ
の
地
に
悲
田
院
が
あ
っ
た
こ
と

は
史
実
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
古
来
の
悲
田
院
の
系
譜
に
属
す
も
の
で
は
な
く
、
後
に
な
っ
て
建
て
ら
れ
た
寺
院
で
あ
る
。
名
称
は
同
じ
で
も
全

く
異
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
意
味
で
の
悲
田
院
は
こ
の
他
に
史
上
に
散
見
す
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
旧
く
か
ら
の
悲
田
院
と
そ
の
事
業
は
全
く
滅
亡
し
、
そ
の
後
公
け
の
力
に
よ
っ
て
規
模
を
整
え
た
慈
恵
医
療
施
設
は
江
戸

中
期
の
小
石
川
養
生
所
の
建
設
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

の
有
様
を
示
す
も
の
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

(1)

注
「
京
雀
」
（
浅
井
了
意
著
、
寛
文
五
年
’
一
六
六
五
年
刊
）
に
は
「
む
ろ
町
の
西
唐
は
し
の
南
に
あ
り
け
る
を
、
今
は
一
条
通
さ
が
る
烏
丸
に
あ
り
な
が
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⑩
律
令
国
家
に
お
い
て
は
「
量
入
制
出
」
と
い
わ
れ
、
主
計
寮
な
ど
が
こ
う
い
う
仕
事
に
当
っ
た
。
律
令
制
度
が
弛
緩
し
た
王
朝
国
家
の
中
期
と
な
っ
て

(7)（6） (5) (4) (3) (2)(9) (8)

天
長
九
年
（
八
三
二
）
武
蔵
国
に
於
て
行
旅
の
病
人
飢
者
の
た
め
悲
田
処
を
設
け
た
こ
と
が
「
続
日
本
後
紀
」
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
悲
田
料
は
こ

の
た
め
で
な
い
と
は
保
し
難
い
。
後
考
を
待
つ
。

「
広
文
庫
」
第
十
六
冊
八
八
九
頁
よ
り
転
載
し
た
。

「
政
事
要
略
」
巻
七
十
糺
弾
雑
事
に
は
施
薬
院
か
ら
左
の
如
き
奏
状
の
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
実
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

院
井
東
西
悲
田
三
所
収
ニ
ー
養
病
者
孤
子
↓
其
数
不
し
少
。
病
者
差
二
‐
宛
預
及
雑
使
等
争
令
二
労
治
↓
孤
子
亦
差
二
‐
宛
預
及
雑
使
乳
母
養
母
等
↓
令
二

視
養
至
院
司
常
加
二
巡
検
圭
然
預
以
下
人
等
未
二
必
其
人
零
厘
加
二
勧
戒
一
猶
多
二
僻
怠
↓
恐
徒
費
二
衣
食
一
存
活
者
寡
。
望
請
。
令
下
二
看
督
近
衛
等
一
毎

旬
分
番
巡
中
ｌ
検
三
所
上
。
察
二
其
多
少
一
問
二
其
安
否
↓
預
以
下
之
人
。
若
有
二
闘
怠
聿
重
令
二
勘
当
雪
云
を

な
お
こ
の
文
か
ら
施
薬
院
附
属
の
収
容
所
が
恐
ら
く
院
か
ら
多
少
離
れ
た
所
に
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
想
像
さ
れ
る
。

「
続
日
本
後
紀
」
承
和
十
二
年
（
八
四
五
）
十
一
月
条
に
鴨
河
悲
田
院
で
成
育
し
た
孤
児
十
八
名
に
新
生
連
と
い
う
姓
を
与
え
、
左
京
九
条
三
坊
を
本

貫
と
し
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
又
院
預
僧
賢
義
の
名
が
見
え
る
。

「
拾
芥
抄
」
は
洞
院
家
の
人
々
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
鎌
倉
中
期
の
有
職
書
。
そ
の
中
巻
に

ら
、
無
縁
の
者
に
薬
を
施
す
こ
と
を
き
か
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

文
珠
会
は
文
珠
講
と
も
言
い
、
文
珠
菩
薩
を
本
尊
と
し
て
行
な
う
法
会
。
貧
窮
の
救
済
を
祈
っ
た
も
の
で
、
毎
年
七
月
八
日
諸
国
で
行
な
う
．
初
め
は

私
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
が
、
天
長
五
年
（
八
二
八
）
に
制
度
化
さ
れ
た
。
諸
国
で
は
こ
れ
に
要
し
た
費
用
を
記
し
た
「
文
珠
会
帳
」
を
つ
く
り
、
正

え
だ
ぷ
承

税
帳
に
付
属
す
る
枝
文
と
し
て
中
央
政
府
に
提
出
し
た
。

救
急
料
稲
は
貧
民
救
済
や
勧
農
の
た
め
の
も
の
で
、
疾
病
救
済
の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
「
延
喜
交
替
式
」
に
よ
る
と

凡
救
急
料
稲
、
国
司
出
挙
、
毎
年
以
二
其
息
利
『
衿
二
乏
絶
一
助
二
農
桑
《
但
挙
任
二
民
情
一
莫
二
必
満
彦
数
、
錐
し
宛
二
借
貸
『
不
し
責
二
息
利
垂

「
拾
芥
抄
」
は

悲
田
院
｛

と
あ
る
が
、
》

を
裏
付
け
る
。

凡
救
急
料
稲
、
国
「

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

幸
一
、
。

ナ
ハ
ー
ｖ

こ
れ
ら
の
詳
細
は
村
井
康
彦
「
古
代
国
家
解
体
課
程
の
研
究
」
（
岩
波
書
店
昭
和
四
一
年
）
第
三
章
「
平
安
中
期
の
官
衙
財
政
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ

そ
の
成
立
年
代
か
ら
考
え
て
も
平
安
時
代
の
実
状
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

在
一
一
鴨
川
西
畔
一

一
云
為

こ
の
記
事
は
悲
田
院
は
す
で
に
一
箇
所
よ
り
な
か
っ
た
こ
と
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⑲⑱⑰⑯ ⑮ ⑭⑬ ⑫ ⑪

貞
亭
元
年
（
一
六
八
四
）
の
政
文
が
あ
る
。
現
在
「
続
々
群
害
類
従
」
第
八
地
理
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
実
状
に
つ
い
て
は
今
谷
明
「
戦
国
期
の
室
町
幕
府
」
（
角
川
書
店
昭
和
五
○
年
）
を
見
ら
れ
た
い

「
満
漂
准
后
日
記
」
お
よ
び
「
看
聞
御
記
」
に
夫
々
同
様
の
記
事
が
あ
る
。

僧
白
慧
著
．
正
徳
元
年
（
一
七
二
）
の
政
が
あ
る
。

遊
学
す
る
者
が
多
く
、
一

は
確
か
で
あ
る
が
、
。

味
わ
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

但
馬
道
仙
が
医
師
と
し
て
如
何
な
る
人
物
で
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
。
貞
治
六
年
四
月
両
朝
合
体
の
予
備
交
渉
に
南
朝
か
ら
葉
室
中
納
言
光
資
が
上
洛

し
た
折
に
五
条
東
洞
院
の
道
仙
の
家
に
宿
泊
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
両
朝
の
政
界
に
多
少
の
発
言
力
の
あ
っ
た
人
物
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
建
策
の
一
つ
の
理
由
は
前
年
に
京
都
に
疫
病
の
流
行
し
た
こ
と
に
も
あ
ろ
う
。

次
の
王
朝
で
あ
る
明
と
の
通
商
は
応
永
五
年
（
一
三
九
八
）
に
初
め
て
行
な
わ
れ
た
（
瑞
渓
周
鳳
「
善
隣
国
宝
記
」
文
明
二
年
’
一
四
七
○
）
。

室
町
時
代
は
暗
黒
時
代
で
あ
っ
て
、
文
化
は
僅
か
に
五
山
文
学
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
之
が
誤
り
の
こ
と
は
既

に
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
例
え
ば
、
辻
善
之
助
「
日
本
文
化
史
」
第
四
巻
）
。
実
際
は
他
方
に
お
い
て
新
し
く
庶
民
文
化
の
生
れ
よ
う
と

す
る
胎
動
の
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
教
育
に
就
て
も
、
関
東
の
足
利
学
校
の
如
き
は
当
時
日
本
一
の
学
園
で
あ
っ
て
全
国
か
ら

遊
学
す
る
者
が
多
く
、
フ
ラ
ソ
シ
ス
『
｝
・
ザ
ビ
エ
ル
の
書
簡
に
よ
っ
て
海
外
に
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
。
一
般
の
風
潮
が
現
実
的
利
己
的
で
あ
っ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
が
、
「
下
克
上
」
と
い
う
語
を
「
大
言
海
」
は
「
で
も
く
ら
し
い
の
こ
と
な
る
べ
し
」
と
説
明
し
て
い
る
こ
と
は
、
碩
学
の
言
と
し
て

山
岡
俊
明
「
類
聚
存

に
せ
ず
」
と
あ
る
。

か
ら
は
、
国
家
財
政
と
い
う
も
の
が
そ
も
そ
も
存
在
し
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
官
人
へ
の
国
家
か
ら
の
給
付
は
す
で
に
有
名
無
実
で
あ
り
、
極
め

て
少
数
の
貴
族
は
荘
園
か
ら
の
収
入
に
よ
っ
て
な
お
豪
著
を
競
い
、
中
下
級
官
人
に
至
っ
て
は
貴
族
に
追
従
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
僅
か
に
そ
の
生
活
を

支
え
た
。
し
て
染
る
と
、
悲
田
院
な
ど
は
誰
が
再
建
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

東
悲
田
院
の
建
立
の
記
事
は
「
今
日
於
東
悲
田
院
立
柱
也
」
と
あ
り
、
工
事
担
当
者
に
種
左
の
禄
物
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ
を
外
記
が
わ
ざ
わ
ざ
日
記

に
記
し
て
い
る
こ
と
が
何
と
な
く
立
派
す
ぎ
て
、
格
式
あ
る
寺
院
の
建
立
の
よ
う
な
感
が
あ
る
。
ま
た
焼
失
の
項
に
は
「
今
夕
悲
田
院
病
屋
焼
亡
」
と

あ
っ
て
悲
田
院
が
焼
け
た
と
は
記
し
て
い
な
い
。
東
悲
田
院
は
立
派
な
寺
院
で
あ
っ
て
、
そ
の
名
の
示
す
悲
田
事
業
を
行
な
う
た
め
に
病
屋
が
附
属
し

て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

「
類
聚
名
物
考
」
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
刊
に
「
案
に
京
都
の
俗
言
に
乞
食
の
村
を
ひ
で
ん
ゐ
ん
と
云
ふ
、
そ
の
故
何
の
寄
る
事
を
詳
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TheHistoryandtheEndofthe$6Hiden-in''
-somequestionsaboutthem-

bv
〃

SachiwoKUME

Boththe"Seyaku-in"(theinstitutionibrgivingmedicinestopatients)andthe"Hiden-i'1''(theasylumibl、theaged

andtheorphans)whichwereestablishedinthe"Ko血kUji"templeinNarainthe8thcentruywcreremovedtothenew

capitalafterthetransibrofthecapitaltoKy6to.ThesephilanthropicenterprisesweremanagedprivatelybytheFUjiwara

familyatfirst,butafiertheremovaltoKy6tothegovernmentundertooktheiroperation.Justatthattimethe$$Hidenin"

wasdividedintotwoinstitutions,namelythe"Higashi(east)-Hiden-in"andthe"Nishi(west)-Hiden-iI,".Concerningthe

Iocationofthe6GHiden-in''s,itiscertainthattheeastonewassituatedonthewestsideoftheRiverKamo,butaslbr

thewestoneitisunknownwhereitwas.Theexpensesibl・thesecharitieswereperhapsmaintainedoutoftaxescalled

“Zatt6”，

DuringthelongHeianeraofiburcenturiesbothofthe@CHiden-in''sweredestroyedsevel､altimesinconsequenceof

ageorobsolescenceorbyunavoidablecalamities,andhadtobereconstructcdeachtime.Whenthegovernmentwasin

fmancialdiHiculty,thereconstructionwasofcoursepostponcd.InthelastpartoftheHeiancrathefinancialcondition

wasnotalwaysgood,andinfactintheearlyyearsoftheKamakuraeraitwasknownthatalltheseinstitutionshadbeen

destroyedanddidnotexistinthecapitaLInseveralyeal･slhereconstructionwasaccomplishedagain,butalierthistime

the"Hiden-in''swerereducedinscale,andithasbcenestablishedbysomeliteratures(ibrexample,the"ShngaishO'')tllat

ailerthatonlyoneofthemremainedonthewestsideoftheRiverKamo.Considerediromthisfact,perhapsthe(6Hiden-

in''intheKamakuracrawasconstructedintheplaceoftheold;<Higashi-Hiden-in''.

（
『
ぬ
）



Thenameoftheother<GHiden-in''wasfbundintheliteraturesoftheCcMuromachi''era.Inthisaccountitwas

attemptedbysomeauthorstoidentifythis"Hiden-in''intheseliteraturesasbeingdifIbrentli･omthccharityasylumfbrthe

agedandtheorphans・Intruthitwaso''lyapuretemple,

AsthecorruptionoftheofEcialdisciplineandthedi田CultyofthegovernmentalfInancesadvancedafterthe

Nambokuch6era,the(CHiden-in''haslostitsoriginalfilnction,anditisassumedthatintheearlyperiodoftheMuromachi

eratheC6Hiden-in''hadcompletelychangeditscharacter.Fromancienttimesmanypoorpeoplehadsettleddownonthe

riversideoftheKamoandweredespisedbythepublicatlargeunderthe''ameof"Kawaramono''(thepcoplelivingon

thedryriverbed).Nowthesepeoplehadoccupiedthe"Hiden-in"astheirdwellingandfinallyavillageofpoorand

meanpeoplehadbeenfbrmedthere.Abouttheendofthel6thcenturytheywerelbrciblytransfbrredtoanothervillagein

aeastsuburbofKyOto・Thisnewvillagewasalsocalled"Hiden-in"andregardedasan"Eta-mura"(avillageofthe

outcast).ThepoorvillagershadtobetreatedwithdiscriminationtilltheendoftheEdoera.

（
ふ
い
）



資

料

江
戸
西
部
を
中
心
と
し
た
医
家
三
五
七
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
青
山
、

市
谷
、
四
谷
、
牛
込
、
赤
阪
、
麻
布
、
番
町
、
内
藤
新
宿
、
麹
町
、
西
久
保
、

芝
、
霞
関
、
半
蔵
門
等
で
あ
る
。
江
戸
を
離
れ
た
武
州
川
越
、
武
州
八
王

寺
、
武
州
埼
玉
郡
、
上
州
箕
輪
、
下
総
八
日
市
場
、
信
州
上
田
、
芸
州
広
島

な
ど
が
散
見
す
る
の
は
理
解
に
苦
し
む
。

横
浜
市
立
大
学
医
学
部
図
書
館
蔵
書
本
に
よ
っ
た
。

今
世
医
家
人
名
録

竜
峯
白
土
舞
輯
定

西
部
イ

外
青
山
百
人
町
末
上
邸
予
州
西
条
生
熊
順
益

本
市
谷
本
村
伊
藤
春
孝

本
赤
坂
裏
伝
馬
町
二
丁
目
伊
藤
理
貞

本
赤
坂
丹
後
坂
下
井
伊
玄
亭

本
麻
布
竜
土
上
邸
肥
前
蓮
池
犬
塚
良
民

準
四
谷
仲
町
摂
州
高
槻
池
谷
升
庵

本
裏
二
番
町
泉
州
伯
太
岩
名
昌
元

今
世
医
家
人
名
録

西
部
文
政
三
年
版

大
滝
紀
雄

本眼婦本本外本本本本本外本本本本外本外本本 本針本針名本本

麹
町
十
一
丁
目
竹
町

西
久
保
四
辻

麻
布
南
部
坂
中
邸

赤
坂
溜
池
中
邸

三
番
町
角
上
邸

牛
込
改
代
町

麻
布
笄
橋

麹
町
六
丁
目
横
丁

一
番
町

麻
布
南
部
坂
中
邸

西
久
保
中
邸

麻
布
古
川
下
邸

市
谷
本
村
町

青
山
百
人
町
末
上
邸

青
山
百
人
町
末
上
邸

芝
切
通
上
邸

麻
布
烏
届
坂
上
邸

麻
布
下
邸

ハ牛
込
白
銀
町

芝
森
本
町

市
谷
合
羽
坂
下

四
谷
右
京
町

赤
坂
御
門
内
上
邸

石
州
津
和
野

筑
前
福
岡

野
州
壬
生

松
下
孫
兵
衛
家
官

石
州
津
和
野

和
州
高
取

和
州
高
取

予
州
西
条

予
州
西
条

遠
州
浜
松

識
州
多
渡
津

長
州
萩

水
戸
松
岡

雲
州
松
江

飯伊伊井生伊市井石乾石伊伊飯稲岩生猪橋早長服材
谷

本｜鳴川部 井沢東田葉本野瀬田藤藤沢熊藤川上川

道玄元元昇春意恕玄坤宗東益玄文靖宗文格元元玄春

寿仙恭貞益貞庵川二斎隆環寿秀庵庵節祐庵桂意通秋
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古
今
医
術
本本本本児本本

本木外本本擶ｻ木本 本 児本針本本

四
谷
伝
馬
町
方
蔵
寺
横
丁

四
谷
忍
町

赤
坂
溜
池
中
邸
肥
前
佐
嘉

牛
込
神
楽
坂
上

表
三
番
町

霞
関
中
邸
芸
州
広
島

赤
坂
溜
池
中
邸
肥
前
佐
嘉

赤
坂
丹
後
坂
下

赤
坂
溜
池
上
邸
越
後
糸
魚
川

牛
込
下
邸
若
州
小
浜

芝
新
堀
端

牛
込
馬
場
下
水
戸
松
岡

ホ

麹
町
平
川
天
神
前

武
州
八
王
寺

芝
森
元

青
山
新
屋
敷

武
州
川
越
高
沢
町

渋
谷
宮
益
町

元
飯
田
町
中
坂
上

へ

麹
町
平
川
丁

逸
見
信
才

本細

多川

雄右

仙近

堀
宗
健

堀
江
芳
水

本
多
養
春

星
名
春
水

本
田
隆
貞

丹
羽
良
元

西
野
元
仙

西
村
瑞
庵

西
村
良
仲

西
山
文
祥

西西

岡本

安祐

碩伯

早長
谷
川川

宗長

庵順

林
松
栄

羽
鳥
周
徳

花
房
逸
安

本叢本本本 外本外本本 産斎本
本本児 外本木本産本本針口本

ト

麻
布
竜
土
上
邸

麻
布
下
邸

赤
坂
溜
池
中
邸

半
蔵
御
門
外
上
邸

小
日
向
東
古
川
町

芝
森
元

麻
布
本
村
町
南
丁

チ
四
谷
御
門
外

武
州
川
越
江
戸
町

芝
森
元

ヌ

武
州
川
越
高
沢
町

赤
坂
元
馬
場

ヲ

市
谷
本
村
町

青
山
百
人
町

赤
坂
御
門
内
上
邸

新
道
二
番
町

霞
関
上
邸

牛
込
払
方
町

牛
込
関
口
水
道
町

四
谷
御
箪
笥
町

筑
前
福
岡

雲
州
松
江

但
州
出
石

奥
州
白
川

予
州
宇
和
島

長
州
萩

肥
前
佐
嘉

捕
州
明
石

岡岡大小岡奥太大 沼沼 千沈千 烏洞戸土徳豊冨

村崎I鴫野田田田原 埜田 原目葉 居 田岐永田田

玄見玄養昌尚台昌 玄道 元元元 道廉立立栄宗玄

徳義億節碩全周寓 理意 恭甫昌 甫山仙仙安的恕

（54）



本本眼眼木針児本本本眼本木針外本外噌本木児本本木本本本

麻
布
鳥
居
坂
下
邸
和
州
小
泉

成
子
町

永
田
馬
場
中
邸
野
州
壬
生

表
二
番
町

市
谷
谷
町
下
邸
備
中
松
山

土
手
四
番
町
上
邸
奥
州
福
嶋

赤
坂
三
町
目
河
岸

四
谷
新
屋
敷
八
軒
家
下
邸
野
州
宇
津
宮

麻
布
六
本
木
上
邸
肥
前
五
鳩

内
藤
新
宿
中
町

麻
布
竜
土
上
邸
予
州
宇
和
島

武
州
川
越
松
郷
町

武
州
川
越
松
郷
町

市
谷
谷
町
下
邸
備
中
松
中

霞
関
上
邸
芸
州
広
島

四
谷
御
門
外

市
谷
浄
溜
理
坂
上

赤
坂
表
伝
馬
町
三
丁
目

西
久
保
広
小
路

表
三
番
町

ワ

武
州
八
王
寺

麻
布
竜
土
中
邸
武
州
忍

麻
布
市
兵
衛
町
上
邸
常
州
下
舘

大
森
勇

大
久
保
寿
見

長
川
元
寿

太
田
高
伯

大
槌
良
伯

大
舘
元
章

小
田
道
友

岡
野
玄
哲

大
貿
白
順

小
滝
玄
亭

岡
道
恕

小
原
沢
通
三

小
原
沢
泰
元

小
谷
雲
仙

奥
田
竜
堅

小
達
道
益

大
原
栄
碩

奥
村
寛
秀

小
野
見
良

大
沼
専
碩

渡渡和

辺辺田

泰順正

庵庵成

体
元
飯
田
町
予
州
今
治

夕本
麻
布
三
軒
家
下
邸
濃
州
苗
木

本
半
蔵
御
門
外
上
邸
上
州
七
日
市

体
内
藤
新
宿
下
邸
濃
州
高
須

夕体
麻
布
竜
土
上
邸
予
州
宇
和
島

タ

カ

本
武
州
埼
玉
郡
上
栢
間
村
真
土

外
内
藤
新
宿
新
町
下
町

本
麻
布
元
町
上
総
飯
野

本
青
山
久
保
町
下
邸
芸
州
広
島

本
四
谷
仲
町
雲
州
広
瀬

本
麹
町
隼
丁
上
州
安
中

本
牛
込
岩
戸
町
二
丁
目
若
州
小
浜

本
赤
坂
溜
池
上
邸
常
州
牛
久

鐸
赤
坂
一
シ
木

眼
牛
込
神
楽
坂
上
行
願
寺
地
中
武
州
金
沢

燐
青
山
久
保
町

本
牛
込
津
久
戸
明
神
前

本
四
谷
御
箪
笥
町

本
市
谷
本
村
町

本
半
蔵
御
門
外
上
邸
三
州
田
原

鐵
四
谷
角
筈
濃
州
篇
須

本
麻
布
芋
洗
坂

本
麻
布
芋
洗
坂

渡渡和分和金金金萱金川金加川片川神金川河海川加

辺辺田部田子子子生柳合田嶋上桐角戸田l鳴野津上藤

道三順玄周養昌寿虚貞俊玄良玄周俊養喜

機省庵順徳元迪仙白伯徳得宅純民益順得

玄忠道了貞

安成順山現
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本本本本 外本産本針本外本外本本本外本本本外本本本本 本外本

芝
切
通

牛
込
下
邸

赤
城
下
馬
場

霞
関
上
邸

青
山
久
保
町
下
邸

麻
布
六
本
木
中
邸

麻
布
元
町

市
谷
本
村
町

ヨ

芝
新
堀
端

麹
町
四
丁
目
貝
坂

麻
布
芋
洗
坂
上

永
田
馬
場
上
邸

麻
布
一
本
松
中
邸

麻
布
芋
洗
坂
上

麻
布
田
嶋
町

四
谷
御
門
外
上
邸

四
谷
伝
馬
町

夕

赤
羽
中
橋

牛
込
神
楽
坂
上

四
谷
忍
原
横
町

麻
布
宮
下
町

奥
州
八
戸

上
総
飯
野

江
州
山
上

備
中
足
守

肥
後
宇
土

豊
後
日
出

備
中
足
守

和
州
芝
村

雲
州
広
瀬

若
州
小
浜

総
州
関
宿

芸
州
広
島

芸
州
広
島

相
州
小
田
原

上
総
飯
野

田
中
高
橋
田
中
高
嶋
拙

吉
井
順
泰

米
倉
正
山

横
田
竜
庵

吉
田
喜
庵

芳
野
桃
円

蓬
田
玄
好

芳
野
通
円

米
倉
正
禎

吉
田
甫
伯

金海川河笠川兼河
那

柳津嶋野坊辺康野

伝芸長 周良玄理長正探三

栄亭益斎 貞貞秀良庵伯玄秀

本外本科産外本児本本外本本本外外本本児児本本外本本本本児眼本本本

霞
関
上
邸

赤
坂
田
町
三
丁
目
河
岸

麹
町
九
丁
目

麹
町
二
丁
目
北
裏

小
日
向
馬
場
邸

麻
布
十
番
町

牛
込
神
楽
坂
上
肴
町

赤
坂
新
店

赤
坂
台
下
邸

麹
町
二
丁
目
北
裏

武
州
川
越
志
多
町

神
田
多
町

永
田
馬
場
上
邸

麻
布
竜
土
上
邸

小
日
向
馬
場
邸

赤
坂
黒
鍬
谷

赤
坂
黒
鍬
谷

四
谷
天
王
横
町

四
谷
坂
町

四
谷
新
宿
追
分

ソ

赤
坂
御
門
内
上
邸

雲
州
松
江

武
州
岡
部

予
州
宇
和
島

備
中
井
手

武
州
忍

武
州
忍

丹
波
山
家

芸
州
広
島

備
中
井
手

筑
後
久
留
米

筑
前
福
岡

宗
田
周
益

高
田
道
確

滝
無
量

田
中
道
山

竹
内
伝
隆

谷
口
養
碩

田
村
俊
篤

田
中
修
見

田
中
玄
成

武
嶋
春
察

竹
内
玄
厚

武
田
玄
周

武
田
玄
立

高
橋
立
玄

谷
口
泰
庵

谷
口
元
迪

竹
井
秀
悦

竹
井
通
益

高
橋
長
順

田
村
玄
谷

多
々
羅
玄
達
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本本本本本産驚本本本本外本 外本本本外本本本外本本口

ツ

芝
飯
倉
森
元
町

四
谷
北
伊
貿
町

霞
関
上
邸

赤
坂
丹
後
坂
下

半
蔵
御
門
外
上
邸

霞
関
上
邸

永
田
馬
場
上
邸

ネ
麻
布
本
村
町

ナ

市
谷
本
村
町

永
田
馬
場
上
邸

牛
込
津
久
戸
明
神
前

芝
森
元

四
谷
新
屋
敷
八
軒
家

大
久
保
下
邸

青
山
足
軽
町
中
邸

麻
布
日
ヶ
窪
上
邸

麻
布
一
本
松

赤
坂
中
町

赤
坂
下
邸

霞
関
上
邸

内
藤
新
宿
麹
屋
横
町

豊
後
佐
伯

筑
前
福
岡

常
州
土
浦
根
本
玄
周

播
州
明
石

芸
州
広
島

泉
州
岸
和
田

丹
波
福
智
山

濃
州
八
幡

長
州
府
中

勢
州
薦
野

下
総
結
城

芸
州
広
島

筑
前
福
岡

奥
州
二
本
松

績津津築津筒津中中中内苗長中中中長長中中

川田山田井田嶋村嶋城木松泉西根田浜山鳩

周元礼玄順泰俊玄見竜玄元伝甫道文周玄道三

庵敬周策庵元章順修安郷順泰沢庵察庵庵仙得

本本本針 外本眼本外本本 本針本児本本本本本 痘児

赤
坂
下
邸

ム

芝
森
元

霞
関
上
邸

四
谷
塩
町
湯
屋
横
丁

牛
込
岩
戸
町
二
丁
目

ウ
霞
関
上
邸

永
田
馬
場
上
邸

ノ

麻
布
鳥
居
坂
邸

麹
町
二
丁
目

赤
坂
南
部
坂
上
邸

芸
州
広
島

ク

麹
町
平
川
天
神
前

ヤ
四
谷
坂
町

麻
布
三
軒
屋

霞
関
上
邸

青
山
百
人
町
末
上
邸

内
藤
新
宿
中
邸

麹
町
平
川
天
神
前

牛
込
白
銀
町

筑
前
福
岡

泉
州
岸
和
田

薩
州
鹿
児
島

摂
州
三
田

芸
州
広
島
中
嶋
周
意

備
中
撫
河

八
王
子
出
張

下
総
結
城

下
総
多
古

備
中
足
守

筑
前
福
岡

予
州
西
条

信
州
高
遠

内鶇 梅村村村熊
谷
玄
益

野野野野
々

村田鳩山

山山山山山山八

木
三
慶

野
宗
春

戸雨上井本口田名内田巻

松載英秀 養春元東玄道玄脩俊魯通

友庵仙甫 春庵通養柳成悦軒伯庵簡
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針本眼本外本本本外本本○本外本眼本本本本外本本本本本児本方吐本
本

赤
坂
溜
池
上
邸

赤
坂
裏
伝
馬
町
一
丁
目

市
谷
谷
町
下
邸

四
谷
菱
屋
横
町

四
谷
新
屋
舗
八
軒
家

麻
布
長
坂
上
邸

青
山
百
人
町
末
上
邸

牛
込
原
町

信
州
上
田
傍
町
屋
邸

麻
布
一
本
松
西
町

霞
関
上
邸

麹
町
平
川
天
神
前

マ

赤
坂
溜
池
台
上
邸

青
山
下
邸

麹
町
平
川
天
神
前

麹
町
元
善
国
寺
谷

青
山
御
手
大
工
町

赤
坂
溜
池
上
中
邸

四
谷
忍
原
横
町

麻
布
土
器
町
下
邸

武
州
川
越
北
町

牛
込
早
稲
田

武
州
川
越

芸
州
広
島

讃
州
高
松

志
州
鳥
羽

芸
州
新
田

肥
前
佐
嘉

尾
州
高
須

豊
後
臼
杵

筑
前
福
岡

野
州
宇
都
宮

野
州
太
田
原

予
州
西
条

備
中
松
山

常
州
牛
久

前 馬松松松増松松松松 安八山山山山八山山山安山
木

冨木口本田名沢科田本田角田l嶋久尾村田井本岡山

玄泰見宋陸周玄良良良 文宗松清養完貞仙其周竜俊

育元鱗玄民斎竜甫哲庵 庵山亭白隆斎良庵徳伯泰徳

眼本本本 本外本外本本本外本本外本本本 眼本外本外本外本本○外本本
科 外本

上
州
箕
輪

麹
町
十
三
丁
目
横
丁

麻
布
市
兵
衛
町
上
邸

牛
込
柳
町

武
州
川
越
志
多
町

四
谷
菱
屋
横
町

西
久
保
下
谷
町
中
邸

麻
布
日
ヶ
窪
上
邸

フ

麹
町
五
丁
目
隼
町

赤
坂
新
町
三
丁
目

永
田
馬
場
中
邸

麻
布
笄
橋
下
邸

青
山
千
駄
ヶ
谷

青
山
千
駄
ヶ
谷
中
邸

青
山
千
駄
ヶ
谷
八
幡
側

永
田
馬
場
中
邸

裏
六
番
町

牛
込
軽
子
坂
上

．

麹
町
元
善
国
寺
谷

永
田
馬
場
上
邸

西
久
保
下
谷
町

肥
前
大
村

武
州
川
越

野
州
壬
生

下
総
結
城

野
州
壬
生

下
総
佐
倉

武
州
川
越

長
州
府
中

奥
州
八
戸

河
内
長
岡

小近小 藤深古福舟福藤古藤古 松松松前真松松松

阪藤林 田田川永田永倉川田田 岡宮井田木山崎本

玄杏隆 通元昌三玄良元黙通三 道玄徳玄宗東春玄

益山伯 徳孝白永寿貞竜翁長哲 遠瑞本昌益庵庵泰
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本本産本本本眼鳶本本本本本本児本本潅木
○産本児本○
本 本

針本本本

永
田
馬
場
上
邸

麻
布
谷
町
三
谷

麹
町
元
善
国
寺
谷

牛
込
下
邸

霞
関
上
邸

永
田
馬
場
上
邸

赤
坂
裏
伝
馬
町
一
丁
目

表
三
番
町

芝
飯
倉
二
町
目

麹
町
二
丁
目
裏

麻
布
竜
土
中
邸

永
田
馬
場
上
邸

麻
布
鳥
居
坂
上
邸

麻
布
鳥
居
坂
上
邸

赤
坂
氷
川
中
邸

赤
坂
氷
川
中
邸

麻
布
下
邸

エ

霞
関
向
邸

四
谷
坂
町

四
谷
伝
馬
町
一
丁
町

霞
関
向
邸

ア

青
山
百
人
町

奥
州
二
本
松

和
州
新
庄

武
州
忍

信
州
飯
山

讃
州
多
渡
津

讃
州
多
渡
津

駿
州
田
中

駿
州
田
中

長
州
萩

泉摂若
州州州
伯三小
太田浜

芸
州
広
島

芸
州
広
島

予
州
今
治

予
州
西
条

小
泉
玄
琢

小
宮
山
長
円

小
林
隆
仲

甲
良
春
策

近
藤
元
伯

小
玉
玄
昌

近
藤
養
三

小
林
長
甫

甲
野
昌
庵

小
高
通
仙

小
林
長
順

小
嶋
順
貞

近
藤
宜
三

近
藤
貞
庵

小
室
良
式

小
室
玄
黄

児
玉
松
伯

赤
城
泰
庵

恵江遠恵

美原藤美

三玄良三

白策朔油

児本本外本本外本針本本本本外本本本外本本本本本本本本

麻
布
飯
倉
我
善
保
谷
江
州
山
上
侍
医

赤
坂
御
門
内
上
邸
雲
州
松
江

西
久
保
新
下
谷
町
車
坂
町

青
山
中
邸
濃
州
八
幡

四
谷
車
力
門
横
町

永
田
馬
場
上
邸
肥
前
大
村

麻
布
三
軒
家

赤
城
明
神
地
内

赤
坂
新
店

四
谷
忍
町
裏
丁

青
山
権
田
原

芝
森
元

内
藤
新
宿
入
口

飯
倉
一
丁
目

赤
坂
溜
池
上
邸
越
後
糸
魚
川

牛
込
横
寺
町
上
邸
越
後
黒
川

牛
込
若
宮
前

麻
布
飯
倉
我
善
保
谷
江
州
山
上
侍
医

表
六
番
町

サ
表
三
番
町
御
厩
谷
通
野
州
壬
生

麻
布
三
軒
家

麹
町
四
丁
目
北
裏
通

赤
坂
四
町
目
本
通

会荒新浅阿雨赤相赤浅青粟秋天浅浅芥秋荒
喜

田川田田部川沢原井井山野本埜井井川庭川

沢沢佐榊
久

井間原

高松民昌宗仁玄松通春即正仙俊竜玄玄養抱

育貞兆半郁斎慶悦三昌生的益英達碩悦順朴

玄広宗玄

仲庵英竜
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本外本外本本本本針本針外本本産本本本本外本本眼本本本本本本

西
久
保
上
邸

麻
布
古
川
町

麻
布
古
川
町
上
邸

表
三
番
町
御
厩
谷
通

牛
込
納
戸
町

麻
布
鳥
居
坂
上
邸

麻
布
古
川
町
上
邸

高
田
中
邸

赤
坂
紀
伊
国
坂
下

外
桜
田
上
邸

キ

飯
倉
六
町
目

麻
布
谷
町

青
山
若
松
町

青
山
百
人
町

青
山
百
人
町
末
上
邸

外
桜
田
上
邸

虎
御
門
内
上
邸

麻
布
広
尾
上
邸

大
久
保
下
邸

青
山
麻
布
土
器
町
下
邸

飯
倉
狸
穴
上
邸

芝
森
元
町

豊
後
臼
杵

羽
州
新
庄

雲
州
母
里

予
州
西
条

江
州
彦
根

日
向
延
岡

備
中
足
守

丹
後
宮
津

奥
州
会
津

江
州
彦
根

常土讃
州州州
完新多
戸田渡
津

土
州
新
田

野
州
壬
生

遠
州
掛
川

木
村
電
庵

岸
一
貞

菊
池
玄
栄

北
見
玄
圭

木
村
春
碩

清
瀬
宗
伴

喜
多
尚
永

木
田
玄
知

木
村
俊
碩

杏
樹
軒

菊
村
見
竜

清
瀬
三
安

北
川
又
右
衛
門

坂斉桜坂坂酒榊坂佐酒

藤井野本井原野藤井

寿全友東玄玄玄順玄周

仙輔昌叔信栄瑞朴益賢

外本本本本導経本外本
引絡

本本 本本本外本外本木外本本本外木本本 本眼

麻
布
桜
田
町
筑
後
久
留
米
行
徳
元
穆

『
『
、青
山
百
人
町
予
州
西
条
三
坂
見
竜

西
久
保
上
邸
遠
州
掛
川
宮
崎
見
碩

四
谷
御
箪
笥
町
裏
通
箕
浦
玄
孝

牛
込
山
伏
町
宮
崎
貞
順

市
谷
田
町
三
丁
目
三
橋
渓
従

麻
布
日
ヶ
窪
上
邸
長
州
府
中
宮
原
立
斉

赤
坂
溜
池
中
邸
肥
前
佐
嘉
三
田
道
筑

芝
新
堀
中
邸
讃
州
丸
亀
三
田
耕
亭

市
谷
舟
河
原
町
宮
本
秀
慶

武
州
川
越
本
町
大
屋
舗
宮
部
大
進

大
久
保
下
邸
丹
後
宮
津
三
上
順
道

四
谷
仲
町
雲
州
広
瀬
溝
尾
修
景

麻
布
日
ヶ
窪
上
邸
長
州
府
中
三
和
立
仙

四
谷
仲
町
雲
州
広
瀬
溝
尾
玄
景

シ
赤
坂
田
町
中
通
五
丁
目
武
州
川
越
嶋
野
尚
格

麻
布
市
兵
衛
町
専
光
寺
門
前
重
崎
貞
順

青
山
百
人
町
上
邸
予
州
西
条
塩
谷
隆
輔

永
田
馬
場
中
邸
越
後
村
上
下
問
又
玄

永
田
馬
場
上
邸
信
州
飯
山
篠
田
伯
祐

麻
布
市
兵
衛
町
上
邸
奥
州
泉
志
村
宗
達

上
州
箕
輪
下
田
俊
良
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本本本本本本本本本本児本痘本児.児眼外本本本眼本本

武
州
川
越
江
戸
町

霞
関
上
邸

西
久
保
八
幡
門
前

西
久
保
八
幅
門
前

赤
坂
御
門
内
上
邸

麻
布
日
ヶ
窪
上
邸

青
山
千
駄
ヶ
谷
下
邸

青
山
原
宿
下
邸

青
山
百
人
町
末
上
邸

永
田
馬
場
中
邸

青
山
百
人
町
末
上
邸

永
田
馬
場
上
邸

赤
坂
溜
池
中
邸

永
田
馬
場
上
邸

麹
町
九
丁
目

四
谷
北
伊
貿
町

四
谷
御
門
内
上
邸

柏
木
成
子
町
天
神
前

武
州
川
越
志
多
町

麻
布
永
坂
町

麻
布
永
坂
町

~モス 望セ

筑
前
福
岡

武
州
川
越

武
州
川
越

雲
州
松
山

下
総
生
実

下
総
結
城

山
城
淀

予
州
西
条

上
州
小
幡

予
州
西
条

泉
州
伯
太

筑
前
福
岡

泉
州
岸
和
田

尾
州
三
ケ
嶋
出
張

尾
州
犬
山

尾
州
犬
山

平樋樋平周周新鎮森森守望守勘主轌弍
{目1月鈴菅鈴鈴鈴鈴

矢田矢
｝
ロ
ロ
■
一野 山口山木野木木木木 家家

玄玄 平
庵
弘
玄
清
庵
元
篭
陶
山
立
卓
素
庵

元
聿
用

良周子良祥隆
庵
宗
観
了
庵
玄
察
周
見

文
之
助 円庵行民庵文洞

本産本本外本児本

四
谷
新
木
横
町

四
谷
八
王
寺
柚
木
村

下
総
八
日
市
場
本
町

新
橋
守
山
町

濃
州
高
須

須
天
祐
庵
門
人

須
天
祐
庵
門
人

須
天
祐
庵
門
人

白坂中笠須ス

付原天等土

盤立良立祐

庵儀敬蔵節
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三
月

一
朔
半
晴
訪
恵
廸
。
帰
路
訪
菊
文

一
二
日
曇
水
前
寺
二
至
、
恵
廸
ノ
宅
ニ
テ
談
話
、
晩
｝
一
去
・
帰
路
吉

田
熊
太
郎
ヲ
訪

三
日
晴

四
日
晴
訪
菊
文
、
恵
廸
。
晩
訪
吉
田
潤
之
助
。

五
日
曇
発
熊
本
。
福
泰
安
、
駒
菊
文
、
松
何
之
近
、
西
周
蔵
、
福
恵

廸
、
門
生
送
余
至
大
久
保
兎
）
、
酌
酒
別
焉
。
森
東
淵
遠
送
余
至
山
鹿
宿

止
宿
。
終
夜
談
話
。
旅
亭
米
屋
清
左
衛
門
。
米
価
一
升
二
百
十
二
文
ト

ー
云
Ｕ

六
日
晴
発
山
鹿
駅
、
別
東
淵
、
至
南
ノ
関
、
訪
野
中
敬
之
。
南
ノ
関
ヲ

遠
来
ツ
テ
筑
後
領
原
ノ
町
宿
ヲ
過
ギ
、
勢
高
二
至
り
止
宿
ス
。
此
辺
菜
花

燗
漫
満
目
黄
色
。
種
油
一
升
価
二
百
四
十
銅
位
。
勢
高
駅
一
一
至
り
関
屋
｝
一

止
宿
。

七
日
曇
発
勢
高
。
午
時
高
羅
山
ノ
麓
ヲ
過
グ
。
此
処
府
中
弱
）
卜
称
ス
・

松
崎
宿
詞
）
ヨ
リ
秋
月
城
下
一
一
止
宿
。

八
日
晴
発
秋
月
。
八
頂
山
二
登
り
、
白
坂
峠
ヲ
瞼
へ
、
又
、
弓
坂
ヲ
過

キ
、
飯
塚
二
至
り
昼
餐
ヲ
為
シ
、
木
屋
瀬
宿
一
一
至
り
止
宿
。

資

料

、
１
ノ

静
海
上
府
懐
日
記
こぐ

戸
塚
武
比
古

九
日
晴
発
木
屋
瀬
、
午
時
小
倉
二
着
、
乗
船
赤
間
関
中
ノ
町
山
口
行
斎

方
一
一
止
宿
。

十
日
獺
庵
二
書
状
井
金
壱
両
遣
ス
。

十
一
森
武
七
井
内
山
氏
二
書
状
差
出
。

十
二
十
三

十
四
曇
伊
藤
杢
之
丞
圃
）
卜
共
一
一
乗
船
ソ
船
木
駅
金
）
’
一
到
ル
。
士
出
浦

一
一
着
、
舟
ヲ
下
り
恵
比
須
屋
勝
右
衛
門
ノ
宅
一
一
休
息
ス
。
尤
、
翁
頗
ル
異

人
也
。
土
出
浦
禽
）
ヨ
リ
厚
狭
市
駅
三
一
里
、
厚
狭
市
駅
ヨ
リ
船
木
へ
一

里
。
市
川
玄
伯
詞
）
ヲ
訪
フ
・

十
五
晴
午
後
原
仁
平
｜
二
書
ヲ
認
、
玄
伯
二
托
ス
。
爾
後
船
木
ヲ
発

シ
、
還
赤
間
関
一
一
帰
。

十
六
十
七

十
八
晴
石
井
宗
順
卜
共
｝
一
筋
ノ
浜
翁
）
’
一
至
り
石
ヲ
拾
上
新
地
筋
）
’
一
至

り
休
息
ス

ー
金
壱
歩
二
朱
卜
六
百
五
十
六
文

一
銀
三
拾
五
匁
八
反
運
賃
罰
）
、
長
持
一
ッ
莚
包
三

一
金
三
両
三
分
壱
朱
岩
万

一
金
壱
両
苔
菅
満

十
九
日

廿
日
曇
下
ノ
関
ヨ
リ
乗
船
。
魚
屋
吉
兵
衛
船
也
。

廿
一
日
晴
上
ノ
関
一
一
泊
ス
。
夜
岩
国
泊
。

廿
二
日
宮
島
｝
一
参
詣
一
朱
。
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廿
三
日

廿
四
日
半
晴
多
度
津
二
着
。
金
毘
羅
｝
一
参
詣
。
夜
二
入
出
船
一
朱

廿
五
日
晴
夜
半
室
一
一
着
。

廿
六
日
曇
朝
訪
名
村
氏
。
七
十
匁
乗
船
代
、
一
貫
一
言
文
飯
代
、

四
百
文
荷
物
居
置
代
、
同
蒲
団
代
、
同
雑
費
取
替
、
二
百
文
祝
儀
。

大
坂
さ
つ
ま
堀
中
筋
橋
北
詰
西
一
一
入
北
が
わ
和
泉
屋
藤
治
郎
。
長
崎
医

生
宿
椀
源
播
磨
屋
利
兵
術
方
一
一
聞
合
す
れ
（
相
分
ル
・
暮
時
風
雨
甚

シ
。

廿
七
日
曇
逗
留
名
村
氏
。
室
明
神
〈
加
茂
大
明
神
也
。
造
営
甚
ダ
古

シ
・
九
千
二
百
年
許
也
・
当
所
花
漆
卜
云
遊
女
ノ
千
年
忌
廿
年
跡
ニ
ァ
リ

ト
云
。
室
ノ
古
キ
可
知
ル
《
ヘ
シ
。
室
津
ノ
在
因
村
二
植
村
因
医
ト
云
庄
屋

ア
リ
。
丸
蘭
室
津
方
言
ヘ
チ
マ
、
癩
澗
ヲ
治
ス
可
妙
卜
云
。
丸
蘭
黒
焼

一
一
シ
テ
用
１
・

松
本
寛
吾
淡
路
町
丼
池
西
入
北
側
、
心
斎
橋
東
へ
入
ル
。
中
環
伏
見

堀
千
秋
橋
北
入

飯
後
風
穏
雨
霄
。
船
ヲ
借
テ
赤
穂
一
一
至
り
、
中
島
瑞
見
ヲ
訪
フ
。
薄
暮
中

島
氏
二
至
。
主
人
出
テ
在
ズ
。
其
妻
恭
敬
饗
応
甚
ダ
篤
シ
・
赤
穂
塩
浜

ノ
利
益
九
一
年
｝
一
銀
五
千
貫
目
他
国
ヨ
リ
赤
穂
入
ル
ト
云

廿
八
日
曇
逗
留
中
島
氏
。
見
塩
浜
。
塩
浜
ノ
把
如
左
。

廿
九
日
晴
小
松
貞
幹
書
ヲ
来
ソ
請
訪
。
午
前
再
至
塩
浜
凝
水
石
ヲ
見

ル
。
午
後
小
川
彦
六
参
ル
。
当
藩
中
勘
定
役
ヲ
務
ム
ル
人
也
。
肉
一
術
ヲ
能

ス大
坂
淀
屋
橋
筋
梶
木
町
赤
穂
宿
岩
井
屋
吉
兵
衛
。

右
赤
穂
へ
書
状
届
先
。
赤
穂
城
下
加
里
屋
中
島
瑞
元
。

著
逼
屋
ず

つ
Ｉ
毎
阿
『

－｜
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
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仁
Ⅱ
画
■
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■
■
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ｌ
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ｂ
ｌ
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Ｉ
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四
月

朔
曇
自
赤
穂
環
室
津
。

二
日
晴
自
室
津
至
姫
路
駅
。

三
日
四
日
曇
発
姫
路
。
中
成
瀬
清
左
衛
門
御
小
姓
組
頭
、
神
戸
四
方
之
助

大
目
附
く
荒
木
大
口
太
御
使
番
、
上
屋
敷
□
口
古
市
藤
之
進
元
〆
、

同
上
岡
崎
正
八
元
〆
、
右
五
人
〈
姫
路
様
家
中
。
斎
藤
皆
右
衛
門

浜
町
屋
敷
姫
路
若
殿
付
、
此
も
同
家
中
也
。
以
上
六
人
名
村
善
十
郎
認
）

懇
意
之
人
也
。

修
察
病
人
姓
名
石
田
弥
右
衛
門
殿
内
方
サ
ル
一
、
ル
チ
ス
翁
）
、
ハ
レ

リ
ァ
ナ
、
マ
グ
ネ
シ
ア
、
同
家
内
病
婦
ハ
レ
リ
ア
ナ
、
テ
レ
メ
ン
テ
ィ
ー

ナ
油
、
高
原
助
太
夫
タ
ル
タ
リ
ュ
ス
ヱ
メ
チ
、
ハ
レ
リ
ア
ナ
、
セ
ー
’
一

ユ
ミ
ッ
ト
ル
、
鹿
角
精
、
井
上
利
右
衛
門
ホ
フ
マ
ン
ス
、
ハ
レ
リ
ア

ナ
、
鍵
屋
平
兵
衛
マ
グ
ネ
シ
ア
。

江
戸
小
網
町
一
丁
目
小
島
屋
彦
兵
衛
姫
路
国
産
会
所
、
同
橋
本
町
四

丁
目
駿
州
屋
甚
右
衛
門
、
右
二
軒
名
村
氏
懇
意
。

備
前
屋
小
三
郎
ｎ
）
大
坂
堺
筋
道
修
町
、
淀
屋
橋
南
詰
東
へ
入
大
川
町

稲
荷
小
路
明
石
屋
庄
三
郎
、
長
堀
橋
平
野
屋
佐
吉
。

靱
真
天
満
橋
二
丁
西
南
側
日
高
凉
台

五
日
発
大
久
保
駅
。
明
石
城
下
ヲ
過
、
午
後
兵
庫
二
至
り
昼
飯
ヲ
餐
シ
乗

船
ス
。
順
風
一
一
ソ
哺
時
大
坂
一
一
至
ル
・

六
日
訪
井
斎
・
西
川
、
海
野
、
）
桑
地
五
市
右
衛
門
来
ル
・

七
日
晴
昆
陽
寺
（
磐
一
一
至
り
松
村
玄
達
ヲ
訪
フ
。

八
日
雨
逗
留
昆
陽
。

九
日
晴
発
昆
陽
至
浪
華
。
淀
屋
橋
二
止
宿
。
夜
岡
研
介
来
ル
。

十
日
晴
訪
岡
研
介
。
午
後
井
斎
、
予
介
ヲ
訪
フ
。
西
川
氏
卜
談
話
、
此

夜
名
村
美
津
之
助
来
ル
。
一
朱

十
一
日
晴
訪
松
本
寛
吾
、
日
高
凉
台
。

十
二
日
曇
訪
楢
林
館
）
。
午
昼
本
所
犬
右
衛
門
ヲ
訪
。

十
三
日
晴
尼
ヶ
崎
屋
因
因
ヲ
訪
フ
。
此
夜
井
斎
宅
止
宿
。

十
四
日
海
野
ヲ
誘
引
ソ
天
王
寺
一
一
至
ル
。
夜
淀
屋
橋
二
帰
ル
三
朱

十
五
日
曇
書
状
ヲ
認
。

十
六
日
晴
渡
辺
崎
右
衛
門
ヲ
訪
。

十
七
日
晴
ハ
レ
リ
ア
ナ
半
斤
吐
酒
石
一
銭
姫
路
茶
屋
治
兵
衛
へ
遣

ス
十
八
日
雨

十
九
日
晴

廿
日
晴
小
森
良
哉
来
ル
。
夜
訪
研
介
。
帰
路
落
合
氏
ト
共
二
天
神
ヲ

見
。

廿
一
日
晴
岡
研
介
｝
一
長
持
一
、
駕
口
一
預
ケ
置
・
赤
穂
中
島
氏
ヨ
リ
書

状
丼
凝
水
石
拾
俵
来
ル
。

姫
路
茶
屋
治
兵
衛
へ
鹿
角
精
六
匁
共
々
瓶
｝
一
入
遣
ス
。
同
石
田
治
右
衛

門
へ
マ
グ
子
シ
ヤ
廿
匁
〈
し
り
廿
匁
、
井
上
利
右
衛
門
へ
ホ
フ

マ
ン
三
匁
ハ
レ
リ
廿
匁
、
鍵
屋
平
兵
衛
へ
マ
グ
ネ
シ
ヤ
廿
匁
。

続
千
文
葛
正
則
広
千
文
字
ｎ
）
ト
異
ル
ャ
、
可
校
定
。
金
弐
朱
浅

井
貞
二
一
一
貸
遣
ス
。
伏
見
京
橋
西
北
村
氏
へ
行
、
三
十
石
船
ヲ
頼
事
。

桑
名
万
屋
彦
左
衛
門
、
止
宿
之
事
。
荒
井
本
陣
へ
止
宿
之
事
。

廿
二
日
晴
中
島
瑞
見
へ
書
状
芥
カ
ン
プ
之
神
脛
病
害
一
冊
、
ヱ
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イ
ス
ラ
ン
ド
モ
ス
翁
）
廿
匁
ゼ
イ
ュ
イ
ン
（
遡
壱
匁
右
遣
シ
金
壱

両
請
取
。
金
モ
ー
ル
ロ
地
一
シ
代
金
壱
分
弐
朱
請
取
。
一
金
二
分
宿

屋
圧
三
郎
｝
一
貸
・
今
昼
時
清
兵
衛
上
下
六
人
出
立
。

廿
三
日
晴
姫
路
井
上
利
右
衛
門
へ
差
向
薬
品
紙
包
に
い
た
し
遣
。
其

内
名
村
政
右
衛
門
（
Ｕ
へ
書
状
遣
シ
、
別
紙
左
之
通
申
遣
．
石
田
氏

拾
壱
匁
、
高
原
氏
口
拾
六
匁
ト
瓶
代
弐
朱
、
井
上
九
ロ
ト
瓶
代
弐

朱
、
鍵
屋
八
匁
。

同
夜
弐
朱
三
十
石
船
一
一
乗
シ
至
伏
見
。

廿
四
日
晴
辰
時
後
京
都
室
町
二
条
上
ル
処
中
川
彦
兵
衛
一
一
止
宿
。
中
川

彦
兵
衛
ハ
領
主
之
用
達
也
。
小
玉
堀
）
一

一
大
和
屋
万
兵
衛
、
一
藤
林
泰
輔
、
一
神
宮
凉
庭
、
一
小
森
永

之
丞一
十
束
隆
見
駒
）
法
名
道
高
素
定
居
士
京
都
千
一
ス
ト
ル
ク

内
科
害
翁
）
二
両
ヒ
シ
ャ
ン
翁
）
二
両
、
ゴ
ル
ト
ル
外
科
書
（
聖
二

両
、
ス
ヘ
ル
ノ
書
（
弱
）
三
分
、
都
合
四
冊
預
ヶ
置
松
本
寛
互
。
コ
ロ

ン
ボ
命
）
十
五
匁
、
カ
ス
カ
リ
ル
ラ
命
）
廿
匁
凝
水
石
免
）
廿
四
斤

同
人
へ
遣
ス
。
五
月

五
日
伏
見
ヲ
発
シ
、
大
津
二
宿
。
二
朱
一
朱
。

六
日
大
津
ヲ
発
シ
、
土
山
一
一
至
り
宿
ス
一
分
。
大
黒
屋
旅
亭
ノ
可
ナ
ル

者
ナ
リ
。
○
二
朱
両
替
一
朱
宿
料
。

七
日
土
山
ヲ
発
シ
、
坂
ノ
下
宿
ヲ
過
ギ
、
関
｝
一
至
り
貞
二
子
｝
一
別
し
参
宮

ス
、
路
程
左
ノ
如
シ
・
関
一
リ
、
楠
原
一
リ
、
椋
本
こ
り
、
久
保

田
一
リ
十
八
丁
、
津
こ
り
、
雲
出
こ
り
、
松
坂
ロ
リ
半
、
小
畑

一
リ
半
、
山
田
上
久
保
庄
一
一
太
夫
内
一
一
テ
陳
宗
北
川
太
夫
弱
）
。

一
当
四
日
出
立
□
口
井
斎
二
預
ケ
置
書
物
左
ノ
如
シ
・
ペ
イ
ン
ポ
ー
ム

一
冊
、
チ
ソ
ッ
ト
師
）
二
冊
、
ヘ
ー
フ
ル
ウ
ロ
ー
キ
ー
冊
、
小
マ
ー

リ
ン
（
ｇ
二
冊
、
右
四
部

○
キ
リ
ス
テ
ル
団
）
一
挺
、
四
組
焼
物
一
組
、
右
預
ヶ
置
・
名
物
考

十
一
篇
。
井
斎
二
造
シ
代
金
壱
両
内
取
、
都
合
一
分
二
朱
不
足
。
金
弐
分

同
人
嘘
。

一
長
持
一
、
駕
篭
一
、
岡
研
介
二
預
ヶ
置
・

一
莚
包
三
ッ
明
石
屋
庄
三
郎
へ
預
ヶ
置
・

七
日
晴
土
山
駅
ヲ
発
ス
。
金
一
両
貞
二
二
渡
。
一
朱
両
替
。
晩
一
一
松
坂

一
一
着
。
此
日
路
程
十
三
里
半
。

八
日
晴
松
坂
ヲ
発
・
巳
時
上
ノ
久
保
椿
望
北
河
太
夫
ノ
宅
一
一
至
ル
。

金
一
朱
両
替
。
本
所
与
左
衛
門
昨
日
着
之
由
。

九
日
晴
拝
外
宮
、
井
、
内
宮
。
自
哺
北
河
太
夫
ノ
宅
一
一
帰
り
、
夜
｝
一
入

川
崎
侭
）
’
一
至
り
船
宿
二
止
宿
。

十
日
晴
川
崎
出
帆
。
順
風
、
哺
時
至
吉
田
止
宿
。

十
一
日
晴
発
吉
田
至
浜
松
止
宿
。

十
二
日
雨
発
浜
松
午
後
帰
郷
。

（
空
欄
）

廿
日
山
角
君
、
鈴
木
岩
兵
衛
大
坂
一
一
出
立
。

一
金
四
拾
両
書
状
一
虚
、
一
書
状
一
瀧
庵
、
一
同

安
川
、
一
同
武
七
、
一
同
周
一
、
一
同
岩
村
一
同

葛
布
袴
地
団
）
一
田
川
、
右
鈴
木
へ
頼
、
西
川
迄
遣
。
長
崎
へ
差
出

呉
候
様
頼
遣
ス
。
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廿
三
日
晴
小
林
順
助
来
。
柳
斎
兄
ヨ
リ
書
状
来
ル
。

廿
四
日
晴
小
林
順
助
逗
留
。
西
村
春
香
訪
来
ル
。
順
助
へ
左
の
書
状
頼

遣
ス
ー
書
状
一
明
石
屋
、
一
同
博
多
屋
、
一
同
金
二

分
掘
庵
一
書
状
一
安
川
一
同
一
天
草
屋
善
次
郎
、

一
同
一
紙
包
一
若
月
、
一
同
一
末
次
。

廿
五
日

六
月
空
欄
七
月

七
日
一
京
藤
林
泰
介
小
森
宗
二
一
大
坂
備
前
屋
小
三
郎

右
三
軒
へ
書
状
差
出
。

廿
一
日
長
崎
江
上
宗
八
訪
来
。

廿
三
日
晩
駿
府
柳
斎
兄
ヨ
リ
使
来
。

廿
六
日
一
殿
様
命
）
御
着
城
。

八
月

五
日
一
西
医
方
選
二
部
京
都
藤
林
ヨ
リ
来
ル
ー
金
巾
単
物
地

壱
反
染
上
り
小
森
来
ル

九
日
一
大
坂
小
松
良
哉
へ
陸
荷
二
莚
包
宇
田
川
届
。
海
廻
天
満
屋

届
長
持
一
莚
包
一
駕
篭
一
頼
遣
。
一
備
小
へ
甘
草

三
斤
マ
グ
ネ
シ
ヤ
一
斤
註
文
い
た
し
□
。

十
一
日
藤
林
泰
介
一
一
西
医
方
選
二
部
代
舛
新
へ
為
替
頼
遣
ス
・
舛
屋
新
六

住
所
京
冨
小
路
御
池
下
ル
・

十
六
日
一
備
小
ヨ
リ
ロ
品
来
ル
。

十
八
日
府
中
柳
斎
兄
ヨ
リ
天
驚
絨
来
ル
。

廿
七
日
宇
田
川
先
生
ヨ
リ
書
状
来
ル
・

晦
宇
田
川
へ
返
書
出
ス
。

九
月

三
日
竹
内
周
禎
江
戸
千
駄
ケ
谷
戸
田
因
幡
守
内
。

五
日
博
多
屋
書
状
到
着
。
春
香
船
荷
申
来
ル
・

六
日
舛
新
内
伊
助
ヨ
リ
書
状
着
、
藤
林
泰
介
へ
金
壱
両
為
替
遣
候
事
申
来

ル
。

十
日
夜
小
林
順
助
来
。
住
所
湯
島
一
丁
目
聖
堂
石
坂
上
。

十
五
日
出
立
金
二
分
ト
四
百
文
貞
二
一
一
渡
。

一
書
状
口
通
高
六
ヨ
リ
青
木
口
一
殿
宛
一
テ
レ
メ
ン
懸

合
（
飯
）
家
兄
ヨ
リ
伊
勢
六
へ
、
一
名
物
考
九
篇
ヨ
リ
十
二
篇
迄

家
兄
ヨ
リ
一
階
梯
家
兄
ヨ
リ
ー
帆
錨
屈
）
家
兄
ヨ
リ
ー

竜
秘
書
家
兄
ヨ
リ
一
〈
レ
リ
ア
ナ
壱
斤
一
ア
ラ
ビ
ア
・
コ
ム

ニ
匁
程
落
合

一
嫌
堂
、
披
斎
駒
）
へ
、
油
清
（
四
、
葛
嶺
（
ひ
ヨ
リ
両
人
へ
宜
敷
致

声
之
事
。

夜
宿
金
谷
沢
井
氏
。
主
人
口
余
致
言
。
杉
浦
丈
四
郎
、
大
坪
口
左
衛
門

菊
田

十
六
日
未
明
発
金
谷
、
越
堰
川
（
ｇ
至
島
田
駅
、
訪
桑
原
氏
。
患
者
請
珍

小
沢
定
八
硫
禾
散
、
神
辺
源
五
郎
甘
草
散
、
同
小
児
苦
惹
煎
、
岡

本
源
蔵
駆
毒
九
、
留
吉
発
泡
盲
、
宇
庵
傷
冷
毒
、
大
坂
屋
十
左
衛

門
強
神
剤
、
松
本
屋
豊
吉
発
表
散
、
稲
葉
屋
伊
三
郎
内
嘉
六
硫

禾
黄
散
。
日
暮
嶮
欝
山
荷
）
、
初
更
至
安
部
川
。
明
月
冷
臘
、
渡
川
投
宿

府
中
柳
斎
宅
。
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十
七
日
雨
逗
留
。
小
栗
小
膳
、
筧
三
平
両
君
来
リ
会
晤
。
夜
裁
短
簡
遣

江
戸
天
満
屋
東
八
、
浪
華
博
多
屋
。

十
八
日
曇
訪
稲
川
（
ひ
、
土
佐
屋
、
海
瀬
、
本
間
、
三
階
屋
。
帰
路
至

浜
村
屋
診
患
者
。

十
九
日
半
晴
訪
青
茶
屋
（
西
、
沢
屋
、
神
宮
、
及
暮
帰
。
入
夜
佐
藤
弥

惣
左
衛
門
来
、
寛
談
且
胎
察
。

廿
日
草
深
池
辺
雲
平
来
請
診
。
大
塚
氏
鯵
察
。

廿
一
日
晴
提
綱
中
巻
口
冊
決
。
名
物
考
初
篇
六
篇
、
九
、
十
、
十

一
、
十
二
篇
、
都
合
六
篇
不
足
。
右
柳
斎
嘱
。
名
物
考
六
篇
、
代
三
分
請

取
。

廿
二
日
晴
武
島
宗
甫
、
花
井
尚
斎
、
本
間
楊
亭
、
椋
田
玄
永
、
中
条
三

伯
、
村
松
良
仲
、
本
間
周
恭
来
論
医
。

廿
三
日
晴
製
猛
禾
丹
及
酒
剤
。

裁
書
キ
大
坂
博
多
屋
俊
十
郎

○
駿
河
定
飛
脚
京
屋
出
日
、
五
日
十
五
日
廿
五
日
。

○
小
諏
訪
市
川
魯
山
原
卜
沼
津
ノ
間
。

○
高
島
村
左
側
大
村
貫
道
栗
原
順
亭
宅
・
伊
達
周
節
息
郡
二
住
栗

原
近
村
向
貫
口
道
間
。

○
八
幡
村
増
田
良
右
衛
門
稲
川
お
と
じ
禿
）
嫁
ス
ル
宅
。
黄
瀬
川
之
東

也
。
沼
津
卜
三
島
之
間
也
。

○
七
子
銀
キ
セ
ル
（
Ｕ
手
前
持
領
之
通
．

○
広
尾
松
雲
寺
広
利
院
清
閑
和
尚
稲
川
先
生
墓
ア
リ

○
柳
屋
徳
）
呉
服
町
官
粉
揚
貴
妃
、
三
十
二
文
、
苗
苗
狗
）
ス
キ

汕
。

○
松
本
師
）
住
吉
町
パ
ヅ
チ
リ

右
三
品

廿
四
日
晴
弐
朱
両
替
。
弐
朱
ト
四
百
文
沢
屋
一
一
渡
。
士
伏
屋
久
七
来

会
晤

廿
五
日
半
晴
発
駿
府
。
一
弐
朱
両
替
内
六
百
文
荷
物
茶
代
渡

ス
。
一
弐
朱
興
津
一
一
テ
貞
二
へ
渡
、
一
弐
朱
蒲
原
一
一
テ
貞
二

へ
渡
。
壱
朱
宿
賃
。

廿
六
日
曇
発
蒲
原
至
箱
根
。
一
壱
分
貞
二
へ
渡
一
弐
分
三

島
一
一
テ
渡
、
一
三
朱
箱
根
宿
一
一
テ
渡
。

廿
七
日
曇
発
箱
根
至
大
磯
駅
。
一
弐
朱
小
田
原
一
一
テ
渡
一
壱

分
大
磯
止
宿
一
一
テ
渡
。

廿
八
日
雨
発
大
磯
至
川
崎
。
松
本
屋
庄
次
郎
訂
）
止
宿
。
内
二
三
人
之

お
松
、
お
金
、
お
そ
よ
と
云
婦
人
ア
リ
、
懇
意
也
。
程
ヶ
谷
弐
朱
貞

二
二
渡
。
川
崎
三
朱
渡

伊
藤
（
滝
野
）
玄
朴
泉
橋
通
東
へ
七
、
八
丁
衝
当
り
角
手
前
南
側
。
長

英
糀
町
二
丁
目
貝
坂
西
野
何
名
長
屋
住
居
。
林
ウ
タ
本
多
丹
下
様
内

密
城
。

廿
九
日
晴
江
戸
着
。
弐
朱
両
替
、
四
百
文
祝
儀
人
足
共
二
過
。

十
月

朔
一
訪
羽
沢
恢
堂
先
生
一
朱
。

二
日
陰
訪
宇
田
川
虚
）
、
西
村
、
又
、
至
榛
斎
先
生
隠
宅
、
入
夜
投
宿
。

三
日
雨
訪
野
村
藤
八
。

四
日
陰
訪
湊
弐
朱
両
替
内
五
匁
五
分
雪
駄
．
大
坂
斎
藤
へ
八
日
切
書

状
一
通
差
出
。
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五
日
雨
訪
足
立
丼
松
崎
弥
六
風
）
。
帰
路
訪
金
谷
良
輔
。

六
日
曇
早
状
一
通
博
多
屋
俊
十
郎
差
出
。

八
日
半
晴
一
朱
船
賃
．

青
地
林
宗
本
所
一
シ
目
松
井
町
、
渋
谷
淡
斎
馬
）
八
丁
堀
。

伊
藤
玄
朴
、
高
野
長
英
来
、
相
共
二
乗
船
訪
小
室
良
哉
弼
）
。

九
日
晴
訪
天
藤
止
宿
。

十
日
晴
朝
帰
湯
島
小
林
氏
（
Ｕ
、
此
日
自
浪
華
陸
荷
一
一
荷
到
着
。
金
三

両
一
分
弐
朱
賃
銭
払
、
同
壱
分
順
助
へ
旧
借
払
、
同
一
分
二
口
順
助
へ

為
吉
代
遣
、
同
七
匁
筆
一
箱
代
、
同
二
匁
八
口
玉
手
盃
代
、
同
三

百
文
カ
ジ
橋
ヨ
リ
湯
島
へ
持
運
代
、
同
壱
朱
船
賃
自
昌
平
至
土

橋
。此
日
移
寓
居
干
土
橋
。
二
百
文
荷
物
持
運
代
、
百
五
十
文
同
代
自

外
桜
田
至
湯
島
。

十
一
日
曇
訪
長
安
丼
長
篇
。
帰
路
訪
小
室
。
過
哺
時
雨
甚
．
入
夜

帰
深
川
。

十
二
日
陰
終
日
不
出
。
一
朱
為
足
袋
宇
氏
老
婆
、
二
百
文
宇
氏
僕

へ
ｏ

十
三
日
初
雪
自
午
後
晴
。
訪
小
室
、
見
売
居
宅
。
名
物
考
六
部
遣
駿
府
柳

斎
兄

十
四
日
名
物
考
四
部
送
掛
川
、
又
、
遣
書
大
坂
博
多
屋
。

芝
井
町
裏
通
り
西
良
久
会
津
屋
敷
前
、
越
後
賀
茂
森
田
佛
庵
当

時
佐
内
町
枝
田
屋
多
兵
衛
方
へ
書
状
差
出
之
事
、
止
宿
神
田
冨
山
町
二
丁

目
代
地
邑
楽
屋
小
七
。
江
戸
三
田
弐
丁
Ⅱ
長
岡
屋
庄
七
殿
内
源
兵

衛
中
村
源
太
郎
伜
。

十
五
日
訪
福
間
恵
廸
三
匁
菓
子
尤
遣
。

十
六
日
二
朱
。

十
七
日

十
八
日

十
九
日
訪
長
英
、
弐
朱
蒲
地
息
子
へ
・
夜
登
楼
一
分
。

廿
日
三
両
借
入
榛
斎
先
生
。
拾
両
藤
林
へ
遣
・
二
両
地
主
へ
手
附

金
。
右
二
通
り
造
ス
。

廿
一
日
名
物
考
六
部
代
三
分
、
先
生
へ
造
〕

廿
二
日
晴
訪
羽
沢
脈
堂
先
生
。
弐
朱
オ
ク
リ
カ
ン
キ
リ
恥
）
代
入
。

廿
三
日
一
分
二
朱
入
イ
ヘ
カ
コ
三
十
八
匁
代
。

廿
四
日
晴
弐
朱
鰻
代
。

廿
五
日
晴

廿
六
日
晴
訪
小
室
、
藤
助
。

廿
七
日
陰
懸
川
家
兄
書
状
着
．

廿
八
日
金
三
両
坪
井
信
道
ヨ
リ
借
用
、
来
十
一
月
十
一
日
迄
之
返
済
之

積
。
懸
川
家
兄
へ
書
状
差
出
ス
。
捜
之
方
没
架
竜
胆
木
香
白
正

桂
支
等
分
。
右
糊
丸
毎
日
服
一
銭
五
分
、
兼
用
マ
ク
ネ
シ
ア

廿
九
日
與
信
道
訪
小
室
、
帰
路
訪
長
英
。

晦
在
宿
。
十
一
月

朔
晴
訪
小
室
。

二
日
訪
金
子
、
小
室
、
藤
助
、
三
人
ト
ー
同
至
三
十
間
堀

江
戸
産
物
覚

圭
小
林
、
屯
松
崎
、
↓
披
斎
、
毛
足
立
、
記
河
野
、
一
若
林
、
至
林
半
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平
、
一
春
香
、
一
漠
長
安
、
一
滝
野
、
一
宇
田
川
父
子
一
天

満
屋
藤
八
一
同
新
八
一
同
藤
兵
衛
一
善
八
一
本
店
一

羽
公
一
野
口
一
お
う
た
一
出
島
屋
善
六
一
椎
名
一

桂
公

狭
共
口
瓶

一
五
井
斎
、
一
三
寛
五
、
一
一
冷
台
、
一
一
菊
文
、
一

一
瑞
見
、
一
一
高
原
一
一
井
上
。

熊
本
逗
留
中
入

一
金
五
両
米
田
監
物
殿
、
一
一
分
肴
代
、
同
一
朝
鮮
膳
同

一
壱
分
二
朱
吉
田
熊
太
、
一
弐
分
カ
ジ
利
右
衛
門
、
一
壱
朱

江
上
久
右
衛
門
、
一
九
百
八
十
文
曽
根
権
九
郎
、
一
三
匁
吉
永
、

一
壱
分
弐
朱
卜
廿
匁
白
瓶
四
シ
代
赤
間
関
伊
藤
圧
之
助
、
一
弐

朱
赤
穂
橋
本
甚
右
衛
門
一
壱
朱
赤
穂
茶
屋
や
を
一
弐
匁

赤
穂
ｌ
Ｉ
一
壱
分
姫
路
高
原
治
三
郎
、
一
壱
朱
石
田
弥
右

衛
門
、
一
姫
路
皮
三
徳
地
二
井
上
利
右
衛
門
五
月
朔
一
両
二

分
姫
路
高
原
助
太
夫
、
一
弐
朱
明
石
浜
田
屋
九
兵
衛
、
一
三

両
大
坂
肥
前
屋
、
七
日
一
壱
朱
一
弐
朱
、
八
日
一
弐
朱

同
壱
朱
、
九
日
一
壱
朱
一
弐
朱

（
空
欄
）

日
野
鼎
哉
京
都
東
洞
院
錦
口
上
ル
町

不
心
縁
者
呉
服
橋
門
秋
本
但
馬
守
門
杉
井
治
右
衛
門
、
浜
町
同
中

屋
敷
松
岡
政
兵
衛
。

註
解

鯛
大
久
保
熊
本
県
飽
託
郡
北
部
町
大
久
保

倒鯛 GD剛鯛鯛㈱“鯛 剛{11）㈹ 鋤

府
中
福
岡
県
三
井
郡
浅
井
町
昔
は
府
中
と
云
っ
た

松
崎
駅
福
岡
県
三
井
郡
小
郡
町
松
崎

伊
藤
杢
之
丞
伊
藤
杢
之
允
の
誤
か
杢
之
允
は
フ
ー
ノ
ン
デ
ル
ベ

ル
グ
と
の
苗
名
を
持
ち
シ
ー
ポ
ル
ト
先
生
参
府
の
節
厚
く
接
待
し

た
下
ノ
関
の
町
年
寄

舟
木
駅
山
口
県
厚
狭
郡
楠
町
舟
木

土
出
浦
埴
生
浦
（
ハ
ブ
ノ
ウ
ラ
）
と
も
書
く
山
口
県
厚
狭
郡
山
陽

町
埴
生

市
川
玄
伯
佐
藤
一
斎
宇
田
川
榛
斎
門
文
政
八
年
江
戸
よ
り
厚
狭

舟
木
に
帰
り
、
蘭
、
漢
学
塾
を
開
く
弘
化
二
年
朝
陽
館
学
頭
に
任

ぜ
ら
れ
る
。
嘉
永
五
年
段
五
十
七
歳
右
出
典
「
防
長
医
学
史
」

筋
ヶ
浜
下
関
市
筋
ヶ
浜
、
日
本
海
に
面
す

新
地
下
関
市
新
地
町

八
反
運
賃
帆
の
大
さ
八
反
あ
る
帆
船
に
よ
る
運
賃

名
村
善
十
郎
四
月
廿
六
、
廿
七
日
に
室
で
会
っ
た
名
村
氏
で
あ
ろ

う
。
呉
秀
三
著
「
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
」
文
中
文
政
九
年
三
月
八
日

室
で
先
生
に
面
会
し
た
医
師
名
村
ウ
ン
ソ
ウ
か

サ
ル
マ
ル
チ
ス
緑
熱
補
血
収
敞
剤
ハ
レ
リ
ア
ナ
纈
草
鎮
痛

剤
マ
グ
ネ
シ
ア
麻
屈
制
酸
剤
潟
下
剤
テ
レ
メ
ン
チ
ー
ナ

篤
梅
香
膏
薬
基
剤
タ
ル
タ
リ
ウ
ス
エ
メ
チ
吐
酒
石
往
疾
剤

吐
剤
七
一
豆
１
ミ
ッ
ト
ル
神
経
剤
鹿
角
精
腹
痛
痔
・
下

血
・
帯
下
に
効
あ
り

備
前
屋
小
三
郎
大
阪
の
薬
種
問
屋
？

海
野
海
野
予
介
号
石
窓
。
松
崎
棟
堂
先
生
の
高
弟
、
の
ち
掛
川
藩
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校
教
授
。

昆
陽
（
カ
ヤ
）
今
の
伊
舟
市
稲
野
町
附
近
の
古
い
地
名

楢
林
早
く
か
ら
大
坂
に
出
て
外
科
の
門
を
開
い
た
楢
林
か

広
千
字
文
国
書
総
目
録
に
よ
れ
ば
こ
の
害
は
現
存
し
な
い
が
権

田
直
助
著
の
広
千
字
文
音
訓
な
る
書
が
存
在
し
て
い
る
。

エ
イ
ス
ラ
ン
ド
モ
ス
エ
イ
ス
ラ
ン
ド
背
苦
味
健
胃
剤

ゼ
イ
ュ
イ
ン
海
葱
利
尿
剤

名
村
政
右
エ
門
木
記
事
は
姫
路
で
の
忠
者
達
へ
追
送
し
た
薬
品
に
関

す
る
も
の
四
月
四
Ⅱ
姫
路
で
診
察
し
た
患
者
名
と
薬
重
量
、
そ
の
代

金
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
推
定
す
れ
ば
名
村
政
右
エ
門
は

医
者
と
も
思
え
る
。
前
記
名
村
善
十
郎
名
村
ウ
ン
ソ
ウ
名
村
與
三

右
ェ
門
名
村
政
右
エ
門
の
各
人
名
は
合
せ
て
孜
え
る
が
よ
い

小
玉
小
玉
銀
、
豆
板
銀
丁
銀
と
も
云
う
一
箇
一
’
一
○
匁
の
丸

型
扁
平
の
鋳
銀
で
一
箇
の
目
方
概
ね
四
十
匁
の
文
字
銀
に
添
え
、
銀

包
一
枚
の
目
方
を
調
え
る
た
め
用
い
た
も
の

十
束
隆
見
十
束
井
斎
の
父

小
森
宗
二
小
森
桃
鳩
の
女
婿

木
村
啓
作
（
赤
沢
道
輔
事
）
京
都
で
会
っ
た
人
赤
沢
道
輔
、
坪
井
信

道
門
の
赤
沢
寛
輔
か
出
典
「
坪
井
信
道
の
生
涯
」
末
孜

ス
ト
ル
ク
戸
口
８
昌
写
『
ｇ
冒
望
腎
庁

ビ
シ
ャ
ン
ｘ
色
丘
胃
因
旨
彦
四
用

ゴ
ル
ト
ル
』
○
蔵
色
目
ご
男
旦
③
①
ｇ
●
訂
『

ス
ヘ
ル
ノ
辱
自
留
弓
○
シ
自
用
屋
○
ｍ
ｇ
『
国
’
邑
○

コ
ロ
ン
ボ
格
紬
僕
苦
味
収
敏
剤
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カ
ス
ヵ
リ
ル
ラ
ヵ
ス
ヵ
リ
ラ
皮
胃
腸
剤
増
血
剤

凝
水
石
潟
利
塩
と
ほ
ぼ
同
じ
下
剤

陳
宗
北
川
太
夫
神
宮
御
師
御
師
は
一
年
に
二
度
、
御
祓
、
大
麻
を

溝
の
家
々
に
配
布
し
、
ま
た
、
参
宮
の
折
の
宿
坊
と
な
っ
て
宿
泊
料

祈
謄
料
、
神
楽
料
を
徴
収
し
た
掛
川
戸
塚
家
受
持
の
御
師
か

チ
ソ
ッ
ト
鴎
目
○
己
シ
昌
合
●
①
弓
騎
ｍ
２

小
マ
ー
リ
ン
孑
一
命
『
旨
胃
冒
の
剛
仏
辞
蒋

キ
リ
ス
テ
ル
洗
腸
器

川
崎
旧
宇
治
山
田
に
接
す
る
小
港
。
当
時
参
宮
者
の
乗
船
す
る
帆
船

の
出
入
が
多
か
っ
た

葛
布
袴
地
遠
江
西
部
は
当
時
葛
布
の
生
産
が
盛
ん
で
あ
っ
た

柳
斎
兄
二
歳
年
長
の
兄
松
崎
陳
堂
先
生
に
師
事
し
昌
平
蟹
に
学

ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
後
、
奥
劣
斎
、
華
岡
随
賢
に
つ
い
て
学
び
、
駿
府

に
医
業
を
開
く
。
儒
医
、
「
柳
斎
遺
稿
」
あ
り
。

殿
様
太
田
資
始

テ
レ
メ
ン
懸
合
軟
膏
の
類
か

川
鍋
（
ハ
イ
ヶ
イ
）
大
槻
玄
沢
著
「
蘭
学
叩
錨
」

披
斎
狩
谷
披
斎
古
実
家

油
精
掛
川
の
油
商
戸
塚
家
出
入

葛
嶺
掛
川
の
人
中
村
姓
松
崎
怖
堂
の
老
門
人

堰
川
大
井
川
の
中
国
風
呼
称

欝
山
宇
都
峠
の
中
国
風
呼
称

稲
川
稲
河
の
誤
稲
河
は
山
梨
稲
川
（
後
出
）
の
長
子
が
継
い
だ
奉

幣
便
の
家
柄
の
家
従
っ
て
稲
川
死
去
（
文
政
九
年
、
静
海
留
学
中
）

（70）



『6W3『3”剛'9鯛鯛“田幽 81）鯛剛

に
対
す
る
吊
問

青
茶
屋
駿
府
の
冨
め
る
質
商
青
茶
屋
の
女
は
山
梨
稲
川
の
配

稲
川
お
と
じ
稲
川
は
山
梨
稲
川
怖
者
、
古
文
辞
学
者
、
仲
兄
柳
斎

の
配
の
父
。
お
と
じ
は
稲
川
の
三
女
登
自

七
子
銀
キ
セ
ル
粟
粒
を
並
べ
た
よ
う
な
細
粒
彫
の
銀
烟
管

帥
屋
呉
服
町
官
粉
揚
貴
妃
現
在
日
本
橋
通
二
丁
目
の
柳
屋
発
売

斎
（
静
海
の
江
戸
及
び
長
崎
滞
在
頃

遊
ん
だ
の
で
あ
ろ
う

宇
田
川
椿
庵
で
あ
ろ
う

榛
斎
先
生
隠
宅
深
川
万
年
橋
辺
り

首
薗
（
イ
ソ
ゥ
）
柿
き
油
の
名

朽
木
住
吉
町
パ
ッ
チ
リ
住
吉
町
（
今
の
人
形
町
付
近
）
朽
木

屋
（
役
者
市
川
家
と
関
係
深
し
）
の
襟
白
粉

松
本
屋
庄
次
郎
目
黒
、
駒
沢
、
大
森
、
川
崎
辺
り
は
松
崎
師
堂
先

生
が
知
友
を
連
れ
て
飲
桑
歩
い
た
処
だ
か
ら
、
榛
斎
門
に
い
た
頃
亮

斎
（
静
海
の
江
戸
及
び
長
崎
滞
在
頃
の
名
）
も
度
々
先
生
の
伴
を
し
て

柳
屋
呉
服
町
官
粉
揚
貴
妃

の
白
粉
の
名

首
薗
（
イ
ソ
ウ
）
柿
き
油
の
名

松
崎
弥
六
様
堂
先
生
の
息
内
桜
田
に
住
む

渋
谷
淡
斎
蘭
医

小
室
良
哉
宇
田
川
榛
斎
門
の
蘭
医
？
銀
座
三
丁
目
、
四
丁
目
住

（
出
典
「
係
堂
目
録
」
天
保
二
年
十
月
二
十
一
日
項
）

小
林
氏
掛
川
か
ら
同
道
し
て
き
た
小
林
順
助

オ
ク
リ
カ
ン
キ
リ
蜘
姑
石
利
尿
、
発
汗
剤
胃
痛
下
痢
止

十
一
月
例
会
十
一
月
二
十
五
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
呉
秀
三
先
生
の
あ
と
を
追
っ
て
岡
田
靖
雄

二
、
関
寛
斎
の
長
崎
在
学
日
記
小
川
鼎
三

十
二
月
例
会
十
二
月
十
六
日
（
土
）順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

（
十
二
月
例
会
は
蘭
学
資
料
研
究
会
と
の
合
同
で
行
わ
れ
た
）

一
、
杉
田
玄
白
の
「
鵠
斎
日
録
」
に
つ
い
て
松
崎
欣
一

二
、
独
逸
医
学
採
用
前
の
別
な
事
情
原
口
忠
男

（
会
務
）

三
、
一
フ
イ
デ
ン
の
瓦
菊
池
重
郎

｜
月
例
会
一
月
二
十
七
日
（
土
）
順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
国
分
寺
創
建
の
こ
と

ｌ
古
代
医
療
の
章
秋
山
房
雄

二
、
本
居
宣
長
の
医
史
学
的
考
察
高
橋
正
夫

（
本
講
演
は
原
著
と
し
て
二
十
五
巻
三
号
に
収
載
予
定
）

子
Ｌ
１
ｒ
ｉ
ｆ
、
ｊ
く
Ｉ
ｆ
、
Ｊ
く
ノ
Ｉ
１
ｉ
、
〃
、
Ｊ
ｆ
、
／
、
ソ
ｈ
ｊ
Ｉ
１
ｒ
、
ノ
ー
１
Ｊ
、
‐
ｆ
、
ノ
、
‐
ｆ
、
〃
４
‐
‐
Ｉ
く
Ｊ
ｈ

－
Ｉ
個
体
罎
便
俸
陰
例
桧
配
瘻

rワ1，
、0上ノ



広
島
大
学
医
学
部
で
は
、
昭
和
五
十
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
創
立
舟
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
計
画
し
た
医
学
資
料
館
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
昭
和

五
十
三
年
十
一
月
二
日
に
開
館
記
念
式
典
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

矢
村
卓
三
医
学
部
長
、
竹
山
晴
夫
学
長
の
挨
拶
、
広
島
市
長
、
広
島
県
医

師
会
長
、
同
窓
会
長
の
祝
辞
に
ひ
き
つ
づ
き
西
丸
和
義
本
学
元
教
授
の
「
医

学
資
料
館
の
開
館
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
」
と
、
上
山
英
明
和
歌
山
医
大
教

授
の
「
華
岡
青
洲
」
の
二
つ
の
記
念
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
式
典
終
了
後

に
資
料
館
入
口
に
お
い
て
学
長
と
医
学
部
長
が
テ
ー
プ
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ

て
、
出
席
者
全
員
が
館
内
を
見
学
し
た
。
館
長
に
は
藤
田
尚
男
が
就
任
し

た
。

本
資
料
館
は
、
昭
和
舟
二
年
に
医
学
部
が
呉
市
よ
り
広
島
市
霞
町
に
移
転

し
て
か
ら
約
二
十
年
間
用
い
ら
れ
て
来
た
、
明
治
四
十
三
年
よ
り
大
正
四
年

の
間
に
兵
器
廠
と
し
て
建
て
ら
れ
た
、
思
い
出
深
い
赤
レ
ン
ガ
の
一
つ
の
中

に
誕
生
し
た
。
そ
の
理
由
は
残
り
の
十
棟
あ
ま
り
の
赤
レ
ン
ガ
の
建
物
が
近

年
の
医
学
部
の
改
築
に
と
も
な
い
姿
を
消
す
こ
と
に
な
り
、
同
窓
会
の
問
に

「
赤
レ
ン
ガ
を
残
そ
う
」
と
い
う
熾
烈
な
声
が
海
は
い
と
し
て
起
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

広
島
大
学
医
学
部
医
学
資
料
館
の

開
館
に
つ
い
て

藤
田

尚

男

わ
れ
わ
れ
は
、
長
い
間
に
人
類
が
生
承
出
し
て
来
た
学
問
や
文
化
を
背
景

と
し
て
現
在
の
医
学
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
よ
く
自
覚
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。
欧
米
の
大
学
の
医
学
部
で
は
こ
の
よ
う
な
施
設
が
よ
く
ゆ
き
と
ど
い

て
い
る
。
医
学
の
教
育
や
研
究
は
こ
の
よ
う
な
史
的
基
盤
を
、
そ
し
て
、
そ

こ
か
ら
起
こ
る
医
の
倫
理
を
も
と
と
し
て
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
確
信
す

る
。
例
を
イ
タ
リ
ア
の
．
〈
ヴ
ィ
ア
（
配
く
徴
）
大
学
に
と
っ
て
象
よ
う
。
こ

こ
の
医
学
博
物
館
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
講
座
に
は
中
世
の
創
立
期
か
ら
現
在

ま
で
に
輩
出
し
た
多
く
の
学
者
の
像
、
そ
の
人
々
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
業
績

（
論
文
、
標
本
、
遺
品
な
ど
）
が
並
べ
ら
れ
数
百
年
の
偉
大
な
歴
史
が
年
輪

を
忘
れ
さ
せ
る
新
鮮
さ
で
せ
ま
っ
て
来
た
の
を
思
い
出
す
。
．
〈
ヴ
ィ
ア
大
学

を
通
じ
て
生
き
た
医
学
史
、
世
界
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
な
い
。
人
類
の
歩
ん
で
来
た
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
し
て
厳
粛
な
姿
が
そ
こ

に
は
あ
り
、
そ
し
て
医
学
を
や
る
も
の
の
使
命
感
を
湧
き
出
さ
せ
る
の
は
充

分
な
も
の
で
あ
っ
た
。
内
耳
の
構
造
で
有
名
な
コ
ル
チ
、
神
経
の
渡
銀
法
で

有
名
な
ゴ
ル
ジ
、
デ
ス
モ
ソ
ー
ム
を
発
見
し
た
ピ
ッ
ォ
シ
ェ
ロ
、
膜
迷
路
を

発
見
し
た
ス
ヵ
ル
パ
な
ど
何
十
人
、
何
百
人
も
の
学
者
の
名
と
顔
と
業
績
が

生
き
て
わ
れ
わ
れ
に
呼
び
か
け
て
く
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
科
学
史
博
物
館
に
足
を
踏
承

入
れ
る
と
国
『
Ⅱ
〆
を
発
見
し
た
ボ
イ
ル
、
コ
ル
ク
の
孔
を
細
胞
と
名
づ
け

た
ロ
》
ハ
ー
ト
・
フ
ッ
ク
、
万
有
引
力
を
発
見
し
た
ニ
ュ
ー
ト
ン
な
ど
の
多
く

の
業
績
が
生
き
生
き
と
し
て
わ
れ
わ
れ
に
働
き
か
け
、
楽
し
く
厳
し
く
努
力

す
べ
き
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
わ
が
国
の
大
学
の
ス
・
ヘ
ー

ス
や
設
備
を
か
え
り
ふ
る
と
過
去
も
未
来
も
な
く
、
現
在
に
だ
け
役
立
つ
よ

う
に
限
ら
れ
て
設
計
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
明
治
初
年
か

／写の、
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ら
欧
米
に
追
い
つ
け
と
の
掛
声
の
も
と
に
急
速
に
進
歩
し
て
来
た
医
学
は
、

た
し
か
に
現
時
点
の
競
走
に
お
い
て
は
欧
米
を
し
の
ぐ
と
こ
ろ
に
ま
で
達
し

た
．
し
か
し
、
医
学
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
が
「
現
在
」
の
采
に

生
き
て
お
り
、
ふ
り
か
え
っ
て
人
類
の
歩
ん
で
来
た
足
跡
を
理
解
し
、
未
来

を
創
造
す
る
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
眼
に
欠
け
て
い
る
よ
う
に
思
え
て

な
ら
な
い
。
こ
の
事
実
を
か
え
り
承
る
と
き
に
本
資
料
館
が
開
設
さ
れ
た
こ

と
の
意
義
は
思
い
な
か
ば
に
過
ぎ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

第
一
展
示
室
は
約
二
一
六
平
方
米
で
世
界
の
医
学
史
、
日
本
の
医
学
史
、
・

広
島
県
の
医
学
史
、
広
島
大
学
医
学
部
の
歴
史
を
物
語
る
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー

ナ
ー
に
わ
け
ら
れ
て
い
る
。

世
界
の
医
学
史
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
古
代
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
が
ガ
レ
ヌ
ス
を

は
じ
め
と
し
て
、
中
世
を
経
て
ル
ネ
サ
ン
ス
期
か
ら
現
在
に
至
る
著
名
な
学

者
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
と
略
歴
が
示
さ
れ
、
ま
た
一
五
四
三
年
に
出
さ
れ
た
古

典
と
し
て
最
も
有
名
な
人
体
解
剖
書
で
あ
る
ア
ン
ド
レ
ァ
ス
・
・
ヘ
サ
リ
ゥ
ス

の
フ
ァ
ブ
リ
カ
（
復
刻
版
）
を
は
じ
め
と
し
て
耳
管
（
欧
氏
管
）
を
発
見
し

た
オ
イ
ス
タ
キ
オ
や
、
毛
細
血
管
を
発
見
し
た
マ
ル
ピ
ギ
ー
の
著
書
な
ど
が

眼
を
惹
く
。
こ
の
当
時
の
古
書
は
高
価
で
あ
り
、
そ
の
展
示
は
充
分
と
は
い

え
な
い
が
壁
に
か
け
ら
れ
た
大
き
い
年
表
を
対
照
す
る
と
大
ざ
っ
ぱ
な
世
界

歴
史
の
流
れ
が
把
握
で
き
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

江
戸
時
代
ま
で
の
日
本
の
医
学
は
中
国
に
負
う
所
が
大
き
い
。
中
国
最
古

の
医
学
書
で
あ
る
「
内
経
」
や
「
傷
寒
論
」
の
写
本
、
日
本
最
古
の
医
学
害

で
あ
る
、
平
安
時
代
に
丹
波
康
頼
に
よ
り
出
さ
れ
た
「
医
心
方
」
（
復
刻
版
）

を
は
じ
め
数
多
く
の
江
戸
時
代
の
医
学
書
が
説
明
と
と
も
に
日
本
の
医
学
史

コ
ー
ナ
ｉ
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
順
を
追
っ
て
歩
け
ば
漢
方
医
学
に
は
じ
ま

り
西
洋
医
学
の
伝
来
を
経
て
明
治
時
代
の
医
学
に
至
る
ま
で
の
い
き
さ
つ
が

お
の
ず
と
か
ぎ
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
世
界
に
誇
る

麻
酔
医
、
華
岡
青
洲
に
つ
い
て
は
と
く
に
コ
ー
ナ
ー
を
も
う
け
、
そ
れ
に
ち

な
む
書
や
図
が
示
さ
れ
て
い
る
。

広
島
県
の
生
ん
だ
偉
大
な
医
学
者
と
し
て
は
、
ま
ず
「
万
病
一
毒
論
」
の

吉
益
東
洞
と
、
シ
ー
ポ
ル
ト
と
ゆ
か
り
の
深
い
眼
科
学
で
あ
る
土
生
玄
碩
を

あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
や
や
く
わ
し
い
略
歴
、
ほ
と
ん

ど
す
べ
て
の
業
績
が
肖
像
画
と
と
も
に
飾
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
明
治
以
後
に

つ
い
て
は
、
呉
秀
三
、
冨
士
川
淋
、
永
井
潜
な
ど
の
ゆ
か
り
の
写
真
や
業
績

が
郷
土
の
誇
と
し
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

広
島
大
学
医
学
部
の
歴
史
を
示
す
「
－
－
ナ
ー
は
、
主
に
。
ハ
ネ
ル
を
用
い
、

明
治
初
期
に
発
足
し
廃
校
に
な
っ
た
広
島
医
学
校
と
、
昭
和
廿
年
に
開
校
さ

れ
た
医
学
専
門
学
校
が
医
科
大
学
と
な
り
、
医
学
部
と
な
る
問
に
、
県
下
の

寺
院
や
病
院
な
ど
を
転
倉
と
し
た
跡
と
を
ふ
り
か
え
る
よ
う
に
で
き
て
い

る
。
い
わ
ば
写
真
で
ゑ
る
本
学
部
の
発
展
史
で
あ
る
。
ま
た
、
開
校
当
時
に

発
行
さ
れ
た
学
術
雑
誌
や
、
思
い
出
深
い
紛
争
の
歴
史
を
物
語
る
書
類
な
ど

も
陳
列
さ
れ
て
い
る
。

第
二
展
示
室
は
約
一
五
八
平
方
米
で
医
学
部
各
講
座
の
資
料
を
示
す
部
屋

に
な
っ
て
い
る
。
各
講
座
あ
て
一
個
ず
つ
の
展
示
ケ
ー
ス
に
講
座
の
歴
史
、

業
績
、
現
在
の
研
究
活
動
を
示
す
資
料
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
の
教
室

の
発
展
と
と
も
に
そ
れ
を
誇
る
資
料
が
増
え
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
が
自
覚
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
資
料
館
が
単
に
古
い
も
の
を

集
め
る
だ
け
に
終
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
資
料
館
は
医

学
の
教
育
や
研
究
に
大
い
に
活
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
人
類
が
生
柔
出
し
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て
来
た
医
学
の
発
展
の
あ
と
を
た
ど
る
こ
と
は
、
明
日
の
医
学
の
進
む
べ
き

道
を
さ
し
示
す
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
医
学
お
よ
び
医
学
に
た
ず

さ
わ
る
も
の
は
技
術
以
前
に
こ
の
こ
と
を
充
分
に
自
覚
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

例
え
ば
、
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
生
理
学
や
化
学
を
学
ぶ
と
き
に
イ
ン
シ
ュ
リ
ン

発
見
に
ま
つ
わ
る
昏
昌
畠
と
岸
隆
の
物
語
を
知
る
だ
け
で
も
こ
の
物
質

に
対
す
る
、
そ
し
て
ホ
ル
モ
ン
全
体
に
対
す
る
、
ま
た
糖
尿
病
患
者
に
対
す

る
関
心
が
深
ま
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
本
資
料
館
は
古

文
書
の
展
示
の
承
で
な
く
医
学
の
歴
史
に
関
す
る
内
外
の
図
書
も
で
き
う
る

限
り
購
入
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
医
学
史
に
関
す
る
世
界
お
よ
び

日
本
の
雑
誌
Ｃ
Ｏ
匡
昌
己
吻
）
も
揃
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
大

い
に
活
用
さ
れ
、
本
資
料
館
が
医
学
史
の
研
究
の
場
と
な
る
こ
と
も
大
き
い

使
命
の
一
つ
で
あ
る
と
信
ず
る
。
本
資
料
館
を
利
用
し
て
医
史
学
に
関
す
る

優
れ
た
論
文
や
学
会
発
表
が
出
て
く
る
こ
と
を
強
く
希
望
し
て
い
る
。

古
よ
り
、
多
く
の
先
輩
は
「
医
師
の
倫
理
」
と
も
い
う
べ
き
、
医
学
に
た

づ
さ
わ
る
も
の
に
と
っ
て
大
切
な
「
教
え
」
を
説
い
て
来
て
い
る
。
「
ヒ
ポ

ク
ラ
テ
ス
の
誓
」
は
、
多
く
の
欧
米
の
大
学
で
は
医
学
生
の
、
ハ
イ
ブ
ル
と
さ

れ
、
卒
業
式
に
学
生
に
配
布
さ
れ
、
「
誓
」
を
立
て
さ
せ
る
と
こ
ろ
さ
え
あ

る
と
き
い
て
い
る
し
、
わ
が
国
で
も
緒
方
洪
庵
は
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
内
科

書
の
中
に
あ
る
医
師
の
教
え
を
要
訳
し
「
扶
氏
医
戒
之
略
」
と
し
て
適
塾
の

門
下
生
に
守
る
べ
き
道
を
示
さ
れ
た
。
資
料
館
開
館
に
さ
い
し
て
は
記
念
と

し
て
「
扶
氏
医
戒
之
略
」
を
出
席
者
に
配
布
し
た
。

本
資
料
館
の
完
成
に
は
、
医
学
部
と
同
窓
会
が
一
体
と
な
っ
て
示
し
た
意

欲
、
古
文
書
の
寄
贈
を
含
む
医
師
会
の
深
い
理
解
が
大
き
い
力
に
な
っ
た
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
本
館
は
遠
い
理
想
に
向
っ
て
ス
タ
ー

昭
和
五
十
三
年
十
月
二
十
二
日
午
後
三
時
よ
り
和
田
啓
十
郎
顕
彰
碑
の
除

幕
式
が
行
わ
れ
た
。
松
陰
神
社
宮
司
に
よ
る
神
祭
の
後
、
和
田
啓
十
郎
の
次

男
和
田
元
震
氏
に
よ
り
除
幕
さ
れ
、
日
本
東
洋
医
学
会
会
長
山
田
光
胤
氏
の

〃
念
願
の
顕
彰
碑
″
が
出
来
た
喜
び
の
挨
拶
と
地
元
中
央
区
役
所
担
当
官
及

び
中
央
区
会
議
員
の
挨
拶
、
和
田
元
震
氏
の
謝
辞
、
そ
し
て
日
本
東
洋
医
学

会
よ
り
中
央
区
図
書
館
へ
図
書
寄
贈
が
行
わ
れ
て
除
幕
式
は
終
了
し
た
。

和
田
啓
十
郎
（
一
八
七
二
’
一
九
一
六
）
は
東
京
日
本
橋
浜
町
二
丁
目
十

二
番
地
で
漢
方
医
と
し
て
開
業
し
、
日
本
の
伝
統
医
学
で
あ
る
漢
方
医
学

が
、
明
治
以
降
衰
退
し
て
い
く
の
を
愁
い
て
、
明
治
四
十
三
年
「
医
界
の
鉄

椎
」
を
自
費
出
版
し
、
漢
方
医
学
の
復
興
を
呼
び
か
け
た
。
こ
の
本
に
接
し

た
湯
本
求
眞
を
始
め
多
く
の
医
師
が
漢
方
医
学
を
学
び
、
今
日
の
漢
方
隆
盛

へ
の
道
を
拓
い
た
。

こ
の
た
び
の
顕
彰
碑
は
、
和
田
啓
十
郎
宅
跡
の
西
側
に
面
す
る
東
京
都
中

央
区
日
本
橋
浜
町
二
丁
目
浜
町
自
然
公
園
の
中
に
建
立
さ
れ
た
。
撰
文
は
日

本
東
洋
医
学
会
副
会
長
寺
師
睦
宗
氏
で
、
碑
文
の
表
は
大
塚
敬
節
氏
（
北
里

研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
長
）
の
書
で
「
漢
方
医
学
復
興
之
地
」

と
大
言
し
て
あ
り
、
裏
に
は
矢
数
道
明
氏
（
東
亜
医
学
協
会
理
事
長
）
の
害

で
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

ト
を
切
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
資
料
も
設
備
も
き
わ
め
て
貧
弱
で
あ
る
。
永
遠
に

発
展
し
、
所
期
の
目
的
に
か
な
う
べ
く
大
い
に
努
力
致
し
た
い
。

和
田
啓
十
郎
顕
彰
碑
建
立

蔵
方
宏
昌
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和
田
啓
十
郎
先
生
は
漢
方
医
学
が
ま
さ
に
絶
滅
せ
ん
と
し
た
と
き
こ
の

地
に
お
い
て
衣
を
薄
う
し
食
を
粗
に
し
て
得
た
る
資
金
を
以
て
明
治
四

十
三
年
医
界
の
鉄
椎
を
自
費
出
版
し
漢
方
医
学
の
復
興
に
起
ち
上
っ
た

今
や
漢
方
再
興
の
気
運
に
際
会
し
先
生
の
旧
跡
に
碑
を
建
て
そ
の
偉

業
を
顕
彰
す
る
も
の
で
あ
る

昭
和
五
十
三
年
十
月
十
日

日
本
東
洋
医
学
会

東
亜
医
学
協
会

（
九
五
頁
よ
り
続
く
）

そ
の
他

刺
青
の
資
料
大
矢
全
節
日
本
医
史
学
雑
誌
一
一
三
（
二
）
二
三
一
１

二
三
五
一
九
七
七

医
学
用
語
の
起
り

霊
芝
小
川
鼎
三
９
３
ｓ
（
四
七
）
一
九
七
七

バ
セ
ド
ウ
氏
病
小
川
鼎
三
９
３
国
（
四
六
）
一
九
七
七

ハ
シ
モ
ト
氏
病
小
川
鼎
三
９
８
国
（
四
五
）
二
一
九
七
七

狭
心
症
小
川
鼎
三
９
８
ｓ
（
四
八
）
一
九
七
七

式
後
、
銀
座
キ
ヤ
ピ
タ
ル
ホ
テ
ル
で
、
和
田
元
震
氏
の
「
父
和
田
啓
十
郎

の
思
い
出
話
」
と
大
塚
敬
節
・
矢
数
道
明
両
氏
の
「
和
田
啓
十
郎
及
び
医
界

の
鉄
椎
」
に
つ
い
て
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

な
お
「
医
界
の
鉄
椎
」
は
昭
和
四
十
六
年
、
中
国
漢
方
医
学
書
刊
行
会

（
東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
三
の
六
の
八
高
橋
ビ
ル
。
日
中
医
薬
協
議
会
内

定
価
四
千
円
）
よ
り
復
刻
さ
れ
た
。

日
本
医
史
学
会

書撰

寺
師
睦
宗

大
塚
敬
節

矢
数
道
明

｜’
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医
学
教
育

薩
摩
に
お
け
る
医
学
教
育
朝
倉
哲
彦
脳
神
経
外
科
五
（
一
○
）
一

○
○
一
’
一
○
○
二
一
九
七
七

薩
摩
の
医
学
教
育
佐
藤
八
郎
鹿
児
島
市
医
報
一
六
（
五
）
五
’
一

二
一
九
七
七

米
国
に
お
け
る
女
子
医
学
生
の
急
増
長
門
谷
洋
治
日
本
医
事
新
報

（
二
七
六
五
）
九
六
’
九
七
一
九
七
七

医
学
思
想
史

日
本
人
の
疾
病
観
私
考
（
前
編
）
（
そ
の
一
’
二
）
石
原
明
経
絡
治

療
（
四
七
）
二
○
’
二
七
、
（
四
八
）
一
五
’
二
○
一
九
七
六
一

九
七
七

医
学
総
論
近
年
に
お
け
る
医
学
思
想
の
動
向

生
命
と
細
胞
中
村
隆
ク
リ
’
一
シ
ア
ン
一
三
（
一
二
）
七
四
’
七

八
一
九
七
六

全
体
性
の
原
理
中
村
隆
ク
リ
ニ
シ
ア
ン
二
四
（
二
）
八
七
’
九

一
一
九
七
七

医
療
器
具

わ
が
国
に
お
け
る
哺
乳
器
の
歴
史
的
考
察
（
会
）
加
藤
翠
小
児
保
健

研
究
三
五
（
五
）
二
六
九
一
九
七
七

鉄
漿
つ
け
道
具
に
つ
い
て
河
越
逸
行
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
四

（
三
）
一
○
’
一
三
一
九
七
七

医
史
学
関
係
文
献
目
録
（
項
目
五
十
音
順
）

薬
篭
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
（
三
三
三
）
一
九
七
七

ヘ
ー
デ
ン
が
小
石
第
二
郎
に
贈
っ
た
顕
微
鏡
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会

報
（
三
三
○
）
一
九
七
七

駕
篭
酒
井
シ
‘
シ
○
国
昌
○
夢
ｚ
二
四
（
三
ハ
ニ
）
一
一
九
七
七

薬
ピ
ン
酒
井
シ
ヅ
ｏ
目
昌
○
国
Ｚ
二
四
（
二
五
七
）
二
’
三
一

九
七
七

顕
微
鏡
の
歴
史
と
発
達
田
中
新
一
い
ず
承
二
四
（
一
）
二
四
’
二

五
一
九
七
七

遠
く
の
物
を
大
き
く
見
る
田
中
新
一
い
ず
承
二
四
（
二
）
二
六

’
二
七
一
九
七
七

顕
微
鏡
の
は
じ
め
田
中
新
一
い
ず
承
一
一
四
（
四
）
二
二
’
二
三

一
九
七
七

極
小
世
界
を
知
る
器
械
田
中
新
一
い
ず
染
二
四
（
五
）
二
四
’

二
五
一
九
七
七

単
式
顕
徴
鏡
の
出
現
田
中
新
一
い
ず
家
一
一
四
（
六
）
三
○
’
三

一
一
九
七
七

揺
藍
期
の
顕
微
鏡
田
中
新
一
い
ず
承
一
一
四
（
七
）
二
八
’
二
九

一
九
七
七

顕
微
鏡
レ
ン
ズ
の
発
達
田
中
新
一
い
ず
承
二
四
（
一
○
）
二
六

’
二
七
一
九
七
七

注
射
に
関
す
る
書
誌
的
研
究
（
四
）
補
遺
寺
畑
喜
朔
科
学
医
学
資
料

研
究
（
四
一
）
九
’
一
二
一
九
七
七

臨
床
検
査
機
器
の
最
近
の
動
向
富
田
仁
己
『
侭
粋
冨
⑦
呂
旦
ｚ
①
老
吻

（
五
一
二
）
一
’
五
一
九
七
七
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身
近
な
医
療
器
具
の
歴
史
森
重
孝
准
看
護
婦
資
格
試
験
一
六
（
一

二
）
一
八
’
三
○
一
九
七
七

医
療
制
度
史

古
代
医
療
官
人
制
の
基
礎
的
考
察
新
村
拓
日
本
歴
史
（
三
五
一
）

五
六
’
七
六
一
九
七
七

過
去
の
医
療
・
未
来
の
医
療
武
見
太
郎
済
生
（
五
七
三
）
八
’
一

四
一
九
七
七

健
康
保
険
法
施
行
五
○
周
年
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
承
一
○
○
（
六
）

五
○
八
一
九
七
七

西
欧
に
お
け
る
医
薬
分
業
成
立
の
背
景
安
江
政
一
薬
史
学
雑
誌
一

二
（
一
）
七
’
一
四
一
九
七
七

衛
生
学
史

南
海
寄
帰
内
法
伝
に
承
ら
れ
る
医
学
ｌ
特
に
個
人
衛
生
に
つ
い
て
杉
田

暉
道
日
本
医
史
学
雑
誌
二
三
（
四
）
四
六
○
’
四
六
六
一
九
七
七

日
本
の
労
働
災
害
・
職
業
病
史
ｌ
戦
前
に
お
け
る
労
働
者
の
取
り
組
承
の
特

徴
Ｉ
須
田
和
子
医
学
評
論
（
五
六
）
四
四
’
四
九
一
九
七
七

母
子
衛
生
行
政
の
胎
生
期
瀬
木
三
雄
産
婦
人
科
の
世
界
二
九
（
四
）

一
三
五
’
一
三
七
、
（
五
）
一
三
三
’
一
三
五
、
（
六
）
一
二
三
’
一
二
四
、

（
七
）
二
五
’
二
七
一
九
七
七

江
戸
時
代
の
食
生
活
と
病
気
（
一
）
立
川
昭
二
月
刊
百
科
（
一
七

五
）
一
二
’
一
七
一
九
七
七

江
戸
時
代
の
平
均
寿
命
立
川
昭
二
Ｑ
８
ｓ
（
四
六
）
一
六
’
一
七

一
九
七
七

江
戸
時
代
に
お
け
る
鉱
山
病
ｌ
『
日
本
人
の
病
歴
」
覚
書
立
川
昭
二

北
里
大
学
教
養
部
紀
要
（
二
）
一
九
六
’
一
八
三
一
九
七
七

半
世
紀
前
の
女
教
員
長
門
谷
洋
治
日
本
医
事
新
報
（
二
七
八
一
）

六
九
一
九
七
七

医
学
校
卒
業
生
名
簿
か
ら
死
亡
・
生
残
表
を
つ
く
る
丸
山
博
統
計
学

三
二
一
九
七
七

幕
末
か
ら
明
治
初
年
の
ア
メ
リ
カ
の
労
働
衛
生
三
浦
豊
彦
労
働
衛
生

一
八
（
二
）
四
六
’
四
九
一
九
七
七

新
社
会
衛
生
史
ノ
ー
ト

〃
か
る
た
〃
と
か
る
た
職
人
三
浦
豊
彦
労
働
衛
生
一
八
（
一
）

四
六
’
四
九
一
九
七
七

松
本
良
順
著
山
内
豊
城
校
註
『
養
生
法
』
三
浦
豊
彦
労
働
衛
生

一
八
（
三
）
四
六
’
四
九
一
九
七
七

労
働
衛
生
学
史
序
説

一
九
世
紀
半
ば
か
ら
明
治
初
期
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
の
労
働
衛
生

学
の
進
歩
、
日
本
の
技
術
導
入
と
外
人
産
業
医
、
幕
末
西
洋
衛
生
言

三
浦
豊
彦
労
働
科
学
五
三
（
一
）
一
三
’
二
九
一
九
七
七

イ
ギ
リ
ス
の
医
学
工
場
監
督
官
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
労
働
衛
生
学
、
そ

し
て
官
営
富
岡
製
糸
所
の
フ
ラ
ン
ス
人
産
業
医
三
浦
豊
彦
労
働
科

学
五
三
（
三
）
一
八
七
’
一
九
七
一
九
七
七

明
治
初
年
の
生
野
銀
山
の
フ
ラ
ン
ス
人
産
業
医
、
ド
イ
ツ
医
学
の
導
入
、

陸
海
軍
の
身
体
検
査
の
は
じ
ま
り
三
浦
豊
彦
労
働
科
学
五
三

（
五
）
三
一
五
’
三
二
九
一
九
七
七

鉱
山
労
働
者
と
友
子
同
盟
の
発
生
、
明
治
初
年
の
印
刷
局
診
療
所
、
最
初

の
職
業
衛
生
概
論
三
浦
豊
彦
労
働
科
学
五
三
（
七
）
四
○
九
Ｉ
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四
一
九
一
九
七
七

黄
燐
マ
ッ
チ
と
燐
中
毒
、
衛
生
学
の
日
本
へ
の
導
入
三
浦
豊
彦
労

働
科
学
五
三
（
八
）
四
六
三
’
四
七
四
一
九
七
七

繊
維
産
業
の
勃
興
と
そ
の
労
働
、
「
身
体
労
働
論
」
の
銚
訳
、
後
藤
新
平

の
「
職
業
衛
生
法
」
三
浦
豊
彦
労
働
科
学
五
三
（
九
）
五
四
一

’
五
五
一
一
九
七
七

明
治
時
代
の
高
温
環
境
、
塵
挨
吸
引
病
、
鉱
夫
肺
病
に
つ
い
て
の
論
文

三
浦
豊
彦
労
働
科
学
五
三
（
一
○
）
五
八
九
’
六
○
一
一
九
七
七

大
日
本
私
立
衛
生
会
の
設
立
、
後
藤
新
平
と
衛
生
行
政
、
足
尾
銅
山
の
発

展
と
労
働
衛
生
三
浦
豊
彦
労
働
科
学
五
三
（
一
二
）
七
三
七
’

七
四
八
一
九
七
七

解
剖
史

人
の
首
の
模
型
を
め
ぐ
る
出
あ
い
緒
方
富
雄
科
学
医
学
資
料
研
究

（
四
ご
三
’
六
一
九
七
七

己
匡
の
及
び
葛
煙
唱
①
『
共
編
「
病
理
解
剖
学
総
論
」
蘭
訳
原
書
蒲
原
宏

新
潟
県
医
師
会
報
（
三
二
五
）
一
九
七
七

解
体
新
書
の
諏
訳
に
参
照
し
た
書
物
（
上
）
（
下
）
酒
井
シ
ヅ
科
学
医

学
資
料
研
究
（
四
三
）
一
’
五
、
（
四
四
）
五
’
七
一
九
七
七

い
わ
ゆ
る
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
研
究
酒
井
恒
日
本
医
師
会
雑

誌
七
七
二
三
四
’
二
四
○
一
九
七
七

江
戸
時
代
の
解
剖
図
と
京
都
画
家
杉
立
義
一
京
都
芸
術
家
（
一
八

六
）
三
八
Ｉ
四
二
一
九
七
七

東
洋
文
庫
所
蔵
の
桃
山
時
代
解
剖
之
図
に
つ
い
て
（
会
）
松
尾
信
一
、

村
井
秀
夫
日
本
獣
医
学
会
八
三
回
講
演
要
旨
集
一
六
九
一
九
七
七

詞
昌
。
ご
匙
四
目
固
目
豆
骨
巴
冨
①
号
。
烏
甘
爵
島
乏
閏
の
自
画
且
国
画
吻
目
旨

少
昌
凹
５
日
百
閃
。
鴨
罵
蜀
”
因
ｚ
○
国
日
本
医
史
学
雑
誌
二
三
（
三
）

一
’
二
五
一
九
七
七

学
会
・
医
師
会

第
一
七
回
日
本
先
天
異
常
学
会
総
会
の
展
望
と
抱
負
池
田
高
良
冒
信

砕
胃
＆
言
昌
ｚ
①
乏
唖
（
五
二
九
）
一
’
二
一
九
七
七

第
三
一
回
日
本
超
音
波
医
学
会
研
究
発
表
会
を
ふ
り
返
っ
て
井
川
正
男

ロ
『
岳
陣
昌
の
島
邑
ｚ
の
ミ
“
（
五
三
四
）
一
’
二
一
九
七
七

医
学
関
係
学
会
総
会
の
展
望
第
一
七
回
日
本
核
医
学
会
総
会
岡
本
十
二

郎
胃
凋
陣
胃
の
島
。
匙
ｚ
①
ぐ
く
“
（
五
四
二
）
一
’
二
一
九
七
七

第
二
七
回
日
本
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
総
会
の
展
望
川
上
保
雄
ロ
『
拐
陣

冒
只
胃
巳
ｚ
の
ミ
唾
（
五
四
三
）
一
’
二
一
九
七
七

第
一
三
回
国
際
心
臓
血
管
学
会
総
会
の
展
望
と
抱
負
榊
原
汗
厚
侭

陣
昌
＆
§
］
Ｚ
ｎ
乏
睦
（
五
三
三
）
五
一
九
七
七

第
一
九
回
日
本
老
年
医
学
会
の
展
望
と
抱
負
田
内
久
厚
晶
陣
昌
。
‐

Ｓ
の
己
ｚ
①
言
い
（
五
三
一
）
一
’
二
一
九
七
七

第
二
五
回
日
本
化
学
療
法
学
会
総
会
西
浦
常
雄
厚
侭
陣
旨
、
島
。
巳

ｚ
の
葛
吻
（
五
二
六
）
一
’
二
一
九
七
七

第
一
七
回
日
本
胸
部
疾
患
学
会
の
抱
負
萩
原
忠
文
厚
・
侭
砕
員
。
島
‐

の
己
ｚ
９
急
（
五
一
三
）
一
’
二
一
九
七
七

第
九
回
日
本
臨
床
電
子
顕
微
鏡
学
会
・
の
展
望
と
抱
負
橋
本
正
淑
目
●
岳

陣
昌
命
島
邑
ｚ
の
葛
ぃ
（
五
三
五
）
一
’
二
一
九
七
七

第
七
六
回
日
本
皮
膚
科
学
会
総
会
の
展
望
と
抱
負
籏
野
倫
胃
侭
鮮

冨
ｏ
島
、
こ
ｚ
①
乏
顕
（
五
一
七
）
一
’
二
一
九
七
七

（78）



第
一
八
回
日
本
脈
管
学
会
総
会
の
展
望
と
抱
負
林
四
郎
冒
侭
停

冒
且
月
旦
ｚ
①
嶌
唖
（
五
四
五
）
一
’
二
一
九
七
七

日
本
医
学
会
各
分
科
会
総
会
の
展
望
と
抱
負
第
三
○
回
日
本
胸
部
外
科
学

会
総
会
早
田
義
博
己
昌
侭
陣
巨
③
監
邑
ｚ
①
言
い
（
五
三
○
）
三
’

五
一
九
七
七

医
学
関
係
学
会
総
会
の
展
望
第
二
四
回
日
本
臨
床
病
理
学
会
総
会
福

岡
良
男
冒
侭
騨
昌
の
ｇ
ｏ
匙
ｚ
の
乏
吻
（
五
四
二
）
三
’
五
一
九
七
七

第
六
回
国
際
細
胞
学
会
議
の
展
望
と
抱
負
増
淵
一
正
冒
侭
騨
昌
の
‐

ｓ
ｏ
巳
ｚ
ｏ
乏
伽
（
五
一
五
）
一
’
二
一
九
七
七

第
二
九
回
日
本
産
婦
人
科
学
会
の
展
望
と
抱
負
九
嶋
勝
司
冒
漏
鮮

更
［
①
Ｓ
ｃ
里
ｚ
①
葛
、
（
五
一
八
）
一
’
二
一
九
七
七

日
本
医
学
会
分
科
会
総
会
の
展
望
と
抱
負
第
一
○
回
日
本
消
化
器
外
科
学

会
総
会
光
野
孝
雄
胃
畠
鮮
冨
。
呂
邑
ｚ
①
乏
唾
（
五
三
○
）
一
’

二
一
九
七
七

日
本
神
経
学
会
ご
局
侭
騨
冒
。
ｇ
ｏ
巴
ｚ
９
之
睦
（
五
二
）
一
‐
Ｉ
二
一

九
七
七

日
本
衛
生
動
物
学
会
冒
掲
粋
昌
の
島
旦
ｚ
ｏ
建
吻
（
五
一
四
）
一
’

二
一
九
七
七

日
本
医
学
会
各
学
会
訪
問
日
本
脈
管
学
会
ご
閏
侭
鮮
昌
の
島
邑
ｚ
⑦
乏
函

（
五
一
九
）
一
’
二
一
九
七
七

日
本
胸
部
疾
患
学
会
ロ
『
侭
騨
昌
巳
§
胃
ｚ
ｇ
く
い
（
五
一
三
）
一
’
二

一
九
七
七

第
二
八
回
日
本
医
史
学
会
総
会
酒
井
恒
保
健
通
信
（
二
五
二
）

一
九
七
七

学
会
記
医
史
学
会
酒
井
恒
日
本
医
事
新
報
（
二
七
八
五
）
四
八

’
五
一
一
九
七
七

日
本
医
療
団
史
抄
住
原
克
彦
社
会
保
障
三
一
（
九
三
六
）
二
二
’

二
三
、
（
九
三
七
）
二
四
’
二
五
、
（
九
三
八
）
二
○
’
二
一
、
（
九
三
九
）

四
二
’
四
三
一
九
七
七

第
二
七
回
万
国
外
科
学
会
議
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
み
一
○
三
（
一
）

一
八
’
一
九
一
九
七
七

国
際
医
史
学
会
の
旅
本
間
邦
則
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
五
（
二
）

一
○
’
一
二
一
九
七
七

眼
科
史

白
内
障
手
術
七
六
○
○
余
例
の
回
顧
落
合
文
平
眼
科
臨
床
医
報
七

一
（
二
）
二
一
’
二
六
一
九
七
七

眼
科
医
川
室
道
一
に
与
え
た
ヘ
ボ
ン
先
生
の
墨
跡
蒲
原
宏
新
潟
県
医

師
会
報
（
三
二
七
）
一
九
七
七

角
膜
縫
合
釘
に
つ
い
て
思
う
こ
と
桑
原
安
治
図
書
（
三
三
二
）
三

○
’
三
三
一
九
七
七

ン
国
営
○
曼
具
○
℃
言
冒
一
冒
○
さ
磐
胃
さ
用
吾
⑦
○
胃
口
旨
幽
呂
］
画
も
色
目

聖
局
属
蟹
冨
】
日
本
医
史
学
雑
誌
一
一
三
（
一
）
一
九
’
四
三
一
九

七
七

日
本
散
瞳
薬
伝
来
史
福
島
義
一
・
銀
海
（
七
四
）
二
○
’
二
四
、
（
七

五
）
二
九
’
三
二
一
九
七
七

世
界
初
の
白
内
障
摘
出
手
術
山
賀
勇
北
海
道
医
療
新
聞
（
三
四
三
）

四
一
九
七
七

看
護
史
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保
助
看
法
三
○
年
を
顕
ゑ
て
将
来
へ
の
課
題
を
考
え
る
金
子
光
看
護

技
術
（
三
一
七
）
四
二
’
五
○
一
九
七
七

西
南
の
役
百
年
・
博
愛
社
の
救
護
活
動
に
つ
い
て
中
野
操
日
本
医
事

新
報
（
二
七
九
六
）
六
三
’
六
七
一
九
七
七

第
一
六
回
国
際
看
護
協
会
大
会
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
承
一
○
二

（
己
一
八
一
九
七
七

切
手
書
画
に
み
る
医
学
史

石
と
貝
（
医
師
会
）
の
図
（
中
田
瑞
穂
筆
）
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会

報
（
三
二
九
）
一
九
七
七

神
農
像
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
（
三
一
三
）
一
九
七
七

沢
田
敬
義
筆
「
鐘
埴
」
図
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
（
三
二
六
）

一
九
七
七

あ
る
出
島
蘭
館
銅
牌
拓
本
の
話
中
野
好
夫
図
書
（
三
三
二
）
五
七

’
六
三
一
九
七
七

世
界
の
医
学
切
手

第
一
四
回
ｚ
号
巴
授
賞
鬮
臥
具
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
み
一
○

○
（
三
）
一
九
七
七

着
爾
胃
ａ
①
一
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
一
○
○
（
八
）
一
九
七

七呼
目
畠
と
冨
騨
ｏ
］
の
＆
（
一
九
二
三
年
の
ｚ
８
ｇ
受
賞
者
）
古
川

明
医
学
の
あ
ゆ
承
一
○
○
（
一
二
）
一
九
七
七

葛
筐
２
国
昌
言
く
目
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
一
○
一
（
三
）

一
九
七
七

・
葛
”
唱
旬
＆
診
胃
。
鴉
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
ぷ
一
○
一
（
八
）
一

九
七
七

○
冨
号
唾
昌
８
胃
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
象
一
○
’
（
一
二
）

一
九
七
七

屍
口
邑
層
乱
胃
旨
日
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
糸
一
○
二
（
三
）

一
九
七
七

国
節
目
品
》
国
○
門
Ｑ
）
ｇ
］
昌
国
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
一
○
二

（
八
）
、
（
一
二
）
一
九
七
セ

ァ
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
国
○
画
扮
畠
と
序
百
尾
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
ゑ

一
○
三
（
三
）
一
九
七
七

偲
脚
吻
巨
。
昌
圃
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
一
○
三
（
八
）
一
九
七

七
外
科
史

「
瘍
医
新
書
」
の
研
究
大
鳥
蘭
三
郎
日
本
医
史
学
雑
誌
二
三
（
一
）

一
’
一
二
、
（
四
）
四
八
一
’
四
八
五
一
九
七
七

形
成
外
科
の
歴
史
（
図
説
）
鬼
塚
卓
弥
医
学
の
あ
ゆ
承
一
○
｜

（
四
）
中
付
一
九
七
七

胸
部
外
科
の
変
遷
斎
藤
漠
日
本
臨
床
外
科
医
学
会
雑
誌
三
八
（
一
）

一
’
六
一
九
七
七

苫
芦
駕
国
富
旨
目
○
○
斤
鴨
呈
普
侭
８
昌
唖
の
創
立
五
○
年
古
川
明
医

学
の
あ
ゆ
ぷ
一
○
二
（
六
・
七
）
四
七
○
一
九
七
七

脊
柱
側
弩
症
の
保
存
的
療
法
保
存
的
療
法
の
歴
史
と
動
向
山
内
裕
雄

脊
椎
変
形
医
学
書
院
一
九
七
七
、
一
五
五
’
一
六
八

細
菌
学
史

藤
野
。
日
本
細
菌
学
史
藤
野
恒
三
郎
日
本
臨
床
三
四
（
二
一
）
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三
五
四
一
’
三
五
五
一
、
三
五
（
一
）
九
九
’
一
○
八
、
（
六
）
三
二

五
’
二
二
二
八
一
九
七
六
、
一
九
七
七

産
婦
人
科
史

水
子
調
査
道
中
記
東
順
子
大
法
輪
二
月
号
二
○
四
’
二
○
九

一
九
七
七

熱
田
坂
に
お
け
る
産
育
真
田
恵
子
西
郊
民
俗
（
七
七
）
一
九
、
（
七

八
）
一
四
’
一
五
、
（
七
九
）
一
四
’
一
五
一
九
七
七

歯
学
史

ピ
エ
ー
ル
フ
ォ
ー
シ
ャ
ー
ル
著
「
外
科
歯
科
医
」
の
著
者
序
文
に
つ
い
て

（
そ
の
一
）
大
前
義
文
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
五
（
一
）
一

九
’
一
二
一
九
七
七

「
竜
骨
」
と
北
京
原
人
新
藤
恵
久
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
五
（
二
）

六
’
九
一
九
七
七

ス
シ
ュ
ル
タ
に
承
え
る
歯
科
学
杉
本
茂
春
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究

会
（
一
九
）
二
五
’
二
九
一
九
七
七

日
本
公
衆
衛
生
雑
誌
創
刊
号
に
承
ら
れ
る
医
学
史
的
事
実
高
橋
英
司
、

高
橋
忠
興
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
五
（
一
）
四
四
’
四
九
一
九

七
七

中
国
に
お
け
る
欠
歯
の
風
習
に
つ
い
て
戸
出
一
郎
日
本
歯
科
医
史
学

会
灸
誌
五
（
一
）
五
○
’
五
七
一
九
七
七

は
象
が
き
の
話
本
郷
の
兼
康
と
芝
の
兼
康
長
谷
川
正
康
日
本
歯
科

評
論
（
四
一
四
）
一
七
五
’
一
八
七
一
九
七
七

日
本
歯
科
大
新
潟
歯
学
部
に
〃
資
料
室
″
開
く
本
間
邦
則
新
潟
日
報

一
九
七
七

歯
料
医
学
発
達
史
（
上
）
あ
け
ぼ
の
時
代
か
ら
近
代
歯
科
学
の
確
立
ま
で

正
木
正
毎
日
ラ
イ
フ
八
（
四
）
九
二
’
一
○
二
一
九
七
七

川
柳
に
承
ら
れ
る
歯
科
医
療
風
俗
史
谷
津
三
雄
、
出
地
弘
、
松
本
好
正
、

中
村
一
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
四
（
三
）
一
四
’
一
八
、
五
（
二
）

一
’
五
一
九
七
七

歯
科
に
お
け
る
ハ
リ
麻
酔
の
基
礎
的
研
究
ｌ
特
に
韓
国
に
お
け
る
針
灸
に
つ

い
て
佐
藤
幸
恵
、
村
木
春
長
、
大
場
重
信
、
小
川
準
、
谷
津
三
雄

日
本
歯
科
医
史
学
会
為
誌
五
（
一
）
二
’
八
一
九
七
七

歯
科
と
文
芸
・
口
〆
ご
○
閨
の
解
題
焼
田
志
図
夫
、
江
川
為
明
、
谷

津
徳
男
、
谷
津
三
雄
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
五
（
一
）
二
二
’
三

九
一
九
七
七

わ
が
国
に
お
け
る
最
初
の
学
童
口
腔
診
査
統
計
成
績
表
栗
山
稔
、
藤
井

敏
博
、
小
川
準
、
谷
津
三
雄
日
本
歯
科
医
史
学
会
炎
誌
五
（
一
）
九

’
一
八
一
九
七
七

日
本
に
お
け
る
近
代
麻
酔
の
発
達
谷
津
三
雄
、
古
谷
尚
武
、
江
川
為
明
、

谷
津
徳
雄
日
本
歯
科
医
史
学
会
灸
誌
五
（
一
）
三
○
’
四
三
一
九

七
七

歯
牙
の
衛
生
（
京
都
府
歯
科
医
師
会
編
）
に
つ
い
て
武
藤
優
子
、
古
谷

尚
武
、
鬼
塚
誠
、
谷
津
三
雄
日
本
歯
科
医
史
学
会
灸
誌
五
（
一
）
五

八
’
六
四
一
九
七
七

小
学
人
体
問
答
害
出
版
の
時
代
考
証
谷
津
三
雄
、
藤
井
敏
博
、
江
川
為

明
、
谷
津
徳
雄
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
四
（
三
）
三
’
九
一
九

七
七

教
師
用
の
小
学
人
体
問
答
書
谷
津
三
雄
、
大
場
重
信
古
谷
尚
武
、
鬼
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塚
誠
日
本
歯
科
医
史
学
会
右
誌
四
（
三
）
二
四
’
三
○
一
九
七
七

史
跡

印
象
記
メ
キ
シ
コ
医
学
の
遺
産
を
訪
ね
て
江
川
義
雄
産
婦
人
科
の
世
界

二
九
（
六
）
三
七
’
三
九
一
九
七
七

そ
の
と
き
ど
き
に

コ
ス
島
と
わ
た
し
と
の
む
す
び
つ
き
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
ぷ

一
○
三
（
六
）
五
四
六
一
九
七
七

獣
医
学
史

乳
肉
衛
生
か
ら
桑
た
獣
医
事
行
政
の
一
鮒
恩
田
博
日
本
獣
医
史
学
雑

誌
（
一
○
）
二
一
’
二
七
一
九
七
七

近
世
日
本
の
牛
疫
流
行
史
に
関
す
る
研
究
岸
浩
日
本
獣
医
史
学
雑

誌
（
一
○
）
一
’
五
一
九
七
七

明
治
初
年
当
時
の
牛
疫
診
断
に
関
す
る
史
的
研
究
ｌ
日
本
人
医
師
の
牛
疫
診

断
Ｉ
岸
浩
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
（
二
）
一
’
一
四
一
九
七

上
競
争
馬
に
対
す
る
鍼
術
の
応
用
に
つ
い
て
桐
沢
正
好
日
本
獣
医
史
学

雑
誌
（
一
○
）
一
○
’
一
三
一
九
七
七

獣
医
史
の
中
の
評
伝
の
位
置
坂
本
勇
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
（
一
○
）

二
八
’
三
二
一
九
七
七

「
阿
蘭
陀
も
花
に
来
に
け
り
馬
に
鞍
芭
蕉
」
の
獣
医
史
的
考
察
坂
本

勇
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
（
二
）
三
七
’
四
三
一
九
七
七

江
戸
期
に
お
け
る
犬
病
考
島
田
謙
造
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
（
二
）

一
五
’
二
三
一
九
七
七

馬
書
多
禮
倶
良
長
尾
壮
七
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
（
一
○
）
六
’
九

一
九
七
七

馬
医
絵
巻
の
類
型
に
つ
い
て
村
井
秀
夫
、
松
尾
信
一
、
白
井
恒
三
郎

日
本
獣
医
史
学
雑
誌
（
二
）
二
三
’
三
○
一
九
七
七

計
都
留
伝
か
ら
ぷ
た
二
五
○
年
前
の
蘭
方
獣
医
学
の
側
面
（
第
二
報
）

間
庭
秀
信
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
（
一
○
）
一
四
’
二
○
一
九
七
セ

タ
カ
の
化
身
Ｉ
荒
磯
明
神
（
馬
神
）
考
間
庭
秀
信
日
本
獣
医
史
学
雑

誌
（
二
）
三
一
’
三
六
一
九
七
七

書
誌
学

大
野
高
校
保
管
「
ド
ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
↓
、
」
蘭
文
序
文
の
一
節
の
考
察
岩

治
勇
一
福
井
県
医
師
会
だ
よ
り
一
九
七
七

森
田
干
庵
著
「
天
花
弁
」
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
（
三
三
一
）

一
九
七
七

シ
ー
ポ
ル
ト
の
『
江
戸
参
府
旅
行
中
の
日
記
』
斎
藤
信
科
学
医
学
資

料
研
究
（
四
○
）
四
’
六
一
九
七
七

ケ
ソ
・
ヘ
ル
「
日
本
誌
」
に
記
述
さ
れ
た
日
本
の
自
然
酒
井
恒
ケ
ン
。
ヘ

ル
著
弓
胃
国
駕
Ｏ
ｑ
。
ご
画
冒
ロ
刊
行
二
五
○
年
記
念
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版

解
説
二
’
二
六
一
九
七
七

鈴
木
祐
一
と
そ
の
著
書
「
義
手
足
纂
論
」
武
智
秀
夫
日
本
医
史
学
雑

誌
二
三
（
四
）
四
四
四
’
四
五
九
一
九
七
七

太
素
経
に
つ
い
て
戸
田
一
盛
漢
方
の
臨
淋
二
四
（
一
二
）
八
’
一

二
一
九
七
七

古
医
書
を
た
ず
ね
て
中
泉
行
正
銀
海
（
七
二
）
、
（
七
三
）
、
（
七
四
）

一
二
’
一
九
、
（
七
五
）
九
’
一
六
一
九
七
七

（82）



ケ
ン
。
ヘ
ル
著
弓
胃
国
鷺
○
曼
旦
愚
肩
口
刊
行
二
五
○
年
記
念
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
版
解
説
沼
田
次
郎
、
酒
井
恒
雄
松
堂
書
店
一
九
七
七

シ
ー
ポ
ル
ト
「
日
本
」
の
書
誌
学
的
検
討
を
終
っ
て
藤
田
喜
六
科
学

医
学
資
料
研
究
（
四
○
）
二
’
四
一
九
七
七

石
阪
惟
寛
・
明
治
一
○
年
西
南
役
『
鞍
頭
日
録
』
守
屋
正
日
本
医
事

新
報
（
二
七
八
八
）
五
九
’
六
二
、
（
二
七
八
九
）
六
四
’
六
六
、
（
二
七

九
○
）
六
三
’
六
五
、
（
二
七
九
一
）
六
八
’
七
○
、
（
二
七
九
二
）
六
七

’
七
○
、
（
二
七
九
三
）
六
七
’
七
○
、
（
二
七
九
四
）
七
○
’
七
四
一

九
七
七

歯
科
麻
酔
学
書
の
書
誌
学
的
研
究
（
第
二
報
）
焼
田
志
図
夫
日
本
歯

科
医
史
学
会
会
誌
四
（
三
）
一
九
’
二
三
一
九
七
七

人
名
録

江
戸
今
世
「
医
家
人
名
録
」
大
滝
紀
雄
日
本
医
事
新
報
（
二
七
九

九
）
五
九
’
六
一
、
（
二
八
○
○
）
六
六
’
七
○
一
九
七
七

束
京
大
学
医
学
部
別
課
生
卒
業
生
名
簿
酒
井
シ
ヅ
、
鈴
木
滋
子
川
本

医
史
学
雑
誌
二
三
（
一
）
七
○
’
七
九
一
九
七
七

精
神
科
史

精
神
衛
生
法
岡
田
靖
雄
現
代
精
神
医
学
大
系
第
五
巻
Ｃ
精
神
科
治

療
学
Ⅲ
三
五
一
’
三
九
七
一
九
七
七

日
本
に
お
け
る
精
神
医
学
の
歴
史
金
子
嗣
郎
看
護
技
術
（
三
○
五
）

一
’
八
一
九
七
七

ド
ロ
シ
ア
デ
ィ
ッ
ク
ス
と
近
代
日
本
の
精
神
病
院
の
淵
源
鈴
木
芳
次
、

浦
野
シ
一
、
看
護
二
九
（
五
）
二
一
二
’
一
四
○
一
九
七
七

平
安
時
代
の
必
身
症
ｌ
藤
原
道
長
を
中
心
と
し
て
服
部
敏
良
日
本
医

史
学
雑
誌
二
三
（
三
）
三
二
一
’
三
三
○
一
九
七
七

ア
ル
コ
ー
ル
症
と
禁
酒
運
動
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
一
○
三
（
六
）

五
○
五
一
九
七
七

生
物
学
史

「
生
体
単
位
」
概
念
の
有
効
性
市
村
浩
生
物
学
史
研
究
（
三
一
）

三
三
’
四
○
一
九
七
七

〃
生
命
の
家
″
と
そ
の
住
人
た
ち
碓
井
益
雄
生
物
学
史
研
究
（
三

一
）
一
九
’
二
二
一
九
七
七

生
物
学
史
研
究
会
の
歴
史
鈴
木
善
次
生
物
学
史
研
究
（
三
一
）
一

’
五
一
九
七
七

日
本
に
お
け
る
生
物
学
史
と
農
学
史
筑
波
常
治
生
物
学
史
研
究
（
三

一
）
一
五
’
一
八
一
九
七
七

日
本
の
生
物
学
史
一
九
四
一
’
一
九
七
五
中
村
禎
里
生
物
学
史
研
究

（
三
一
）
六
’
一
○
一
九
七
七

生
態
学
の
発
展
過
程
ｌ
植
物
生
態
学
を
中
心
に
し
て
広
井
敏
男
生
物

学
史
研
究
（
三
一
）
二
三
’
三
二
一
九
七
七

カ
ブ
ト
ガ
’
一
と
医
学
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
一
○
’
（
一
）
一
六

ｔ
一
七
一
九
七
七

現
代
生
物
学
史
①
松
永
俊
男
・
石
館
三
枝
子
・
鈴
木
善
次
・
米
本
昌
平

科
学
史
研
究
一
六
（
一
二
二
）
六
五
’
七
三
一
九
七
七

生
物
学
史
と
医
学
史
の
間
矢
部
一
郎
生
物
学
史
研
究
（
三
一
）
一

一
’
一
四
一
九
七
七

西
洋
医
学
史

ア
ラ
ビ
ア
科
学
の
開
花
（
続
）
錬
金
術
と
医
学
伊
東
俊
太
郎
自
然
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三
二
（
一
）
一
○
五
’
二
五
一
九
七
七

粘
土
板
に
書
か
れ
た
医
学
井
上
清
恒
創
健
生
活
一
九
（
四
）
二

’
一
三
一
九
七
七

医
・
薬
学
の
履
歴
書

超
経
験
的
な
理
論
を
排
し
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
医
学
鵜
野
誠
新
医
療

四
（
二
）
五
六
’
五
七
一
九
七
七

外
科
医
は
若
い
人
に
限
る
と
主
張
し
た
ケ
ル
ス
ス
鵜
野
誠
新
医
療

四
（
三
）
八
○
’
八
一
一
九
七
七

ヴ
ェ
ス
ビ
ァ
ス
噴
火
で
死
す
百
科
全
書
の
プ
リ
｝
一
ウ
ス
鵜
野
誠
新

医
療
四
（
四
）
二
六
’
二
七
一
九
七
七

ァ
ス
ク
レ
ピ
ァ
デ
ス
が
ギ
リ
シ
ャ
医
学
を
ロ
ー
マ
に
移
植
鵜
野
誠

新
医
療
四
（
五
）
九
六
’
九
七
一
九
七
七

ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
ロ
『
．
国
．
聾
の
長
座
ノ
イ
エ
・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

（
一
）
一
二
’
一
七
一
九
七
七

西
欧
医
学
者
遣
聞

ロ
ン
ド
ン
の
町
医
者
シ
デ
ナ
ム
（
１
）
テ
ー
ム
ズ
河
畔
と
シ
デ
ナ
ム
の

生
い
立
ち
吉
岡
達
夫
東
洋
薬
事
報
一
八
（
四
）
二
三
’
二
六

一
九
七
セ

ロ
ン
ド
ン
の
町
医
者
シ
デ
ナ
ム
（
Ⅱ
）
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
学
ぶ
ロ
ン

ド
ン
の
．
へ
ス
ト
と
大
火
事
吉
岡
達
夫
東
洋
薬
事
報
一
八
（
五
）

二
三
’
二
六
一
九
七
七

臨
床
講
義
の
創
始
者
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
（
１
）
医
学
と
植
物
学
の
殿
堂

ラ
イ
デ
ン
大
学
吉
岡
達
夫
東
洋
薬
事
報
一
八
（
六
）
二
三
’
二

六
一
九
七
七

臨
床
講
義
の
医
学
者
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
（
Ⅱ
）
吉
岡
達
夫
東
洋
薬
事

報
一
八
（
七
）
二
三
’
二
六
一
九
七
七

ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
と
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ラ
ー
Ｉ
近
代
医
学

文
献
学
と
生
理
学
の
創
始
者
吉
岡
達
夫
東
洋
薬
事
報
一
八
（
八
）

二
三
’
二
六
一
九
七
七

病
理
解
剖
学
の
創
始
者
モ
ル
ガ
ー
ニ
吉
岡
達
夫
東
洋
薬
事
報
一

八
（
九
）
二
三
’
二
六
一
九
七
七

磁
気
催
眠
術
療
法
の
医
者
メ
ス
メ
ル
吉
岡
達
夫
東
洋
薬
事
報
一

八
（
一
○
）
二
三
’
二
六
一
九
七
七

一
八
世
紀
の
医
事
衛
生
の
話
吉
岡
達
夫
東
洋
薬
事
報
一
八
（
一

一
）
二
三
’
二
六
、
（
一
二
）
二
三
’
二
六
一
九
七
七

パ
リ
学
派
の
医
学
者
た
ち
吉
岡
達
夫
東
洋
薬
事
報
一
九
（
一
）

二
三
’
二
六
、
（
二
）
二
三
’
二
六
一
九
七
七

ブ
ル
タ
ー
｝
－
１
生
ま
れ
の
医
学
者
・
ラ
エ
ン
ネ
ッ
ク
吉
岡
達
夫
東

洋
薬
事
報
一
九
（
三
）
二
三
’
二
六
一
九
七
七

生
理
学
史

医
学
の
散
歩
道
（
一
五
）
血
液
の
循
環
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ハ
ー
ヴ
ェ
ー
の

研
究
を
中
心
と
し
て
堀
江
健
也
練
馬
区
医
師
会
だ
よ
り
（
二

二
）
八
’
一
五
一
九
七
七

あ
る
心
臓
電
気
生
理
学
者
の
面
影
ｌ
故
・
前
野
哲
夫
博
士
に
つ
い
て
Ｉ
木

村
栄
一
、
須
磨
幸
蔵
日
本
医
事
新
報
二
七
九
二
一
九
七
七

零
ヘ
ル
麻
蝉
の
原
著
小
林
武
夫
耳
鼻
咽
喉
科
四
九
（
九
）
七
七
’
八

○
一
九
七
七

地
方
史
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回
想
録
ｌ
鹿
児
島
医
界
五
○
年
を
顧
承
て
有
馬
巌
鹿
児
島
市
医
報

一
六
（
三
）
二
三
’
二
五
、
（
四
）
一
四
’
一
六
、
（
五
）
二
○
’
二
二
、

（
六
）
一
七
’
一
九
、
（
七
）
二
九
’
三
○
、
（
九
）
一
二
’
二
二
、
（
一

○
）
一
九
’
二
○
、
（
二
）
一
六
’
一
七
一
九
七
七

「
大
野
洋
学
館
」
の
蘭
文
会
読
得
点
表
岩
治
勇
一
福
井
県
医
師
会
だ

よ
り
（
一
七
二
）
二
一
’
二
二
一
九
七
七

研
究
メ
モ
大
野
藩
御
用
留
よ
り
医
学
関
係
二
題
岩
治
剪
一
福
井
県

医
師
会
だ
よ
り
（
一
八
○
）
一
八
一
九
七
七

福
井
藩
解
剖
記
録
「
女
屍
解
試
略
次
」
岩
治
勇
一
福
井
県
医
師
会
だ

よ
り
（
一
八
一
）
二
二
一
九
七
七

浄
信
寺
の
「
挺
命
散
」
版
木
に
つ
い
て
岩
治
勇
一
福
井
県
医
師
会
だ

よ
り
（
一
八
二
）
一
四
一
九
七
七

屯
田
兵
村
の
医
療
方
波
見
康
雄
北
海
道
医
療
新
聞
（
三
三
四
）
四

一
九
七
七

佐
渡
国
分
寺
薬
師
如
来
像
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
（
三
三
二
）

一
九
七
七

顔
面
神
経
麻
蝉
を
表
現
し
た
佐
渡
の
春
駒
面
称
原
宏
新
潟
兜
医
師
会

報
（
三
二
四
）
一
九
七
七

岩
国
藩
の
御
典
医
庄
司
忠
山
口
県
医
学
会
雑
誌
（
二
）
二
三
三

’
二
三
四
一
九
七
七

日
本
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
防
長
の
医
家
（
会
）
田
中
助
一
山
口
県

医
学
会
誌
（
二
）
八
’
一
○
一
九
七
七

日
野
郡
の
た
た
ら
製
鉄
と
林
野
利
用
の
歴
史
に
つ
い
て
中
尾
鉱
日
野

文
化
八
一
九
七
七

房
総
の
医
史
略
平
野
馨
資
料
の
広
場
（
八
）
二
’
一
三
一
九
七

七「
気
違
い
の
湯
」
Ｉ
定
義
温
泉
の
歴
史
間
書
昼
田
源
四
郎
日
本
医
史

学
雑
誌
一
一
三
（
三
）
三
七
○
’
三
八
○
一
九
七
七

明
治
期
宮
城
県
黒
川
郡
医
師
会
の
草
葬
を
ひ
ら
い
た
先
覚
ｌ
特
に
吉
井
震
太

郎
、
虎
之
助
父
子
村
主
巌
日
本
医
事
新
報
（
二
七
七
五
）
五
九

’
六
一
一
九
七
七

房
総
慶
応
以
前
の
医
家
一
覧
資
料
の
広
場
（
八
）
一
四
’
二
七
一

九
七
七

房
総
医
家
年
表
資
料
の
広
場
（
八
）
二
八
’
六
○
一
九
七
七

房
総
古
医
書
解
題
資
料
の
広
場
（
八
）
六
一
’
六
六
一
九
七
七

千
葉
県
医
学
史
関
係
文
献
解
題
資
料
の
広
場
（
八
）
六
七
’
七
○

一
九
七
七

医
界
風
土
記

奈
良
県
生
薬
学
、
本
草
学
発
祥
の
起
源
奈
良
東
大
寺
正
倉
院
の
香
薬
、

漢
薬
石
崎
直
司
日
医
ニ
ュ
ー
ス
（
三
八
七
）
一
九
七
七

束
京
都
桜
井
郁
二
郎
ｌ
明
治
の
産
婦
人
科
Ｉ
石
原
力
日
医
｝
一
ユ
ー

ス
（
三
七
五
）
一
九
七
七

群
馬
県
群
馬
県
の
医
師
た
ち
折
茂
恵
二
郎
日
医
｝
一
ユ
ー
ス
（
三

七
七
）
一
九
七
七

北
海
道
屯
田
兵
村
と
医
療
方
波
見
康
雄
日
医
｝
豆
－
ス
（
三

七
一
）
一
九
七
七

山
形
県
米
沢
藩
の
解
剖
事
蹟
北
条
元
一
日
医
ニ
ュ
ー
ス
（
三

七
九
）
一
九
七
七
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山
梨
県
山
梨
の
生
ん
だ
聖
医
小
川
正
子
嶋
崎
紀
代
子
日
医
一
夏

－
ス
（
三
八
○
）
一
九
七
七

京
都
府
賀
川
玄
悦
と
正
常
胎
位
の
発
見
杉
立
義
一
日
医
一
一
ユ
ー

ス
（
三
七
八
）
一
九
七
七

大
分
県
中
津
藩
典
医
村
上
玄
水
富
田
達
夫
日
医
｝
一
ユ
ー
ス
（
三

七
○
）
一
九
七
七

埼
玉
県
わ
が
国
最
初
の
帝
王
切
開
西
田
芳
治
Ⅱ
医
ニ
ュ
ー
ス

（
三
八
こ
一
九
七
七

高
知
県
土
佐
の
国
、
医
学
小
史
町
田
速
雄
川
医
｝
一
ユ
ー
ス
（
三

八
九
）
、
（
三
九
○
）
一
九
七
七

青
森
県
津
軽
と
阿
片
と
麻
酔
松
木
明
知
日
医
ニ
ュ
ー
ス
（
三

八
四
）
、
（
三
八
五
）
、
（
三
八
六
）
一
九
七
七

滋
賀
県
水
原
三
折
松
永
勝
日
医
一
一
ユ
ー
ス
（
三
七
六
）
一
九

七
七
鹿
児
島
県
（
上
）
種
痘
の
普
及
に
努
力
し
た
洋
方
医
森
重
孝
日

医
一
一
ユ
ー
ス
（
三
八
二
）
一
九
七
七

愛
知
県
近
代
医
学
に
開
花
し
た
藤
浪
一
門
吉
川
芳
秋
日
医
一
三

－
ス
（
三
六
九
）
一
九
七
七

長
崎
医
学
史
ノ
ー
ト

長
崎
助
産
看
護
史
略
年
表
補
遺
中
西
啓
長
崎
県
医
師
会
報
（
三

七
二
）
、
（
三
七
三
）
一
九
七
七

強
哉
矯
中
西
啓
長
崎
県
医
師
会
報
（
三
七
四
）
一
○
一
九
七

上幕
末
期
の
島
原
の
医
師
中
西
啓
長
崎
県
医
師
会
報
（
三
七
五
）

二
三
一
九
七
七

「
通
辞
方
記
録
」
中
の
薬
種
（
一
）
、
（
二
）
中
西
啓
長
崎
県
医
師

会
報
（
三
七
六
）
二
三
、
（
三
七
七
）
九
一
九
七
七

紅
毛
医
述
序
中
西
啓
長
崎
県
医
師
会
報
（
三
七
八
）
一
七
一

九
七
七

平
戸
商
人
の
長
崎
薬
方
間
書
中
西
啓
長
崎
県
医
師
会
報
（
三
七

九
）
一
六
、
（
三
八
○
）
二
○
、
（
三
八
一
）
二
○
一
九
七
七

シ
ー
ポ
ル
ト
渡
来
時
の
通
詞
中
西
啓
長
崎
県
医
師
会
報
（
三
八

二
）
二
九
一
九
七
七

南
方
絵
油
法
中
西
啓
長
崎
県
医
師
会
報
（
三
八
三
）
一
三
一

九
七
七

伝
記
（
個
）

野
口
の
業
績
を
ど
う
評
価
す
る
か
秋
元
寿
恵
夫
胃
冒
昌
匡
ご
○
‐
シ
号
四
胃
①

六
（
三
’
四
）
一
二
五
’
二
一
二
一
九
七
七

菅
野
順
の
こ
と
浅
井
卓
夫
森
鴎
外
記
念
会
通
信
（
四
○
）
六
一

九
七
七

森
林
太
郎
の
一
文
よ
り
ｌ
飲
食
と
健
康
飯
淵
康
雄
臨
床
栄
養
五
○

（
三
）
二
六
九
’
二
七
五
一
九
七
七

北
小
路
家
文
書
に
つ
い
て
今
谷
明
史
林
六
○
（
二
）
一
九
七
七

華
岡
門
人
加
藤
龍
庵
先
生
医
学
資
料
調
査
報
告
岩
治
勇
一
福
井
県
医

師
会
だ
よ
り
（
一
七
六
）
四
六
一
九
七
七

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
研
究
の
ひ
と
ふ
し
薄
井
坦
子
総
合
看
護
一
二

（
四
）
五
’
一
九
一
九
七
七

石
田
憲
吾
と
そ
の
遺
稿
江
川
義
雄
広
島
医
学
二
九
（
六
）
五
四
Ｉ
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五
六
、
（
七
）
一
二
八
’
一
三
○
、
（
八
）
一
○
七
’
一
○
九
、
（
九
）
一

○
四
’
一
○
六
、
（
一
○
）
七
九
’
八
一
、
（
二
）
六
六
’
六
八
、
三
○

（
一
）
一
○
一
’
一
○
三
、
（
二
）
六
二
’
六
四
、
（
三
）
二
三
’
二

五
一
九
七
六
’
一
九
七
七

石
田
憲
吾
遺
稿
江
川
義
雄
広
島
医
学
三
○
（
一
）
一
○
一
’
一
○

三
、
（
二
）
一
七
四
’
一
七
六
、
（
三
）
三
二
一
’
三
二
三
一
九
七
七

菅
原
道
真
王
丸
勇
日
本
医
事
新
報
（
二
七
七
四
）
五
九
’
六
○

一
九
七
七

そ
の
と
き
ど
き
に

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
木
の
下
で
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
ぷ
一
○
｜

（
九
）
六
七
三
一
九
七
七

そ
の
と
き
ど
き
に

故
今
田
見
信
君
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
み
一
○
一
一
（
一
○
）
七

二
三
一
九
七
七

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
レ
ッ
叙
勲
関
係
文
書
に
つ
い
て
小
形

利
彦
日
本
大
学
山
形
高
等
学
校
研
究
紀
要
（
一
○
）
一
’
八
一
九

，
七
七

結
核
に
な
や
ん
だ
知
名
人

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
息
子
ラ
イ
ヒ
シ
ュ
タ
ッ
卜
岡
西
順
二
郎
複
十
字

一
九
七
七

パ
ガ
ニ
ー
ニ
（
一
七
八
二
’
一
八
四
○
）
岡
西
順
二
郎
複
十
字

（
一
三
八
）
九
一
九
七
七

ウ
イ
リ
ス
尾
辻
省
悟
日
本
医
事
新
報
（
二
七
七
七
）
五
九
’
六
三

一
九
七
七

徴
生
物
学
の
先
駆
者
詞
①
胃
ｏ
８
ｏ
唇
胃
＆
⑦
亘
女
史
（
二
）
国
鼠
‐

胃
号
目
．
Ｑ
胃
目
メ
デ
ィ
ャ
サ
ー
ク
ル
ニ
ニ
（
三
）
五
七
’
六
一

一
九
七
七

大
槻
玄
沢
の
長
崎
遊
学
と
阿
蘭
陀
通
詞
片
桐
一
男
日
本
歴
史
（
三

四
九
）
一
’
一
八
一
九
七
七

堀
内
文
書
の
研
究
（
二
）
片
桐
一
男
日
本
医
史
学
雑
誌
一
一
三

（
四
）
四
八
六
’
四
九
六
一
九
七
七

改
革
者
・
反
抗
者
・
研
究
者
と
し
て
の
フ
ロ
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

金
井
き
よ
ゑ
訳
総
合
看
護
一
二
（
四
）
二
○
’
四
一
一
九
七
七

安
政
四
年
司
馬
凌
海
揮
毫
の
オ
ラ
ン
ダ
文
書
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会

報
（
三
二
三
）
一
九
七
七

惹
冒
①
唾
固
昌
晶
（
一
八
六
六
’
一
九
四
三
）
小
伝
蒲
原
宏
県
立
ガ
ン

セ
ン
タ
ー
新
潟
病
院
医
誌
一
六
（
二
）
一
二
九
’
一
三
○
一
九
七
七

清
水
藤
太
郎
博
士
の
著
書
木
村
雄
四
郎
薬
史
学
雑
誌
（
一
）
二
八

’
二
九
一
九
七
七

シ
ー
ポ
ル
ト
の
フ
ロ
ラ
ャ
ポ
’
一
力
木
村
陽
二
郎
科
学
医
学
資
料
研
究

（
四
二
）
一
’
六
一
九
七
七

御
雇
教
師
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ー
ニ
ッ
ッ
小
関
恒
雄
日
本
医
史
学
雑

誌
二
三
（
三
）
三
四
九
’
三
六
一
一
九
七
七

段
①
冒
匡
の
カ
ナ
書
き
表
記
に
つ
い
て
斎
藤
信
医
諫
（
六
六
）
三

○
一
○
’
三
○
二
一
九
七
七

賀
川
玄
悦
賛
二
章
佐
久
間
洋
行
科
学
医
学
資
料
研
究
（
四
二
）
八

一
九
七
七

ケ
ン
ペ
ル
と
タ
カ
ア
シ
ガ
’
一
志
柿
亨
科
学
医
学
資
料
研
究
（
四
三
）
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六
’
一
二
一
九
七
七

河
越
逸
行
先
生
の
ご
逝
去
を
悼
承
て
新
藤
恵
久
日
本
歯
科
医
史
学
会

会
誌
五
（
一
）
一
一
九
七
七

今
田
見
信
先
生
追
悼
号
鈴
木
勝
、
谷
津
三
雄
、
小
川
鼎
三
、
瀬
戸
俊
一

他
日
本
歯
科
医
史
学
会
々
誌
五
（
三
）
一
九
七
七

貝
原
益
軒
（
二
五
）
養
生
訓
の
あ
ら
ま
し
杉
靖
三
郎
社
会
保
険
二

八
（
二
）
一
四
’
一
六
一
九
七
七

近
代
産
科
学
の
開
租
賀
川
玄
悦
の
業
績
杉
立
義
一
科
学
医
学
資
料
研

究
（
四
六
）
四
’
五
一
九
七
七

関
寛
斎
伝
中
の
写
真
の
謎
宗
田
一
北
海
道
医
療
新
聞
（
三
四
○
）

四
一
九
七
七

生
業
者
の
思
想
Ⅱ
本
居
宣
長
に
於
け
る
古
道
論
の
構
造
Ⅱ
高
橋
正
夫

杏
林
大
学
医
学
部
教
養
課
程
研
究
報
告
（
五
）
七
五
’
一
○
一
一
九

七
七

本
居
宣
長
に
於
け
る
医
心
と
詩
心
高
橋
正
夫
杏
林
大
学
医
学
部
教
養

課
程
研
究
報
告
四
二
二
’
一
四
五
一
九
七
七

安
藤
精
軒
伝
記
竹
沢
徳
敬
京
都
医
学
会
雑
誌
二
六
（
二
）
一
五
三

’
一
五
八
一
九
七
七

国
。
冒
己
く
。
固
く
。
弄
冒
煙
昌
目
（
一
八
三
○
’
一
八
八
九
）
に
つ
い
て
武

智
秀
夫
医
学
の
あ
ゆ
象
一
○
一
（
一
二
）
八
六
五
’
八
六
九
一
九

七
七

日
医
最
高
優
功
賞
受
賞
者
を
訪
ね
て
田
中
助
一
先
生
山
口
県
医
師
会

報
（
七
八
三
）
六
八
’
七
三
一
九
七
七

大
村
益
次
郎
の
従
者
篠
田
武
蔵
田
中
助
一
明
治
村
通
信
（
八
三
）

六
’
七
一
九
七
七

フ
ロ
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
古
き
も
の
を
照
ら
す
新
し
き
と
も
し
び

田
村
真
他
訳
総
合
看
護
一
二
（
三
）
五
九
’
七
六
一
九
七
七

柏
原
学
而
伝
補
遺
土
屋
重
朗
医
謹
復
刊
（
四
九
）
二
八
’
三
一

一
九
七
七

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ビ
エ
ル
ヘ
ル
の
鉱
泉
分
析
中
川
昭
三
蘭
学
資
料
研

究
会
研
究
報
告
（
三
二
五
）
一
’
一
六
一
九
七
七

長
谷
川
泰
の
書
簡
中
條
節
男
日
本
医
事
新
報
（
二
七
九
八
）
六
二

’
六
四
一
九
七
七

病
気
に
承
る
人
間
模
様
（
四
八
’
五
一
）

小
金
井
良
精
（
１
１
Ⅳ
）
中
溝
保
三
予
防
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
一

○
五
）
二
六
’
二
八
、
（
一
○
六
）
二
六
’
二
八
、
（
一
○
七
）
二
八
’
三

○
、
（
一
○
八
）
二
九
’
三
一
一
九
七
六
、
一
九
七
七

葛
．
少
．
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
（
Ⅲ
ｌ
Ⅵ
）
ｌ
そ
の
病
歴
と
死
因
Ｉ
中
溝
保

三
予
防
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
二
五
）
二
八
’
三
○
、
（
二
六
）
三
八

’
四
○
、
（
二
七
）
一
六
’
一
八
、
（
二
八
）
二
八
’
三
○
一
九
七

七
、
一
九
七
八

国
ｇ
ご
團
巨
丘
“
研
究
（
そ
の
三
）
指
紋
法
の
創
始
を
め
ぐ
る
論
争
（
二
）

長
門
谷
洋
治
日
生
病
院
医
学
雑
誌
五
（
一
）
一
四
一
’
一
四
七
一

九
七
七

寛
政
一
二
年
会
津
に
現
れ
た
吉
雄
幸
左
衛
門
と
称
す
る
人
物
に
つ
い
て

沼
田
次
郎
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
（
三
一
七
）
一
九
七
七

ヶ
ン
・
ヘ
ル
の
人
と
業
績
沼
田
次
郎
ケ
ル
・
ヘ
ル
著
目
胃
閏
ｍ
５
ｑ
ｇ

曽
冒
目
刊
行
二
五
○
年
記
念
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
解
説
一
’
一
○
一
九
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七
七

帆
足
万
里
の
医
学
服
部
敏
良
日
本
歴
史
（
三
四
七
）
三
二
’
三
六

一
九
七
七

オ
ス
ラ
ー
博
士
の
生
涯

医
学
に
お
け
る
ｏ
言
こ
ぐ
目
“
旨
日
野
原
重
明
旨
の
ｇ
ｏ
旨
四
一
四

（
一
）
一
五
○
’
一
五
三
一
九
七
七

実
地
医
家
の
あ
り
方
と
医
学
生
教
育
日
野
原
重
明
昌
巳
目
昌
騨
一

四
（
二
）
二
九
八
’
三
○
一
一
九
七
七

医
師
会
（
昌
の
巳
且
牙
ｇ
ｏ
ｇ
の
医
学
教
育
的
役
割
日
野
原
重
明

昌
＆
冨
巨
圏
一
四
（
三
）
四
五
八
’
四
六
一
一
九
七
七

講
演
「
医
学
の
金
言
ｌ
医
学
に
進
む
人
為
へ
の
提
言
」
日
野
原
重
明

昌
旦
冨
ご
餌
一
四
（
四
）
六
二
○
’
六
二
三
一
九
七
七

病
院
と
い
う
大
学
日
野
原
重
明
言
。
含
ｅ
旨
画
一
四
（
五
）
七
七
八

’
七
八
一
一
九
七
七

ボ
ル
チ
モ
ア
市
の
火
災
と
大
学
病
院
復
興
対
策
日
野
原
重
明
冨
、
‐

島
、
旨
四
一
四
（
六
）
九
一
八
’
九
二
○
一
九
七
七

蘭
方
医
・
吉
田
長
淑
手
譜
考
平
野
満
明
治
大
学
大
学
院
紀
要
第
一

五
集
一
九
七
七

漱
石
の
痘
痕
深
瀬
泰
旦
日
本
医
史
学
雑
誌
一
一
三
（
一
）
五
一
’
六

九
一
九
七
七

申
渡
書
（
判
決
文
）
か
ら
み
た
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
の
再
検
討
福
島
義
一

医
謹
復
刊
（
四
九
）
一
五
’
一
八
、
（
六
六
）
一
九
七
七

古
分
家
小
畑
行
簡
の
詩
富
士
川
英
郎
医
謹
復
刊
（
四
九
）
一
九
’

二
二
一
九
七
七

エ
コ
ノ
モ
胃
○
口
○
日
。
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
一
○
○
（
二
）
二

八
八
一
九
七
七

野
口
英
世
生
誕
一
○
○
年
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
一
○
○
（
一
○
）

一
九
七
七

イ
ギ
リ
ス
の
宣
教
女
医
○
国
且
旨
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
象
一
○
｜

（
六
）
四
九
○
’
四
九
一
一
九
七
七

セ
ル
。
へ
卜
冒
侭
匡
の
尻
①
鳧
ぐ
⑦
８
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
承
一
○
一
（
一

○
）
七
○
七
’
七
○
八
一
九
七
七

エ
ル
ウ
ィ
ン
。
、
ヘ
ル
ツ
日
誌
・
書
簡
・
報
告
・
編
者
の
こ
と
ば
ト

ク
・
・
ヘ
ル
ツ
日
本
医
師
会
雑
誌
七
七
（
三
）
二
五
五
’
二
六
○
一

九
七
七

医
学
の
散
歩
道

本
邦
医
学
中
興
の
租
、
曲
直
瀬
道
三
に
つ
い
て
堀
江
健
也
練
馬
区
医

師
会
だ
よ
り
（
一
○
七
）
一
八
’
二
三
一
九
七
七

古
医
方
に
つ
い
て
、
香
川
修
徳
を
中
心
と
し
て
堀
江
健
也
練
馬
区

医
師
会
だ
よ
り
（
一
○
八
）
一
七
’
一
二
一
九
七
七

和
蘭
医
学
の
基
礎
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
に
つ
い
て
堀
江
健
也
練
馬

区
医
師
会
だ
よ
り
（
二
○
）
二
七
’
三
三
一
九
七
七

血
液
の
循
環
ウ
イ
リ
ア
ム
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
を
中
心
と
し
て
堀
江
健

也
練
馬
区
医
師
会
だ
よ
り
（
二
一
）
一
四
’
二
四
、
（
二
三
）
一

七
’
二
三
一
九
七
七

近
世
病
理
学
の
開
拓
者
「
モ
ル
ガ
ー
｜
こ
に
つ
い
て
堀
江
健
也
練

馬
区
医
師
会
だ
よ
り
（
二
四
）
二
二
’
二
八
一
九
七
七

日
本
洋
学
の
夜
明
け
新
井
白
石
に
つ
い
て
堀
江
健
也
練
馬
区
医
師
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会
だ
よ
り
（
二
五
）
五
’
一
○
、
（
二
六
）
六
’
二
一
九
七
七

解
剖
事
始
山
脇
東
洋
に
つ
い
て
堀
江
健
也
練
馬
区
医
師
会
だ
よ

り
（
二
七
）
一
三
’
二
○
一
九
七
七

華
岡
青
洲
と
乳
癌
手
術
ｌ
宗
田
氏
の
「
華
岡
青
洲
の
乳
ガ
ン
手
術
記
録
に
つ

い
て
」
を
読
ん
で
Ｉ
松
木
明
知
科
学
医
学
資
料
研
究
（
四
六
）
七

’
八
一
九
七
七

］
８
国
国
．
冒
易
２
日
を
訪
ね
て
三
浦
隆
皮
膚
科
臨
床
一
九
（
一
三
）

二
○
九
’
一
二
○
一
九
七
七

高
山
周
徳
再
考
宮
下
舜
一
北
海
道
医
報
（
四
二
二
）
四
’
六
、
（
四

二
三
）
二
’
四
、
（
四
二
四
）
二
’
五
、
（
四
二
六
）
六
’
九
、
（
四
二
七
）

五
’
二
一
九
七
七

札
幌
に
お
け
る
周
徳
と
そ
の
周
辺
宮
下
舜
一
北
海
道
医
報
（
四

三
○
）
一
九
’
二
三
、
（
四
三
一
）
一
二
’
二
七
、
（
四
三
二
）
一
七
’
二

○
一
九
七
七

岡
山
時
代
の
周
徳
と
長
男
尚
平
（
そ
の
一
’
二
）
宮
下
舜
一
北
海

道
医
報
（
四
三
三
）
一
三
’
二
五
、
（
四
三
四
）
三
二
’
三
六
一
九
七

七
、

わ
が
生
涯
の
ｌ
一
期
一
会
大
外
科
医
ル
ネ
・
ル
リ
イ
シ
ュ
の
自
伝
ル

ネ
・
ル
リ
イ
シ
ュ
著
、
森
岡
恭
彦
訳
医
学
書
院
一
九
七
七

浅
井
長
政
の
史
跡
を
訪
ね
て
矢
数
道
明
漢
方
の
臨
床
二
四
（
二
）

六
八
四
’
六
八
五
一
九
七
七

愛
知
県
公
立
医
学
校
に
お
け
る
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
レ
ッ
ッ
の
事
蹟
安
井
広

日
本
医
史
学
雑
誌
二
三
（
こ
こ
五
’
四
二
一
九
七
七

丹
羽
藤
吉
郎
論
安
江
政
一
薬
史
学
雑
誌
一
二
（
二
）
三
九
’
五
一

一
九
七
七

米
沢
和
一
先
生
を
憶
う
谷
津
三
雄
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
四

（
三
）
一
’
二
一
九
七
七

医
学
者
と
し
て
の
建
部
清
庵
山
形
敞
一
日
本
医
史
学
雑
誌
二
三

（
四
）
四
二
九
’
四
四
三
一
九
七
七

文
部
省
医
務
局
設
置
と
長
与
専
斎
の
局
長
就
任
時
期
に
つ
い
て
山
下
喜

明
医
潭
復
刊
（
四
九
）
九
’
一
四
一
九
七
七

明
治
六
年
文
部
省
医
務
局
設
置
月
日
な
ら
び
に
長
与
專
斎
の
局
長
就
任
月
日

に
つ
い
て
山
下
喜
明
医
揮
（
六
六
）
二
九
一
七
’
二
九
二
二

一
九
七
七

儒
医
並
河
天
民
と
そ
の
周
辺
山
田
重
正
花
園
大
学
病
院
紀
要
（
八
）

一
五
九
’
一
九
六
一
九
七
七

済
生
学
舎
と
小
此
木
信
六
郎
横
川
弘
蔵
耳
鼻
咽
喉
科
四
九
（
五
）

三
七
五
’
三
八
五
、
（
六
）
四
五
三
’
四
六
九
一
九
七
七

ザ
ゥ
ェ
ル
ブ
ル
フ
の
功
績
ノ
イ
エ
・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
（
一
）
九
一

九
七
七

計
報
ｌ
古
畑
種
基
名
誉
会
員
日
本
法
医
学
雑
誌
三
一
（
五
）
一
九

七
七

伝
記
（
双
）

海
舟
・
蔵
六
・
諭
吉
王
丸
勇
日
本
医
事
新
報
（
二
七
八
七
）
六
四

’
六
五
一
九
七
七

頼
春
風
と
彼
を
め
ぐ
る
人
々
阪
田
泰
正
日
本
医
事
新
報
（
二
七
八

八
）
六
四
’
六
五
一
九
七
七

中
世
歌
合
に
承
る
医
師
新
村
拓
科
学
医
学
資
料
研
究
（
四
六
）
五
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’
七
一
九
七
七

小
浜
に
お
け
る
杉
田
玄
白
、
中
川
淳
庵
両
家
の
遺
跡
、
遺
品
に
つ
い
て

田
辺
賀
啓
小
浜
市
史
紀
要
（
四
）
六
七
’
七
八
一
九
七
七

小
森
桃
塩
と
安
部
俟
と
津
田
家
覚
書
津
田
安
医
謹
復
刊
（
四
九
）

二
三
’
二
七
一
九
七
七

明
治
・
大
正
医
家
百
人
一
首
原
三
郎
医
家
芸
術
二
（
一
）
一
’

六
一
九
七
七

良
寛
を
め
ぐ
る
医
師
た
ち
藤
井
正
宣
新
潟
県
医
師
会
報
（
三
三
○
）

三
○
’
三
三
、
（
三
三
二
一
三
’
二
五
一
九
七
七

広
瀬
元
恭
の
兄
和
達
へ
の
書
簡
前
川
久
太
郎
・
古
守
豊
甫
・
古
守
泰
典

日
本
医
史
学
雑
誌
二
三
（
三
）
三
八
一
’
三
八
七
一
九
七
七

健
康
観
と
民
衆
意
識
貝
原
益
軒
と
安
藤
昌
益
三
浦
正
行
健
康
会
議

二
九
（
一
二
）
三
七
’
四
一
一
九
七
七

結
核
の
予
防
・
医
療
・
行
政
に
つ
く
し
た
思
い
出
の
人

相
川
武
雄
間
接
撮
影
法
の
発
展
に
力
を
尽
く
さ
れ
た
人
御
園
生
圭

輔
複
十
字
（
一
三
三
）
八
’
一
○
一
九
七
七

堂
野
前
維
摩
郷
臨
床
医
学
の
大
家
善
意
の
人
山
本
和
男
複
十
字

（
一
三
四
）
六
’
八
一
九
七
七

曲
直
瀬
一
渓
道
三
と
足
利
義
輝
宮
本
義
己
日
本
歴
史
（
三
五
○
）

七
○
’
八
一
一
九
七
七

薩
摩
医
人
群
像
補
遺
森
重
孝
鹿
児
島
市
医
報
一
六
（
六
）
一
三
、

（
七
）
三
一
、
（
八
）
三
八
’
三
九
、
（
九
）
二
三
、
（
一
○
）
一
二
、
（
一

己
一
八
一
九
七
七

ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
と
プ
レ
ン
ク
ハ
ン
ガ
リ
ー
医
学
史
よ
り
ｌ
安
田
純
一
日

本
医
史
学
雑
誌
二
一
一
一
（
三
）
三
三
一
’
三
四
八
一
九
七
七

佐
々
木
中
沢
と
大
槻
玄
沢
山
形
敞
一
日
本
医
史
学
雑
誌
二
’
一
一
（
一
）

一
三
’
二
四
一
九
七
七

医
史
資
料
独
人
蘭
医
シ
ー
ボ
ル
ト
を
め
ぐ
る
尾
張
周
辺
の
人
を
吉
川

芳
秋
現
代
医
学
一
一
五
（
二
）
二
七
九
’
二
九
五
一
九
七
七

本
草
家
高
橋
益
庵
と
蘭
方
医
山
崎
玄
庵
吉
川
芳
秋
医
謹
（
六
六
）

三
○
六
七
’
三
○
七
○
一
九
七
七

初
代
正
野
玄
三
と
稀
齢
帖
和
田
節
雄
医
揮
（
六
六
）
三
○
七
一
’

三
○
七
三
一
九
七
七

伝
染
病
・
予
防
史

結
核
と
私
（
一
’
八
）
岡
治
道
結
核
五
一
一
（
一
）
二
九
’
一
二
四
、

（
二
）
六
一
’
六
五
、
（
四
）
二
○
一
’
二
○
六
、
五
二
（
五
）
二
四
七
’

二
五
○
、
（
六
）
三
○
七
’
三
三
一
、
（
七
）
三
六
一
’
三
六
四
、
（
八
）

四
○
五
’
四
一
○
、
（
九
）
四
六
九
’
四
七
四
一
九
七
七

わ
が
国
に
お
け
る
結
核
症
の
変
遷
に
つ
い
て
岡
田
博
日
本
医
師
会
雑

誌
七
八
（
八
）
八
六
九
’
八
七
九
一
九
七
七

幕
末
よ
り
明
治
初
期
の
種
痘
小
沢
篤
寛
藤
沢
市
医
師
会
報
（
一
八
）

一
一
’
一
八
一
九
七
七

風
疹
ｌ
当
科
で
の
経
験
を
中
心
に
Ｉ
長
門
谷
洋
治
、
新
海
圭
一
日
生
病

院
医
学
雑
誌
五
（
一
）
四
七
Ｉ
五
三
一
九
七
七

東
洋
医
学
史

国
冒
亘
司
芦
、
尉
日
四
目
口
、
己
Ｒ
巨
富
〔
】
○
口
旨
自
国
Ｑ
旨
○
昌
騨
一
国
凹
鴛
皇
宮
酎
邑
辱
序
＆
の
旨
①

国
脚
凰
酔
ｏ
嗣
国
ｚ
日
本
医
史
学
雑
誌
二
三
（
二
）
四
く
一
二
一
九

七
七

、
Ｊ１９

／
ｋ



ア
ジ
ア
民
族
医
学
に
お
け
る
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
位
置
づ
け
久
保
金

雄
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究
（
七
）
一
五
’
二
四
一
九
七
七

ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
学
ぶ
も
の
甲
田
光
雄
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

研
究
（
七
）
五
七
’
六
三
一
九
七
七

古
代
イ
ン
ド
唯
物
論
「
ロ
ー
カ
ー
ャ
タ
」
佐
藤
任
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー

ダ
研
究
（
七
）
四
六
’
五
○
一
九
七
七

ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
と
ヨ
ー
ガ
の
接
点
佐
保
田
鶴
治
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ

ー
ダ
研
究
（
七
）
五
一
一
九
七
七

韓
国
、
特
に
そ
の
歴
史
と
医
療
品
川
信
良
助
産
婦
雑
誌
三
一
（
八
）

四
九
○
’
四
九
七
、
（
九
）
五
六
一
’
五
六
八
一
九
七
七

讐
の
旨
｝
詞
①
］
胃
一
○
目
的
ｇ
ｏ
巨
甸
旨
胆
言
弓
埼
且
冨
○
口
四
目
○
冨
口
騨
画
●
呂
日
旨
騨
ご

Ｃ
Ｏ
易
昼
①
再
昌
ｏ
園
ｚ
昌
冨
旨
田
昌
ｚ
日
本
医
史
学
雑
誌
二
一
一
一
（
四
）

一
’
二
八
一
九
七
七

現
代
医
学
よ
り
見
た
阜
丘
盲
目
唖
・
弓
丘
○
ｍ
盲
唖
鈴
木
正
夫
一
ノ
ー
ュ
ル

ヴ
ェ
ー
ダ
研
究
（
七
）
七
六
一
九
七
七

ト
リ
ド
ー
シ
ャ
理
論
の
現
代
的
意
義
千
島
喜
久
男
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー

ダ
研
究
（
七
）
七
七
’
八
七
一
九
七
七

明
治
天
皇
と
漢
方
寺
師
睦
宗
日
本
医
事
新
報
（
二
七
八
一
）
六
九

一
九
七
七

現
代
医
学
と
イ
ン
ド
伝
承
医
学
中
川
米
造
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究

（
七
）
六
八
’
七
五
一
九
七
七

陰
陽
中
山
茂
日
本
古
典
文
学
会
会
報
（
五
五
）
二
’
三
一
九
七

七
心
痛
春
見
建
一
呼
吸
と
循
環
二
六
（
三
）
二
二
一
九
七
七

イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
神
話
の
「
桃
子
」
に
つ
い
て
ｌ
古
事
記
と
中
国
思
想

福
尾
正
武
商
船
高
等
専
門
学
校
紀
要
（
九
）
八
二
類
Ｖ
一
九
七
七

国
亘
吻
房
日
○
さ
四
の
昌
甸
攪
冨
○
昌
堕
冒
冒
房
吋
官
ｇ
言
い
己
爵
⑦
畠
①
‐
弓
彦
⑦
ロ
の
罠
２
９
ざ
匡
唖

国
浄
の
厨
ｇ
三
『
⑦
鴬
９
口
目
①
員
国
言
○
さ
ぬ
く
○
口
号
①
Ｐ
も
豆
Ｈ
ａ
２
茸
○
邑
具
岳
①

ｍ
ｏ
５
昌
鄙
の
弓
国
Ｑ
冨
○
昌
具
⑦
医
甘
①
い
⑦
》
員
の
ｇ
ｏ
旨
①
（
筐
二
ｍ
胃
昌
ａ
す
ぐ
号
①

ｎ
回
碗
①
○
局
ユ
間
四
ヶ
⑦
芹
①
函
国
肖
の
］
再
骨
巨
め
ぐ
め
．
唖
』
拝
』
堕
巳
球
罰
』
昌
堅
①
邑
函
〔
彦
堕
一
四
○
１
戸
》
○
〕
）

冒
瞥
時
＆
ざ
鳥
２
．
斤
日
本
医
史
学
雑
誌
三
一
一
（
ご
一
‐
ｔ
一
八
一

九
七
七

日
本
に
お
け
る
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究
の
過
去
と
現
在
と
将
来
に
つ
い
て

丸
山
博
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究
（
七
）
八
’
一
五
一
九
七
七

医
心
方
講
義
録
三
迫
初
男
科
学
医
学
資
料
研
究
（
四
一
）
七
’
八
、

（
四
二
）
九
’
一
○
、
（
四
四
）
八
’
九
一
九
七
七

心
痛
と
胸
坤
宮
三
郎
漢
方
の
臨
床
二
四
（
二
）
三
’
六
一
九

七
七

シ
巨
翼
○
国
の
己
自
国
｝
国
農
呈
Ｑ
〕
旨
①
ｍ
の
昏
冒
戸
旨
旨
嚴
、
凹
昌
旦
冒
の
吻
貝
昔
弄
』
○
口
里

岸
言
印
①
２
画
目
名
冨
。
静
冒
＆
冒
尾
鈩
餡
肖
弓
シ
日
本
医
史
学
雑
誌

一
一
三
（
二
）
一
三
’
三
八
一
九
七
七

く
ら
し
の
漢
方
日
本
の
漢
方
を
造
り
出
し
た
人
々
管
針
法
の
杉
山
和
一

の
巻
梁
哲
周
健
康
と
自
然
六
（
五
）
七
二
’
七
三
一
九
七
七

く
ら
し
の
漢
方
日
本
の
漢
方
を
造
り
出
し
た
人
を
古
方
学
派
の
祖
、
後

藤
艮
山
の
巻
梁
哲
周
健
康
と
自
然
六
（
六
）
七
二
’
七
三
一

九
七
七

「
医
界
之
鉄
椎
」
を
巡
っ
て
（
一
九
）
済
生
学
舎
（
二
）
和
田
正
系

漢
方
の
臨
床
二
四
（
一
二
）
七
四
一
’
七
四
七
一
九
七
七

（92）



内
科
学
史

化
学
療
法
の
歴
史
（
一
’
五
）
岡
西
順
二
郎
日
本
胸
部
臨
床
三
六

（
一
）
二
七
’
三
一
、
（
二
）
一
○
八
’
二
二
、
（
三
）
一
九
二
’
一
九

六
、
（
四
）
二
五
八
’
二
六
二
、
（
五
）
三
四
六
’
三
五
一
一
九
七
七

実
録
・
日
本
の
多
発
硬
化
症
桑
島
治
三
郎
日
本
医
事
新
報
（
二
七

四
三
）
六
七
’
七
○
、
（
二
七
四
六
）
七
○
’
七
三
、
（
二
七
四
八
）
五
五

’
五
八
、
（
二
七
五
二
）
七
一
’
七
四
、
（
二
七
五
三
）
七
一
’
七
三
、
（
二

七
五
六
）
七
一
’
七
四
、
（
二
七
五
八
）
七
○
’
七
四
、
（
二
七
六
○
）
七

一
’
七
四
、
（
二
七
六
六
）
六
七
’
七
○
、
（
二
七
六
八
）
七
一
’
七
四
、

（
二
・
七
七
○
）
七
一
’
七
四
、
（
二
七
七
二
）
七
○
’
七
四
、
（
二
七
七
五
）

六
六
’
七
○
、
（
二
七
七
七
）
六
七
’
七
○
、
（
二
七
八
三
）
七
○
’
七
四

一
九
七
六
’
七
七

聖
済
総
録
の
宿
と
糖
尿
病
と
の
相
関
野
淵
紘
科
学
医
学
資
料
研
究

（
四
二
）
六
’
七
一
九
七
七

リ
ウ
マ
チ
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
一
○
二
（
一
○
）
六
八
八
’
六

八
九
一
九
七
七

脳
卒
中
の
始
め
て
の
剖
検
例
（
会
）
堀
江
健
也
、
相
沢
豊
三
日
本
脳

卒
中
学
会
二
回
総
会
講
演
抄
録
集
三
二
一
九
七
七

医
学
の
散
歩
（
一
二
）
「
医
学
天
正
記
」
本
邦
最
初
の
脳
卒
中
症
例
記
録
を

中
心
と
し
て
堀
江
健
也
練
馬
区
医
師
会
だ
よ
り
（
一
○
九
）
二

二
’
二
七
一
九
七
七

日
本
医
史
学
一
般

日
本
の
医
学
の
あ
ゆ
桑
五
○
年
ｌ
回
想
と
反
省
Ｉ
福
見
秀
雄
、
小
川
鼎
三
、

赤
崎
兼
美
、
秋
葉
朝
一
郎
、
太
田
邦
夫
、
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
承

’
○
○
（
一
二
）
八
八
九
’
九
○
四
一
九
七
七

日
本
の
医
療
史

江
戸
前
期
の
医
学
（
二
）
酒
井
シ
ヅ
薬
事
新
報
（
八
九
四
）
四

四
’
五
○
一
九
七
七

江
戸
中
期
の
医
学
（
一
）
酒
井
シ
ヅ
薬
事
新
報
（
九
一
○
）
七

七
’
八
五
一
九
七
七

日
本
の
医
療
史
（
三
五
）
酒
井
シ
ヅ
薬
事
新
報
（
九
三
五
）
七
七
’

八
三

断
片
医
学
史
散
歩
事
始
春
田
三
佐
夫
旨
。
号
昌
冒
の
９
画
一
一
三

（
二
）
六
二
’
六
三
一
九
七
七

続
・
川
柳
医
療
風
俗
史
山
本
成
之
助
日
本
医
事
新
報
（
二
七
五
一
）

七
三
’
七
四
、
（
二
七
五
四
）
一
○
二
’
一
○
四
、
（
二
七
五
九
）
七
一
’

七
四
、
（
二
七
六
七
）
六
八
’
七
○
、
（
二
七
七
一
）
七
一
’
七
四
、
（
二

七
七
六
）
七
一
’
七
四
、
（
二
七
七
八
）
七
二
，
ｌ
七
四
、
（
二
七
八
六
）
六

六
’
六
八
、
（
二
七
九
○
）
六
六
’
六
八
、
（
二
七
九
七
）
六
七
’
七
○
、

（
二
七
九
八
）
六
八
’
七
○
、
（
二
七
九
九
）
六
八
’
七
○
一
九
七
七

病
院
史

世
界
最
初
の
病
院
と
ヒ
ン
ド
ウ
医
学
井
上
清
恒
創
健
生
活
一
九

（
六
）
八
’
二
一
九
七
七

越
後
府
病
院
印
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
（
三
二
八
）
一
九
七
七

病
院
の
歴
史
酒
井
シ
ヅ
済
生
（
五
七
三
）
一
七
’
二
○
一
九
七

七
大
阪
に
お
け
る
病
院
給
食
の
創
ま
り
（
会
）
中
室
嘉
祐
日
本
薬
学
会

九
七
年
会
講
演
要
旨
集
Ⅳ
二
一
六
一
九
七
七

（93）



病
跡
学

日
本
狂
気
誌

神
秘
家
の
夢
幻
の
世
界
小
田
晋
東
洋
薬
事
報
一
八
（
四
）
二
○

’
二
二
一
九
七
七

徒
然
草
と
精
神
病
理
小
田
晋
東
洋
薬
事
報
一
八
（
六
）
二
○
’

二
二
一
九
七
七

能
・
狂
言
と
物
狂
の
世
界
小
田
晋
東
洋
薬
事
報
一
八
（
七
）
二

○
’
二
二
一
九
七
七

Ｉ
能
に
お
け
る
八
狂
乱
Ｖ
の
構
造
Ｉ
小
田
晋
東
洋
薬
事
報
一
八

（
八
）
二
○
’
二
二
一
九
七
七

「
乱
心
」
と
犯
罪
者
の
判
例
小
田
晋
東
洋
薬
事
報
一
八
（
九
）

二
○
’
二
二
一
九
七
七

八
酒
狂
人
Ｖ
と
酩
酊
犯
罪
小
田
晋
東
洋
薬
事
報
一
八
（
一
○
）

二
○
’
二
二
一
九
七
七

江
戸
の
少
年
非
行
と
そ
の
処
置
小
田
晋
東
洋
薬
事
報
一
八
（
一

一
）
二
○
’
二
二
一
九
七
七

江
戸
の
少
年
放
火
魔
た
ち
小
田
晋
東
洋
薬
事
報
一
八
（
一
二
）

二
○
’
二
二
一
九
七
七

〃
崎
人
伝
″
の
世
界
小
田
晋
東
洋
薬
事
報
一
九
（
一
）
二
○
’

二
二
一
九
七
七

遁
世
者
の
群
れ
小
田
晋
東
洋
薬
事
報
一
九
（
二
）
二
○
’
一
三
、

（
三
）
二
○
’
二
二
一
九
七
七

漱
石
の
痘
瘡
と
盲
人
嫌
悪
深
瀬
泰
旦
日
本
医
事
新
報
（
二
七
五
九
）

六
五
一
九
七
七

仏
教
医
学

清
凉
寺
釈
迦
立
像
納
入
の
内
臓
模
型
石
原
明
冨
属
２
日
（
二
九
○
）

一
五
’
二
○
、
（
二
九
一
）
二
七
’
三
四
一
九
七
七

薬
王
寺
考
久
米
幸
夫
日
本
医
史
学
雑
誌
二
三
（
三
）
三
六
二
’
三

六
九
一
九
七
七

古
経
「
治
禅
病
秘
要
法
」
と
そ
れ
が
我
国
の
精
神
医
療
に
及
ぼ
し
た
影
響
に

つ
い
て
泰
井
俊
三
日
本
医
史
学
雑
誌
二
三
（
一
）
四
三
’
五
○

一
九
七
七

ｚ
針
野
旨
口
騨
の
心
の
健
康
に
つ
い
て
ｌ
大
将
度
論
の
仏
教
医
学
管
見
ｌ

奈
倉
道
隆
ア
ー
『
一
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究
（
七
）
五
二
’
五
六
一
九
七

七
仏
教
医
学
再
考
（
三
）
（
四
）
西
岡
啓
介
銀
海
（
七
四
）
二
九
’
三

二
、
（
七
五
）
二
○
’
二
四
一
九
七
七

初
期
仏
教
と
医
学
宮
坂
宥
勝
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究
（
七
）
三

七
’
四
五
一
九
七
七

目
録
・
文
庫

佐
賀
県
立
病
院
好
生
館
所
蔵
書
仮
目
録
大
森
実
、
酒
井
シ
ヅ
、
酒
井
泰

治
、
杉
本
勲
、
中
山
茂
、
矢
部
一
郎
日
本
医
史
学
雑
誌
二
三
（
二
）

二
三
六
’
二
七
一
一
九
七
七

労
研
所
蔵
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
文
庫
に
つ
い
て
高
木
和
男
科
学
医
学
資
料

研
究
（
四
一
）
一
’
二
一
九
七
七

ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
旧
蔵
・
労
研
所
蔵
医
学
古
典
文
庫
高
木
和
男
栄

養
日
本
二
○
（
五
）
一
七
一
九
七
七

当
研
究
所
に
所
蔵
す
る
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
医
書
文
庫
に
つ
い
て
（
そ
の
一
五
）
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高
木
和
男
労
働
科
学
五
三
（
六
）
三
八
七
’
三
九
四
一
九
七
七

薬
学
史

近
世
日
本
薬
園
史
の
展
望
（
そ
の
一
）
木
村
雄
四
郎
薬
史
学
雑
誌

一
二
（
二
）
五
二
’
五
五
一
九
七
七

薬
理
学
の
進
歩
小
島
喜
久
男
鹿
児
島
市
医
報
一
六
（
三
）
一
四
’

二
二
一
九
七
七

「
張
苗
薬
対
」
に
関
す
る
研
究
後
藤
志
朗
薬
史
学
雑
誌
一
二
（
こ

一
五
’
一
八
一
九
七
七

柿
の
葉
は
な
ぜ
シ
ャ
ッ
ク
リ
に
効
く
か
鈴
木
宜
民
日
本
医
事
新
報

（
二
七
七
三
）
六
二
’
六
三
一
九
七
七

鹿
茸
に
つ
い
て
長
沢
元
夫
世
界
の
生
薬
（
五
）
一
’
一
八
一
九

七
七

阿
膠
に
つ
い
て
長
沢
元
夫
世
界
の
生
薬
（
六
）
一
’
二
一
九

七
七

鈴
羊
角
に
つ
い
て
長
沢
元
夫
世
界
の
生
薬
（
七
）
一
’
二
一

九
七
七

束
京
大
学
薬
学
部
百
年
史
考
Ｉ
近
代
薬
学
教
育
・
研
究
の
源
流
Ｉ
根
本

曽
代
子
薬
史
学
雑
誌
一
二
（
己
一
九
’
二
七
一
九
七
七

近
代
製
薬
工
業
発
達
の
要
因
と
背
景
根
本
曽
代
子
薬
史
学
雑
誌
一

二
（
二
）
五
六
’
六
一
一
九
七
七

神
農
本
草
経
収
載
品
目
対
校
表
浜
田
善
利
薬
史
学
雑
誌
一
二
（
二
）

六
二
’
六
九
一
九
七
七

く
す
り
売
り
風
景

ｌ
薬
館
森
重
孝
鹿
児
島
市
医
報
一
六
（
三
）
二
八
一
九
七
七

富
山
の
越
中
薬
森
重
孝
鹿
児
島
市
医
報
一
六
（
四
）
一
七
一

九
七
七

明
治
に
生
ま
れ
昭
和
に
活
き
る
売
薬
森
重
孝
鹿
児
島
市
医
報
一

六
（
五
）
二
三
’
二
四
一
九
七
七

古
代
お
よ
び
民
間
医
療
の
考
察
ｌ
特
に
蒲
黄
、
ガ
マ
の
花
粉
と
冠
毛
に
つ

い
て
安
江
政
一
薬
史
学
雑
誌
一
二
（
一
）
一
’
六
一
九
七
七

蘭
学
再
び
「
西
賓
対
晤
」
に
つ
い
て
大
鳥
關
三
郎
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究

報
告
（
三
一
七
）
一
九
七
七

山
形
県
下
の
医
学
史
資
料
弘
釆
録
に
あ
ら
わ
れ
た
蘭
学
者
た
ち
（
会
）

永
井
広
、
木
原
俊
ゑ
ち
の
く
歯
学
会
雑
誌
八
（
一
’
二
）
五
二
’
五

三
一
九
七
七

大
阪
の
蘭
学
と
ピ
ュ
ー
マ
’
一
ズ
ム
中
野
操
大
阪
府
医
師
会
報
（
一

四
一
）
六
三
’
七
二
一
九
七
七

倫
理

そ
の
と
き
ど
き
に
歴
史
研
究
が
教
訓
的
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
対
話

緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
ぷ
一
○
○
（
一
二
）
九
○
五
，
一
九
七
七

江
戸
時
代
の
医
の
倫
理
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
ｌ
ピ
ュ
ー
マ
’
一
ズ
ム

の
分
析
守
屋
正
日
本
医
事
新
報
（
二
七
六
七
）
五
九
’
六
一

一
九
七
七

昭
和
五
一
年
度
日
本
医
師
会
医
学
講
座
医
の
倫
理
山
岡
憲
二
岡
山

県
医
師
会
報
四
九
一
一
九
七
七

（
七
五
頁
に
続
く
）
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第
一
条
こ
の
会
は
、
日
本
医
史
学
会
Ｑ
名
目
９
９
の
ご
負
昌
①
＆
・
巴

国
冒
○
『
己
と
い
う
。

第
二
条
こ
の
会
は
、
事
務
所
を
〒
叩
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
ｌ
－
Ｉ
－

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内
に
お
く
。

第
三
条
こ
の
会
は
、
医
史
を
研
究
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
を
目
的
と
す

る
。

第
四
条
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

仰
学
術
集
会
、
そ
の
他
講
演
会
、
学
術
展
観
の
開
催
等

③
機
関
紙
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
「
日
本
医
史
学
会
々
報
」
お
よ
び
関

係
図
書
等
の
刊
行
。

③
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
内
外
成
の
関
連
学
術
団
体
等
に
機
関

と
の
連
携

側
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
五
条
こ
の
会
の
会
員
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

川
正
会
貝

こ
の
会
の
目
的
に
賛
同
し
会
費
年
額
五
、
○
○
○
円
を
納
め
る
者

た
だ
し
、
外
国
居
住
者
は
年
額
鋤
ド
ル
と
す
る
。

②
名
誉
会
員

こ
の
会
に
対
し
功
績
顕
著
で
あ
っ
た
者
で
評
議
員
会
の
議
決
な
ら
び
に

総
会
の
承
認
を
得
た
者
。

⑧
賛
助
会
貝

こ
の
会
の
目
的
事
業
に
賛
助
し
会
費
年
額
一
○
、
○
○
○
円
以
上
を
納

日
本
医
史
学
会
会
則
抄

め
る
者
、
ま
た
は
団
体
。

第
六
条
正
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
も
の
は
評
議
員
の
紹
介
に
よ
り
、
理
事

長
の
承
認
を
得
て
入
会
金
二
、
○
○
○
円
お
よ
び
そ
の
年
度
の
会
費
を
添

え
て
所
定
の
入
会
申
込
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
名
誉
会
員
は
次
の
各
号
の
何
れ
か
に
該
当
し
理
事
会
、
評
議
員
会

が
功
績
顕
著
と
認
め
た
者
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。

仙
三
十
年
以
上
の
在
籍
正
会
員
で
あ
っ
て
七
十
歳
に
達
し
た
者
。

②
前
理
事
長
。

⑧
正
会
員
ま
た
は
外
国
人
で
功
績
顕
著
な
者
。

名
誉
会
員
は
終
身
と
し
て
会
費
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
賛
助
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
も
第
六
条
に
準
ず
る
。

第
九
条
第
六
条
及
び
第
八
条
の
会
員
の
資
格
取
得
は
会
費
納
入
日
よ
り
始

ま
る
。

第
十
条
会
員
に
は
次
の
権
利
が
あ
る
。

川
こ
の
会
の
発
行
す
る
機
関
誌
の
無
償
配
布
を
う
け
る
こ
と
。

②
機
関
誌
に
投
稿
す
る
こ
と
。

⑧
総
会
、
学
術
大
会
、
学
術
集
会
そ
の
他
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
。

第
十
一
条
会
員
は
、
会
費
を
前
納
し
総
会
の
議
決
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
十
二
条
会
員
は
次
の
事
由
に
よ
っ
て
そ
の
資
格
を
失
う
。

川
退
会

②
会
費
の
滞
納
が
一
年
以
上
を
経
過
し
た
と
き
。

⑧
禁
治
産
、
準
禁
治
産
ま
た
は
破
産
の
宣
告
。

側
死
亡
、
失
蹉
宣
告
ま
た
は
会
員
で
あ
る
団
体
の
解
散
。
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第
十
三
条
こ
の
会
に
は
、
年
一
回
学
術
大
会
を
主
宰
す
る
た
め
に
会
長
を

一
名
お
く
。

２
会
長
は
、
理
事
会
の
推
薦
に
よ
り
、
通
常
総
会
毎
に
理
事
長
が
委
嘱

す
る
。

３
会
長
の
主
宰
す
る
学
術
大
会
は
、
こ
の
会
の
通
常
総
会
と
同
時
点
で

開
催
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
や
む
を
得
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は

評
議
員
会
ま
た
は
総
会
の
承
認
を
得
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
会
長
の
任
期
は
、
学
術
大
会
を
議
決
し
た
通
常
総
会
の
翌
日
か
ら
次

の
学
術
大
会
を
終
了
す
る
と
き
ま
で
と
す
る
。

５
会
長
は
必
要
に
応
じ
理
事
会
に
出
席
し
こ
れ
と
密
接
な
連
絡
の
も
の

と
に
計
上
予
算
を
勘
案
し
て
企
画
運
営
す
る
。

６
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
、
ま
た
は
欠
け
た
と
き
は
新
に
会
長
を
委
嘱

す
る
ま
で
理
事
長
が
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

７
会
長
は
、
学
術
大
会
関
係
事
務
を
委
嘱
す
る
た
め
に
、
会
員
の
う
ち

か
ら
学
会
委
員
若
干
名
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
学
術
集
会
は
、
随
時
理
事
長
主
宰
の
も
と
に
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

文
部
省
科
学
研
究
費
学
術
定
期
刊
行
物
補
助
金
を
受
け
る

本
誌
は
昨
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
科
学
研
究
費
補
助
金
の
対
象
と
な
り
、
七

十
一
萬
円
の
交
付
を
受
け
た
。

⑤
第
十
四
条
に
よ
る
除
名
処
分
。

こ
の
会
は
学
術
大
会
を
毎
年
一
回
開
催
し
、
学
術
集
会
は
随
時
開
催
す

る
。

発
行
期
日
年
四
回
（
一
月
、
四
月
、
七
月
、
十
月
）
末
日
と
す
》
Ｑ

投
稿
資
格
原
則
と
し
て
本
会
を
員
に
限
る
。

原
稿
形
式
原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表
題
、
著

者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、
ロ
ー
マ
字
著
者
名
を
記
し
、
本
文
の
終
り
に

欧
文
抄
録
を
添
え
る
こ
と
。

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き
の
こ
と
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
の
決
定
は
編
集
委
員
が
行
な
う
。
ま
た
編

集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
こ
と
も
あ
る
。

著
者
負
担
表
題
．
著
者
名
、
本
文
（
表
、
図
等
を
除
く
）
で
五
印
刷
・
ヘ
ー

ジ
（
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
十
二
枚
）
ま
で
は
無
料
と
し
、
そ
れ
を
超
え

た
分
は
実
費
を
著
者
の
負
担
と
す
る
。
但
し
欧
文
原
著
に
お
い
て
は
三
印

刷
・
ヘ
ー
ジ
ま
で
を
無
料
と
す
る
。
図
表
の
製
版
代
は
実
費
を
徴
収
す
る
．

校
正
原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後
は
編
集

部
に
て
行
な
う
。

別
刷
別
刷
希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
実
費
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
り
先
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
の
一
、
順
天
堂
大
学
医
学
部

医
史
学
研
究
室
内
日
本
医
史
学
会

編
集
委
員
大
鳥
蘭
三
郎
、
大
塚
恭
男
、
蔵
方
宏
昌
、
酒
井
シ
ヅ
、
樋
口
誠

太
郎
、
三
輪
卓
爾
、
室
賀
昭
三
、
矢
部
一
郎
、
矢
数
圭
堂

編
集
顧
問
小
川
鼎
三
、
Ａ
・
Ｗ
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン

事
務
担
当
鈴
木
滋
子

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定

（97）



日
本
医
史
学
会
役
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

理
事
長
小
川
鼎
三

会
長
大
鳥
蘭
三
郎

副
会
長
大
塚
恭
男

常
任
理
事
大
鳥
蘭
三
郎
大
塚
恭
男

宗
田
一

会
計
監
事
大
滝
紀
雄
古
川
明

理
事石
原
明
大
塚
恭
男
大
鳥
蘭
三
郎

大
矢
全
節
緒
方
富
雄
小
川
鼎
三

蒲
原
宏
酒
井
シ
ヅ
酒
井
恒

佐
藤
美
実
鈴
木
勝
宗
田
一

中
野
操
長
門
谷
洋
治
藤
野
恒
三
郎

三
木
栄
矢
数
道
明
谷
津
三
雄

山
形
敞
一

幹
事蔵
方
宏
昌
酒
井
シ
ヅ
杉
田
暉
道

谷
津
三
雄
矢
部
一
郎

評
議
員
青
木
一
郎
安
芸
基
雄
阿
知
波
五
郎

石
原
力
今
市
正
義
岩
治
勇
一

内
田
醇
江
川
義
雄
大
滝
紀
雄

岡
田
博
片
桐
一
男
川
島
恂
二

久
志
本
常
孝
榊
原
悠
紀
田
郎
杉
田
暉
道

鈴
木
正
夫
鈴
木
宜
民
関
根
正
雄

瀬
戸
俊
一
高
木
圭
二
郎
高
瀬
武
平

高
山
坦
三
竹
内
真
一
田
代
逸
郎

田
中
助
一
津
田
進
三
筒
井
正
弘

編
集
後
記

最
近
、
原
稿
が
多
く
内
容
は
ど
れ
も
後
年
復
刻

に
耐
え
う
る
貴
重
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
一
字

で
も
誤
字
誤
植
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
に

編
集
委
員
が
神
経
を
使
う
。
し
か
し
発
行
後
に
誤

字
誤
植
が
目
に
つ
く
。
反
省
し
て
い
る
と
、
先
輩

が
臨
床
学
会
誌
に
論
文
を
提
出
し
た
時
の
事
を
思

い
出
し
た
。
早
く
掲
載
し
て
も
ら
う
た
め
原
稿
を

清
書
し
な
い
で
持
っ
て
い
っ
た
。
す
る
と
学
会
事

務
局
で
、
き
ち
ん
と
清
書
し
て
こ
い
と
突
き
返
さ

れ
た
。
横
文
字
の
部
分
は
タ
イ
プ
に
し
ろ
と
い

う
。
見
せ
て
も
ら
っ
た
が
加
筆
訂
正
し
た
ま
ま
の

土
屋
重
朗

中
西
啓

樋
口
誠
太
郎

富
士
川
英
郎

丸
山
博

三
輪
卓
爾

安
井
広

米
田
正
治

名
誉
会
員
赤
松
金
芳

王
丸
勇

吉
岡
博
人

石
川
光
昭

杉
靖
三
郎

和
田
正
系

中
川
米
造
中
沢
修

中
山
沃
服
部
敏
良

福
島
義
一
堀
江
健
也

古
川
明
本
間
邦
則

松
木
明
知
三
浦
豊
彦

山
下
喜
明
山
田
光
胤

矢
部
一
郎
山
中
太
木

（
理
事
の
名
は
省
略
）

大
塚
敬
節

三
廼
俊
一

原
稿
と
違
う
。
一
応
清
書
に
近
い
が
癖
の
あ
る
字

で
書
き
流
し
て
あ
る
。
当
時
、
悪
筆
仲
間
に
聞
い

て
ふ
た
。
き
れ
い
な
字
を
書
く
人
に
清
書
を
し
て

も
ら
っ
た
と
い
う
。
他
の
部
門
の
学
会
に
属
し
て

い
る
同
僚
に
聞
く
と
、
そ
の
ま
ま
写
真
に
と
っ
て

載
せ
て
も
わ
か
る
よ
う
で
な
い
と
受
付
け
て
く
れ

な
い
よ
、
と
当
然
の
ご
と
く
い
わ
れ
た
。
医
史
学

会
は
そ
こ
ま
で
す
る
必
要
は
な
い
。
し
か
し
、
和

文
は
縦
書
き
、
文
字
は
偕
害
と
い
う
現
時
点
で
の

原
則
を
守
れ
ば
、
少
し
は
誤
字
誤
植
が
減
る
の
で

は
な
い
か
、
と
愚
考
し
て
い
る
。
（
蔵
方
宏
昌
）

昭
和
五
十
四
年
一
月
二
十
五
日

昭
和
五
十
四
年
一
月
三
十
日

日
本
医
史
学
雑
誌

第
二
十
五
巻
一
号

編
集
者
代
表
大
鳥
蘭
三
郎

発
行
者
日
僻
塞
史
棹
今
咋
鼎
三

〒
一
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
〒
一
‐
一

順
天
堂
大
学
医
学
部

医
史
学
研
究
室
内

振
替
東
京
不
一
室
吾
番

製
作
協
力
者
金
原
出
版
株
式
会
社

日
本
医
学
文
化
保
存
会

〒
一
三
東
京
都
文
京
区

湯
島
〒
一
二
－
西

印
刷
所
三
報
社
印
刷
株
式
会
社

〒
一
美
東
京
都
江
東
区
亀
戸

発印
行刷

（98）



三木栄『医学史著書』発売案内

l.『朝鮮医学史及疾病史』精装本,B5判，
620頁，二段組，図版98，図表35,1963年刊．18,000円

2．『朝鮮医薑誌』増修本，豪華A4判変形，
536頁，図版30,図表6，1974年刊．18,000円

3．『医学史研究の一元的体系』A5判,50頁，
図式12,1965年刊．並製400円，精装付録付700円

4．『体系世界医学史』書誌的研究精装本,B5判，
900頁，図版4，図式12，年表図1，1972年刊．12,000円

5．『WhatisMedicine？MedicineisCommontothe

EaStandtheWest.WhatistheHistoryof

Medicine?』精装本,A5判，
全英文，108頁，図版1，図表13,1976年刊．2,000円
（本書は英訳の時に字引としても使えます）

6．『医師の誓詞・医学本質論」新書判,50頁，
図式9，堅牢精装本，1978年刊800円

以上の書は，臨床医にして医史学者三木博士（1903～）の

全牛涯を投じての学的労作で，此度残部を払出し致します．

みな著者の私家少数限定版で，稀観本です．将来のため備え

られんことをお薦めします．

発売元

〒113東京都文京区本郷6－2－8井上書店
電話（03）811－4354振替東京8-52418

〒542大阪市南区心斉橋通1－1中尾書店
電話（06）271－0843振替大阪3708

※以上は，一般書店にありません，上記書店に御注文下さい（送料不要)．

追加

『朝鮮医事年表』全12冊，付録1冊，

B5版5冊とB5版倍版8冊，日本文，ゼロクッス印刷，紙数

凡そ1,750枚，製本済み

有史以来1945年までの日，月，年に別ち列記した明細な大年表．

印刷所実費95,000円（送料共)，御入用の方は著者へ，印刷所で

作らせ直送します．
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・
軍
紀
餓
丁
易
彊
禰
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弓
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は
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‐
晶
畢
、
馴
劃
閲
Ｈ
１
鮒
悩
胆
囲
啼
ｌ
諏
園
翻
鰯
馴
刎
閤
剛
９
．
咽
刷
り
い
も
脳
瞬
間
卿
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師
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混
一
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埴
呂
胤
刺
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照
制
瀧
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・
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ｌ
訊
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■医家別に延べ400冊の

古医書を収録する画期的出版 近世
責
任
編
集
国
大
塚
敬
節
・
矢
数
道
明

、
鮎
ず
可
幻
淑
州
１

〔予約限定版〕

■
第
一
期
Ｉ
全
訓
巻
の
収
録
主
要
内
容

囮
田
代
三
喜
／
三
喜
廻
翁
医
書

回
回
四
曲
直
瀬
道
三
／
啓
辿
集
・
切
紙
・
薬
性
能
毒
・

出
証
配
剤

回
曲
直
瀬
道
三
・
玄
朔
／
衆
方
規
矩

回
曲
直
瀬
玄
朔
／
医
学
天
正
記
・
十
五
指
南
篇
◆
延
寿

搬
要
回
⑧
回
囮
岡
本
一
抱
／
和
語
本
草
綱
目
・
方
意
弁
義
・

医
方
大
成
論

回
国
吉
益
東
洞
／
医
断
・
類
衆
方
・
医
事
或
問
・
方
極

・
方
機
・
薬
徴
・
建
殊
録
・
続
建
殊
録
・
束
洞
配
剤
記

回
後
藤
艮
山
・
山
脇
東
洋
／
師
説
筆
記
・
養
寿
院
医
則

・
臓
志

回
永
富
独
嘱
庵
・
山
脇
東
門
・
亀
井
南
冥
／
漫
孵
雑
記

・
吐
方
考
・
東
門
随
筆
・
古
今
斎
い
ろ
は
歌
・
他

国
囮
和
田
東
郭
／
蕉
窓
雑
話
・
蕉
窓
方
意
解
・
導
水
瑛

言
・
他

回
中
神
琴
溪
／
生
々
堂
雑
記
・
生
々
堂
医
證
・
生
々
堂

論
験
・
生
々
堂
養
生
論
・
逸
霞

囮
回
国
原
南
陽
／
叢
桂
亭
医
事
小
言
・
叢
桂
偶
記
・
寄

奇
方
記
・
砦
草

回
国
画
本
間
棗
軒
／
内
科
秘
録
・
自
準
亭
薬
識
雑
識
・

療
治
知
要

圃
固
固
回
国
宇
津
木
昆
台
／
古
訓
医
伝

固
国
華
岡
青
洲
／
痢
疾
瓊
言
・
癖
科
墳
言
・
瘍
科
方
筌

・
春
林
軒
撮
要
方
筌
・
青
嚢
録
・
他

■
第
一
一
期
全
釦
巻
及
び
第
一
一
一
期
全
釦
巻
の
内
容
は
、
案
内
を
ご
覧
下
さ
い

もり

I

伝
劇
口
刀
Ｈ
Ⅱ
励
雌
訓
捲

Ｅ
■
体
裁
四
六
判
上
製
・
函
入
／
本
文
各
巻
平
均
五
五
○
頁
・
口
絵
一
丁
一

四
定
価
各
巻
六
○
○
○
円
（
揃
価
一
八
○
○
○
○
円
）

■
全
巻
前
払
予
約
特
価
一
六
五
○
○
○
円

■
配
本
二
月
下
旬
よ
り
毎
月
一
一
～
三
巻
宛
配
本
。
（
分
売
不
可
）

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
１
Ｊ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
９
０
■
８
６
■
Ｉ
日
日
１
０
ｈ
．
■
■
日
日
中
８
４
日
０
１
日
１
１
日
Ⅱ
１
■
■
日
日
日
日
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
１
日
。
Ⅱ
■
■
Ⅱ
８
０
Ⅱ
０
日
■
８
８
日
９
日
Ⅱ
■
９
Ⅱ
８
Ｊ
Ⅱ
■
』

■
現
代
漢
方
医
学
界
の
重
鎮
、
大
塚
・
矢
数
両
先
生

が
、
斯
界
の
発
展
に
寄
与
す
べ
く
、
半
世
紀
に
亘

っ
て
蒐
集
し
た
秘
蔵
本
を
一
挙
公
開

■
日
本
の
漢
方
を
築
い
た
田
代
一
一
一
喜
か
ら
浅
田
宗
伯

に
至
る
先
哲
名
医
四
十
余
名
の
著
作
四
百
余
冊
（
第

一
期
～
第
三
期
）
を
影
印
し
た
集
大
成

■
漢
方
医
学
の
凡
ゆ
る
文
献
の
中
か
ら
、
価
値
あ
る

善
本
の
み
を
厳
選
し
た
基
本
資
料
集
成

図
最
早
や
入
手
不
可
能
な
幻
の
漢
方
医
書
、
未
公
開

の
貴
重
文
献
を
多
数
収
録

■
各
書
目
に
は
解
題
及
び
著
者
の
小
伝
を
付
し
、
色

刷
り
本
は
カ
ラ
ー
で
印
刷

■
｜
般
医
・
医
薬
関
係
者
は
勿
論
、
人
文
関
係
研
究

者
に
と
っ
て
も
必
見
の
意
義
を
持
つ

編
集
委
員
■
却
細
華
認
鑑
恥
率
涛
大
塚
恭
男

９
７
、
■
。

１
本
集
成
の
特
色

1

1

4

第
一
期

僻
減
槽
Ｐ
§
，
転
呼
１
Ｊ
謝
敢
Ⅳ
△
庶
訪
噛
鳶
蝶
岬
勘

10

■ 詳細内容見本送旱
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〒112束京都文京区'j､石川3丁目10番5号
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Ed"""0〃α"。′0〃加加助成α,Delhi:OxfbrdUniv.Press,1972.

DUMONT(Louis)"Theconceptionofkingshipinancientlndia",inhis

Rejigio",'o""α"dル姉oryq/I"i"(Cb"""d'"er.Fj〃乃城α〃"cioﾉogE)'),Paris/

TheHague:Mouton,1970.

IMPCOPS磁妙α幼g"R""""α〃(F'"""1""q/4)j@"ひ城cA姓d”""),English

version,Mad'､as:IMPCOPSPubl.,Adyar,Madras-20,1968.

JOLLY(Julius)[Med"",Strassburg,1901.]Transl.〃域α〃medici"e,NewDelhi:

MLm,31,iramManoharlal，1977．
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CalifbrniaPress,1976.
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pharmacopoeiawillbecomeverypoor,thechoicewillberestricted

toafbwcommonrecipes.Thetraditionmaydie、andonlya

paramedicalprofbssionwillremain.

NOTES

1)"Areputedphysician…hadofientogolongdistancestoseeanailing

patient…Onsuchoccasionsthediscipleordiscipleswhoaccompaniedhim

weretocarryallthearticlesofdailyusebelongingtotheGuru,trucking

milesandmilesonruggedroadsandpaths,whiletheGuruwentina

bullockcartorinapalanquin.Asthecartdriverwasalmostalwaysa

Muslimoranuntouchable,theGuru'spersonalapparelandotherarticles
3

couldnotbeentrustedtohim,lesttheyshouldbepolluted･Thedisciple

hadtorunbehind...withtheloadofarticlesonhishead…Evenwhenthe

disciplewasintheGuru'shousehehadtodooddjobsandtoattendto

alltheneedsoftheGuru.''(Nair:15).

2)RefbrencesaregivenonFigurel.G""""/mandSah“γ⑳o9"77zarequoted
戸

1rommanuscrlpts.

3)Everyhingiswritten:procedures,quantities,stages,inVahata,kα妙α.6.

4)Vasudeva,theauthorof4""妙α加副”（16thcent．？)，aSanskritcommentary

onVahata(themanuscriptofwhichisatVayaskara),wasaNambudiri
e

andadiscipleof4s#"α妙aAlathurNambiatTirunavai,onthebankof
申■

theriverPonnani、whereevervtwelfthveartheKeralachieftainsusedto
〃 ず

celebratetheMM"77zfzkha加脆stival.Onsuchanoccasion,theRajaof

TekkumkursufftringiromacarbunclewascuredbyVasudeva.When

Vasudevareturnedhomeattheendofhismedicalstudies,hewasrejected

andoutcastedbyhisNambudirifamilywhoconsideredhehadbeendegra-

dedbythepracticeofsurgeryontheRaja'scarbuncle.Thestoryreached

thisTekkumkurRajaafbwyearslater.HehadjuridictiononKottayam,

whereatVayaskaratherewasonlyonegirltobemarriedandnomale

membertomaintainthelineage.TheRajaaskedAIathurNambitosend

himhisdisciple,Vasudeva,whobecameaVayaskarabymarryingthe

Vayaskaragirlandwasgiventhefamilyproperties.

5)KindlycommunicatedbyDr.K.Malathi.

REFFRFNCES

鋤内鋤""α'"α可αγjofBh麺gαひ'(z,Kottayam:VaidyasarathyPress,21952.
①

BRASS(PaulR.)"ThepoliticsofAyurvediceducation:acasestudyofrevi-

valismandmodernizationinlndia",inRudolph(S.H.)andRudolph(I.R.)

－19－ 100



and""""""
■●

Poliomyelitis

l
massageswithriceimpregnatedwiththe

decoctionoftherootsof6""=Sidarhom-

bifbliaSsp.retusa(Linn.)Boiss.

Thusreducedtotheirgeneralprinciple,thesespecialtreatmentsof

Keralaseemtooccupyapositioncomparabletothatofkinesiatrics

inothercultures;theyseemtobestandardizedparamedicaltechni-

ques･

Butoncloserexamination,itappearsthatthemedicatedoil,

withwhichthepatientmustfirstbeanointed，variesaccordingto

eachparticularcase.Furthermore,theactualcourseoftreatmentis

oftenprecededandfbllowedbyjα加α"αmedications.Forinstance,in

theparticularcasetreatedatKottayam,inordertopreparethe

childibrα""α"α"α,adecoctionhadbeenprescribed(Dん瓦"zﾉα"jαγα-

kα""),coupledwithaghee(R跡"励吻"&"加α加戊ぎんr")asits"adju-
vant"(′γα"zj"(z),tobetakeninternally;andalsoamedicatedoil

(Z,αﾙ"i-m"α)fbrexternalapplication.Igiveallthesedetailsonly
tostressthecomplexityofmedicalintervention・Againthelearned

traditionappearsasbuiltaroundtheclassificatorysystemofdrugs
andtheircorrelations.

Inshort,Avurvedicmedicineinlndianowcanbeseenintwo
一’

diffbrentways.WhenAllopathicdoctorsrefbrtheiryoungpolio-

myelitispatientstoanAyurvedicdoctor,theyarerequestingparame-

dicalcare:massages,bathsandinunctionsthatareintroducedafter

thediagnosishasbeenmadeelsewhere(bytheAllopathicdoctor)

andwhenthediseaseisnolongerinitsacutephase・Butthereis

anotheraspectoftheAyurvedicinterventionwhichmustbestressed:

theselectionandcombinationofvariousrecipesappropriatetoa

particularcase.Thisisatruemedicalact,whichrequiresa

personalrelationwiththepatient,andalsoakindofdiagnosis.The

selectionofappropriaterecipesreliesuponthewealthofthelearned

tradition.Therearegroundsfbrfbarthat,inthelongrun,the
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etC，

TheAyurvedicpractitionercannotselectanappropriaterecipeuntil

hehasmadeapersonaldiagnosis;thepersonallinkbetweenthe

physicianandthepatientremainsmndamental・Letustakeafhrther

example.

Atthebeginningofl978,aboyofsix,suffbringfi､omsevere

paralysisandmuscularatrophyduetopoliomyelitis,camefifom

TamilnadtoKottavamwithhismothertostavatVavaskarai"α醜
’ ′ ‘

andundergoα""α/妙α"αtreatment.Afbwyearsbefbre,atthehospital

attachedtotheAyurvedaCollegeofTrivandrum，Ihadbeenable

tosee""""zﾉ""treatmentsappliedtochildrensuffbringii､omthe
●●

samedisease.Usuallythesechildren,treatedbyAllopathyinthe

acutephase,areafterwardshandedovertoAyurvedicdoctors.At

firstsight,theirtechniqueswouldbeclassifiedas"paramedical".

』""α”α"a(smearingwithrice)and""""e"(sudationby

bolusesofrice)aretwoofthespecialrqjuvenatingandrestorative

techniquesbasedonoleationandsudation.Thebodyisoiled,

,nassagedandsmearedwithpuddingsofmedicatedrice.Diaphoresis

iscombinedwiththenourishmentofmusculartissues.Letusquote

directlvfi､omadoctoraldissertationwrittenatTrivandrumAvurveda
’ ’

College(thestyleischaracteristic):$kInthetreatmentofjo"

(wastage)dueto加α叩sα倣恥心"(zaccompanyingル瓦jα""αrog"(polio-

myelitis),が鰊s"e(itzhasgotgreatinfluence.Ithelpstodilatethe

constricted"ot"-esandpromotethepassageofthenutritivematerials

andtherebytheshrunken鋤廊"-sbegintoflourish...''5).Poliomyelitis

isunderstoodasa"Wind-diseaseinchildren"(j列αひ耐αγo9")with

"decay(え妙α)oftheHesh-element(加画“α一助"")''・Unctuousmedi-

cationswillclearthe"channelJ(sI'0"s)andrestorethebody"elem-

ents"(肋耐")．AWind-disease？Howvastandabstractthedefinition

is.Itcommandsaunifbrmprocedure,whichiscommontoα""α”α"α
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fatherofthepresentgenerationofpractitioners,C.N.Narayanan

MoosswhowasthephysicianoftheMaharaiaandtheDirectorof

AvurvedainTravancore，hadthreesons・Theeldestisawell-known
グ グ

AyurvedicpractitionerandaSanskritscholar,thesecondemigrated

totheU.S.A，wherehepractisesmedicine,andthethirdhasjust

completedM.B.,B.S.(thefirstdegreeinAllopathicmedicine).

Inasense,thesituationisquitetraditional:theeldestaloneshould

maintamthelineage.

ThedualsVstemofmedicalinstitutionswhichhasevolvedin
・

IndiaandtheambiguoUsparaprofbssionalrelationshipofAyurvedic

medicinetocosmopolitanmedicinehavebeendescribedbyothers.

Oncemorelwouldliketoshiftfi､omasociologicalapproachtoan

epistemologicalapproach.

Amongtheveryfbwcommercialfirmswhichareinapositionto

undertake@Gresearcheg'inthefieldofAyurvedictherapeutics>wecan

taketheexampleoftheGAryaVaidyaPharmacy''atCoimbatore,

managedbyAmbalavasibrahminscomingfi､omKerala,whichini-

tiatedaresearchprogrammesponsoredbytheWorldHealthOrgani-

zationonthee伍cacvofAvurvedictreatmentsinrheumatoidarthritis.
． ’

Inthispathologicalcondition,whichisidentifiedto〃α＃”α〃α,;GWind-

blood''diseases,thespecialtreatmentsofKeralabasedonoleation

andsudation,suchasα"""α"α(smearingwithrice)orﾙ""e"

(pouringoilonthebody),arehighlyrecommended.

Thesespecialtreatmentsnormallycombineskilledmanipulations

ofthebodywithasoundknowledgeoftheclassicpharmacopoeia.

Inoneaspect,theyconstituteaseriesofstandardtechniques.Such-

and-suchdiseasescallfbrsuch-and-suchtechniques・Forinstance:

rheumatoidarthritis

I
squeezetepidsesameoilonthebody,andmassaJ

(thisisthegeneralideaofh""ek(z)

Inanotheraspect,thesemanipulationsdependuponasetof､pha-

rmaceuticalpreparations:
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Figure2.Afbwsigni6cantAyurvedicinstitutionsatthelocallevel(Kerala
State,andCoimbatorcinTamilnad、).

〆

|41Eight4｢r“α油ahouses■① 一

回SixAyurvediccolleges

ImlAfbwfirmsmanufacturingmedicines

|RIResearchinstitutestestingdrugsorspecialtreatments
T

l引So肋α"αandspecialtreatmentsinluxurynursinghOmes

IravarshadtogotoMadrasandCalcuttatostudvAvurvedic
ご

medicine.Nevertheless,theyhadtakentheleadinmodernizationby
translatingVgha#aintoMalayalaminthel870sandpublishingold
Malayalammedicaltreatises(liketheYbg面加γjα加)thatarenotreco-

●

gnizedbythebrahmins.

Inthesketchmapabove(Figure2),Iwishtostressthecom-

petitionbetweenoldandnewAyurvedicinstitutions.TheAF#"zﾉα物α
■●

practitionersaretotallyabsentfi,omthepubliceducationalsystem.

SomeoftheirsonshaveeventurnedtotheWesternsystem.The
moststrikingcaseisthatoftheCherittamomfamilyatOlessa.The
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enemasandnasaldrops,alongwiththeirpreliminaries,oleationand

sudation・Thesetreatmentsareexpensive,sincetheyrequireconfine-

menttobedfbratleastsevendays,andastafrtrainedinvarious

typesofmanipulation.Moreover,inthecourseoftime,oleation

andsudation,whichaccordingtotheclassicswereonlypreliminaries,

havebecomeimportanttreatmentsinthemselves・Thephysiciansof

Keralahavedevisedawholeseriesofspecialrejuvenatingtreatments

basedonoleationandsudation.Wealthypeopleusuallyunderwent

suchtreatmentsathome,buttheNambudiricompoundsori"α"2-s

(severalyardsandbuildings)includedquartersfbroccasionalpatients.

Inclassicalpractice,oleationandsudationwerethepleasantand

invigoratingpreliminariesofunpleasantanddrasticprocedures.The

j0鋤α"αtreatmentconsistedofpreliminaries(oleation,sudation)com-

pensatinginadvancefbrtheviolenceof力α""kαγ加α"-s,thefive

procedures:vomiting,purgating,etc.Buttheseprocedurescannot

competewithantibioticsandinjections…therefbre,theyaredisappea-

ring.Oleationandsudationremain,butinanotherrole,developed

fbrthemselves.Massages,baths,iniunctionsandothermanipulations
ofthebodvbasedonoleationandsudationnowdefineanewand

J

specialtypeofjα"zα"αtreatmentwhichrequiresadmissionintoa

nursinghome.

TheserCjuvenatingtechniquesareinfashion.Inthelastthirty

years,wealthypatronshavebeendrainedofmoneybyanewkind

ofmedicalinstitution,theluxurynursinghome.The"GoldenJubilee

NursingHome''openedatKottakalinl954isagoodexampleof
thesecommercialestablishments.

THENEWDIVISIONOFLABOUR

OneoftheconsequencesoftheprofbsssionalizationofAyurvedic

medicineinKeralaistheriseofastrongeducationalsystemin

whichnon-brahmincasteslikelravarsareinfluential,andNambudiris

absent.

Asearlyasl887,anAyurvedaPathasala(school)wasopenedat
Trivandrum.Inl915,lowcasteswerefirstadmitted.Untilthen,the
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whorepresentedalltypesofSanskritknowledge.AsfbrtheNam-

budiriphysicians,grantsoflandandotherpriVilegesallowedthem

toliveonlargeandproductiveestatesand,intheirturn,topatronize

others.When,aspartoftheprocessofprofbsssionalization,my

teacherVayaskaraN.S.Moossfbundedtheytz妙α雌γα"inl936,

@@AnAnglo-VernacularMonthlyMedicalJournal''(Kottayam:vols.

I-XIII,1936-1948),HisHighnesfsgovernmentundertooktobuya

goodnumberofcopies.Whenthispatronagcfailed,thejournal

disappeared.

Patronagehastwomeanings:thekingProtectsthebrahmins,but

heisalsotheirfbremostpatient.Herewemustrecallthelinks

between鋤"γひβ血,K両加α”"a(thescienceoflove)and4rr""J"zz(the

scienceofmanagement).In;neral,partofeachmedicaltreatise

isdevotedtotheking'sservice.Thepersonofthekingepitomizes

allpotentialitiesofhealthandwealthfbrhispeopleandhisland.

Thisprinciple,whichhasbeenilluminatedbyLouisDumontina

famouspaper,isexplicitlystatedintheSzI&7z""α"zh娠:G6Theintermix-
■

tureofallcastes,thedisappearanceofalltheactsintendedfbrthe

fhlfilmentof"加γ抗α,eventheextinctionofthepopulationarea

logicalconsequenceofthemisfbrtuneofaking''(""α.34,9).

Herewecanmentiontherelationofsurgerytotheartofwar.

Thereisatraditionallinkbetweenthewarlikenatureoftheking

andthecasterankingofthephysiCian,whoisslightlydegradedby
thesheddingofblood4)．Wecanalsoalludetoγj"“〃瓦,theartof

D

adaptingone'sdietandconducttothecycleoftheseasons・The

correspondingchaptersinmedicaltreatisesarepurepiecesofcourt

Poetry･Besmearedwithcamphor,sandal>aloeandsa缶on,infifa-

grantgardensresoundingwiththemelodiousnotesofcuckoos.･･the

noblepatientideallyfbllowsaregimenwhichsummarizesallthe

mostluxurioustechniquesofrejuvenation.

Thisisthemythicalpartofancientmedicine,butitleadsusto

afbwremarksontheactualpracticeof&0鋤α"αtreatrnentS・These

are$(TheFiveProcedure3'('α沈α-kαγ腕α")orviolentactionstoclear

upthebodychannelsbymeansofemetics,purges,dryenemas,oily
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betweenvariouslevelsoflanguage,themodernfbrmularyjuxtaposes

amerecollectionofempiricalibrmulas・Sinceallingredientsare

itemized,thenameitselfof"〃α/"disappearsfi､omtherecipeof
●●

〃z"ん"".Thenitbecomesimpossibletoperceivethehistorical

dimensionofthetradition・Insteadofalinkbetweendiffbrenttypes

ofliterarvsources;
‘

Vahaia:Sα"α/α叩gﾙ"α加

’ ↓半

sah"γ妙09γα祝:z>z血kα城“Bgh"α"z

wehavegotailatjuxtaposition:

Sα加､""ogα瓶

No．151

助〔加ﾙ亙加α"zg〃γ〃"Z

’｜

’
’

､No.209

sα〃α/α"z9"jα"‘

“α〃α妙apractitionersrequireverycarefillattentiontothefact

that"""J"mustbepreparedwith""αﾊ§""(potassiumcarbonate),
whercas"z血緬""requircsm加鋤fzzjfz(sodiumChloride).Suchasophi-

sticatednuanceservestoreinfbrcetheparallelbetweenthetwo

recipes.Somepractitionerssaythat恥血腫""isrejuvenating,while

釦〃αjfzclearsthesystembetter.Significantlyenough>thenuanceis
●●

overlookedintheIMPCOPSfbrmularywhichadvocatesJα"α砿γαin

bothcases.Iadmitthisispurescholasticism・Icouldlistone

hundredminutedetailsofthesamekind,whicharewipedoutby

modernization.Ionlvwantedsoshowthat,inthelearnedtradition,

linguisticsplaysafi,ndamentalrole.

THEKINGANDTHEPHYSICIAN

Thelearnedpractitionerslchosetodescribehavetraditionally
beenSanskritscholars.Thiswasmadepossiblebythecontinuance

ofroyalpatronage.Letusmentiononehighlysymbolicalfact.Up

totheyearl950,theMaharajaofTravancoreusedtofbedevery

day(inTrivandrum)onethousandNambudiriandTamilbrahmins
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,Fα〃α/α"z9〃/α"I，

g"伽a（α〃“､14，

THECLASSICALTREATISES

e.9.Vahata's4.F""gαﾙγ"y"α"z""〃
●● ●

F

agamstconsumPtiOn(C"".5,22-23)

26-27）

／′、
／、

andagainst

／
』／

MEDIAEVALSANSKRIT

COMMENTATORS

、
、

、ヘ
MEDIAEVALSANSKRIT

DICTIONARIESOF

PLANT-NAMES

e､g.G""“"j伽，

Aj〃倣亙"α"7α師α77

(definitiOnunderNos.894-896in

theprintedcd.)

e､9．Arunadatta,InduwhO

makeanexplicitcross-refbrence

betweenthetwoabove-men

tionedpassages

↓
MODERNCOLLECTIONSOFRECIPES

e､9．jSM"γ⑳09α加

Bolhrecipes,血血ﾙ""/α加andSα"α/α純gﾊｸ""，areglven

Figurel.Occurrenccso(､､，α"｡/"aldiHbrcntlcvelsoflangUagc

otherwidelycirculatingtext-books,Iwouldliketomentionthe

鋤r加"ルッヅ4γ"γ〃2"cJIff""""published介omMadraSbythe
IMPCOPS(IndianMedicalPractitioners'CooperativePharmacyand
Stores),availableinEnglish,TeluguorTamil.Insteadofthecon-
cisenessoftheabove-mentionedSanskritverse,allisitemizedin

themodernibrmulary,andthedrugsarelistedinverticalcolumns.

Then，whathappens？First，thedifIbrencebctweenwhatlogicians
callthelanguage(here,thenamesofdrugs)andthemetalanguage
(here,theoperatorsdefinedabove)tendstobeoverlooked.The

learnedphysiciandidnotrequirethatthedistinctionbetweendeco-

ctionandpaste>thequantities,thestagesofcookingbeexplicitely
mentionedintherecipe;thegeneralruleslaiddowninVahata's

●

treatiseweresystem-aticallyappliedtoallrecipes3).Onthecontrary,
insteadofbuildinguponthetraditionalsystemofcross-refbrences
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pdtikadaruda:ammlakasayasiddham

l23tol2＊

saksiralsadpalalyutam寺saks1rasadpalayutam
G ●●

＊1ノto6ノ＊

ghrtamindukantaml

vatamayaksayamahodaragulmasUlanimnonnataivaraharambalavardhanaficall
①

a bcdef*g*

Tobetranslatedthus::6Boiledwithadecoctionof[12plants],

combinedwith(apasteof)the"〃α/"[groupof6drugs],withmilk
●■

(addedatthemuddystageofcooking),thegheel>z血k亙加aeliminates

zﾉ瓦癒加妙α,@GWinddiseases'',

k"α,{Gconsumption'',

mα加血γαandgzJJ77zcz(twotypesofabdominalswellings),

拉肋,:6colic'',

"加"0"“"zﾉ"",@(irregularfbver",

andenhancesstrength''.

GIossesinthemanuscriptsgivetheMalayalamequivalentsof

Sanskritplant-names.Asfarasthemedicinalplantssoldonthe
marketundertheirMalaValamnameshavebeenidentified(withthe

′

helpoftheBotanicalSurveyoflndiaatCoimbatore,fbrinstance),

wecansaythatatthelocallevel:Skrt.""zz=Malay.5zﾉ",i.e・the

barkofHoloptelesintegrifbliaPlanch.;"γ"=theheartwoodofCedrus

deodaraRoxb.;etc.D"α加汀J",{GTheTenRoot3、awell-knowngroup

oftendrugs,maybelaidaside.Butitisnotsoeasytoidentify

“〃αJ",astereotypedseriesofsixdrugs．Itrequiresadistinction
betweendiffbrentlevelsoflanguagewhichcanbeputindiagram-

maticfbrmasonfigurel.

Sα〃αj"consistsofthefivepungents:seedsandrootsofPiper
甲U

Iongum,rootsofthemaleplantofPipernigrum,tubers(purified)of

PlumbagoindicaanddryrhizomesofZingibero伍cinale,addedwith

eitherJﾉazIqk"γα,impurepotassiumcarbonate,or皿加肋αりα,impure
●

sodiumchlorideAsshownonfigurel.VahataprescribesSα〃α血叩

g〃ｵamagainstconsumptionandg"伽a(abdominalswellings);to-day
●

thisgheeiscommonlyusedagainstduodenalulcers.The血血k面"ja

gheeistobeunderstoodasavariantoftheWα"α/αghee2).

NowletusconsiderthatmodernstudentsinAyurvediccolleges

learnthesetworecipeswithoutrefbrringtotheSanskrittexts.Among

lO9－10－



dividedintotwotypes:jodhα"α,.lPurifying",andja疵α"α,"pacifying''
46

1

therapy.Sb鋤α"αtherapyconsistsofallbodilytechniquesthatrequire
admissionintoanursinghome;weshallrefbrtothemlater.Ah腕α"α

Y

therapyconsistsofallmedicinestobeadministeredathome・Both

t"arebasedondecoctions,oilsandotherremedies,therecipesof
●

}"char@:ubsumedunde"bmadnosologica]oategoriesThgiaro
■

indicatedincaseof(1)fbver,(2)blood-bile,(3)cough,etc.･For
、

itsconciseness,IselectfifomtheSaﾙ“γ妙噌α加。"TheBookofThousand

RecipeW',therecipeofamedicatedgheestyledZizd似腕""mghγjα加W
VhiJli$commonlyprescribedagainstchronicfbver,consumpfionAnd

●

○

duodenalulcer.

A,Iwishto@mphasizo(ho!ogica!,tructur@orth"ecip@(&
■

singleSanskritvcrsc),I$halllist{hediHbrcntkindsoftccimical
words.Fiveorsixdaysare.requiredtopreparethismedicated
ghee.Firstadecoctionisprepared,whichisstrainedonthethird
day.Let1,2,3,4…bethelistofdrugsusedfbrthedecoction.●

Then,alongwithclarifiedbutter,apasteisadded.Letlﾉ,2ﾉ，
●

3ﾉ，4ﾉ…bethelistoftheotherdrugsusedfbrthepaste.Thewhole
isagainboiled,andonthefburthday,whenmostofthewaterhas
evaporated,"atthemuddystageofcooking"(c"秒就α-"",astereo-
typedphraseinMalayalam,thevernacularlanguage),milkisadded.
Afterboilingagain,thegheeisfinallystrainedonthefifthorsixth
day.Leta,b,c,d…bethelistofdiseasesorphysicalconditions
supposedtobecuredorenhancedbytheremedy.Afbwwords
remainthatmightbecalledoperators:theywillbemarkedbyan
asterisk.Theyoperateoneitherdiseasesorconditions,
e･g･－んαγα,<6eliminating…'’

一zﾉαγ肋α"α,"enhancing…，,

ortheyareusedtoclassifythedrUgsintothreegroups,
e･9･－kα”りαi(〃ﾙα,"boiledwithadecoctionof…”

｡

－J"#",@:combinedwith(apasteof)…”
"-,@;with.,."(milk)

Therecipereads:
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ofc"g"鰭〃.Varier'sbiography,aninterestingdocumentcomposed

inthehagiographicstyletoglorifythefbunderoftheKottakalfirm,

hintsatthehardshipssuffbredwhenstudyingunderKuttenchery

鞭α"α物)fz-satVadakkancheriinthel880sl). Discipleswerethe

servantsoftheirguru,andhigherstudies(theextensivereadingof

manuscriptsandtheルル"α"αofVHhata'stextfbrinstance)werenot
○

accessibletoallofthem.Butasfbrthesonsof4.fjα"α幼a-swho
●●

wereliterallvbathedinSanskritsincechildhood、thevwereableto
ダ ゾ ブ

grasptheclassicaldoctrineasawhole,asasystemofsymbolic

correspondencesbetweenvariousseriesoftechnicalterms.Manfied

Porkert'sbookonChinesemedicinegivesusagoodideaofsucha

closedsystemofcorrespondences.Wedonothavetosupposethat

thegururetainsunwrittensecrets.Theclosureofthesystem，its

beinglogicallycJosedonitselfjaccountsfbritsbeingesoteric.Either

yougetimmersedinit,liketheyoungAF""α妙a-schantingtheir
申合

Sanskritverse,oryoumissthepoint.Forwantoffi･eeaccessto

texts,someofthedisciplesmighthaveretainedonlyaratherscanty

memoryfiFomtheirtrainingyears,perhapstheminimumknowledge,

reducibletoacollectionofrecipes.Thisrestriction,however,does

notlegitimatetheconclusionthat,bymodernizingitself;Ayurvedic

educationhasbecomemorerationalandgenerallyavailable.College

students,deprivedofasu髄cienttraininginSanskrit,cannotevensee

thattherewasatightlyknitnexusofideasunderlyingeachofthe

oldrecipestheyaretaught.

THEPLACEOFLINGUISTICS

Ancientlinguisticsandthesystematicsynonymyoftechnical

names(ofplantsanddiseases)inSanskritfbrmthecoreofthe

tradition.Whenthelinguisticgames,theplayofwords,themulti-

vocityoftechnicaltermswhichcharacterizeallHindusciencesare

overlooked，andEnglishissuperimposeduponSanskrittonamethe

diseasesinmoderntext-books，the:6sDirit''oftheoldsvste'nislost.
ジ ユ ‘

Letusillustratethefimdamentalroleoflinguisticswithan

exampletakenfi･omthefieldoftherapeutics.Therapyisclassically
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tionaltraining,theyareabletomaintainthekeytechnique,learning
bvroteandrecitationofSanskritverse、whichisessentialtoall

l 〃

brahminicsciences.Attheendofルγαh加α“ぴα(thestatusofunmar-

riedstudent),aftertheJa加励αγjα"αceremonies(thereturnhomeofa

brahminstudent),theywillundergo6"α"α,"worship",fbronefUll

yearin.thefamilytemple.Everymorningatdawn,theywillbe

readingandchantingaloudtenchaptersfi､omthemedicalSanskrit

treatiseofVahaLa・Everytwelvedays,thewholework(120chapters)

isover,anditistobechantedagain.Threegenerationsago,the

“α"α妙αeducationwascompletedbytheengravingofVahata'stext

onpalm-leavesandtheadditionofanewmanuscripttothefamily

library.

Itmightbearguedthatthecaselchosetostudyissospecial

astobeirrelevanttothediscussionofprofbssionalizationissues.But
ユ

hereagain,bygoingintotheparticularsatalocallevel)weareled

torectifyacceptedinterpretations. Distrustingesoterismandthe

secretoffamilvtraditions、theleadersofthemodernAvurvedicrevi-
’ d

valistmovementadvocatedthecreationofpubliccollegesanda

rationalisteducationincorporatingWesternanatomyandnosology,

whichimpliestosomeextanttheuseofEnglishasamedium,They

suspectedthatprivateeducationwasmadeupofaseriesoftipsfbr

remedies,specialmassagesandbaths,etc.Forthemprofbssionaliza-

tionwasameansofopeningaclosedtradition,tomakeitavailable

fbrall.But、contrarytowhatissuspectedbyoutsiders,thelearned

traditionisnotanoraltradition.A/10#h伽gγg加ams〃"z《ﾉγj"",although

Iadmitthataccesstotheliteraturewasstrictlvrestricted.
‘

Abrahminteachertraditionallykeepsanon-committalattitude:

thedisciplesareconstantlyrefbrredtothetexts,eachandevery

questionissolvedbyaquotation,literacyisatthecoreofthisoral

teaching.AmongAJm"α妙α-s,highcastestudentsonlywereadmitted,

andthelotofthosedisciplesoflowerstatusfbrwhomadmission

totheg"γ"k"j",@6thehouseoftheGuru'',wasafavourmusthave

beenahardone.P.S.VarierfbrinstancewasanAmbala-

vasibrahmin,andtotheNambudiris,Ambalavasisfbrmasort
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fbrmentedliquorsfbrdecoctions.Asearlyasl902,P.S.Varier,the
fbunderofthe"AryaVaidyaSala"atKottakal,begantostock

preservedA:"""-s.Ofcoursethenumberofrecipesthuspreparedis
extremelyrestricted;thecurrentcatalogueoftheKottakalfirmoffbrs
twenty-fburA:zz"｡-sonly.Bycontrast,myAStavaidyateacher,Dr.

●

VayaskaraMoossofKottayam,knowsabouttwohundredrecipesof
decoctionsthatheusedtoprescribeinhisyoungerdays.Their

substitutes,"""-sandotherkindsof$6fbrmentedliquolTarenot
●C

usuallyprescribedtoorthodoxbrahminpatients,andhalfacenturyago,

onlyfburorfiverecipesofαγ""-s(takenfiomVahata'streatise)

wereprepared.Newrecipes(fi､omlessauthoritativetexts)havebeen
added,uptoaboutfbrtyliquorsnowcurrent.Herewecatcha
minutebutsignificantevent:theobsolescenceofA;｡""-sinKerala;

recipesfbrdecoctionswhichwerenumberedbyhundredsarepassing
outofuse.Inthecookingofdecoctions,plants,medicineandthe

kitchenweretightlyboundtogether.Peoplewereusedtoagreat

varietyoffi､eshplants・Medicineswereassimilatedtofbods.Andthe
brahminicidealofveJtarianismwasimplicitlyinHuential.Nowthat

thetraditionisbeComingaprofbssion,thisnexusofideasisbeing

split.

ToseehowdifficultitistotransmuteAyurvedicmedicineinto

aprofbssion,onemustexamineitsbrahminicfbundations,eventhough
brahminsdonotmonopolizeitspractice.Indeednosuchmonopoly

isprescribedinthetexts.TheBengaliFZz"-s,fbrinstance,whoare

therepresentativesofthegreattraditioninthenorth-east,arenot
brahmins.InKeralaitself;the〃α"αγ-s,acasteoflowstatus,main-

●■

tainabrilliantAyurvedictradition・ManyotherproofSmightbe
adducedButinanycase,Sanskritlearningisarequisitcandthe
brahminisamodel.The4.j､j"α物abrahminsofKeralastillenjoy

●●

agreatprivilege.TheirsonsdonothavetoattendpublicAyurvedic
medicalcollegestoobtainadministrativerecognitionas(Gregistered''

Ayurvedicpractitioners.Theyfbllowaprivatecourseofstudies
undertheirfatheranduncles・Thisiscurrentlythecasefbrone

youngmanatPattambi(seethemapbelow).Throughtheirtradi-

113－6－



vatives,theytendtodestroythesocialandreligiouslinkbetween

curingandcooking,thenotionof"fresh"plants(newlyculledin

thesurroundingfbrests)boiledona"slow"fire・The丘eshnessof

vegetablesaps,theirslowmaturationonthefireofthekitchen:this

iswhathasbeendestroVedbvcommercialization.
●

Inshort,whendiscussingthepresentstateofAyurvedicmedicine,

Isuggesttheutmostimportancebeattachedtothewidespreaduse

ofalchemicdrugs,especiallyinthenorthofIndia.Evensoastudy
oftheclassicaltraditionofplantmedicine,whereveritisstillalive,

wouldbemoresignificantstill.

WasthesellingofAyuvedicremediesacommonpractiCethree

generationsagointheotherregionsoflndia？Icannotsay，In

Kerala,pharmacies(wheremedicineswouldhavebeenstockedand

sold)didnotexist.Asalreadvmentioned,decoctionswereboiled
‘

athome.Buttherecipesofmedicatedoilsandghees(gﾉiγ"-s,$4cla-
●

rifiedbutter"),electuaries,etc.,areextremelycomplicated.Qjlite

often,amongwealthyPeople,thelearnedphysicianusedtodespatch

oneofhisstudentstosupervisethecooking,whichfbroilsandghees

requiresatleastfivedaysandnights,atthepatient'shouse.Butthe

physicianalsohadhisremediespreparedinhisownkitchen.His

occupationshouldbelocatedinthewholeinter-castesvstemof
・

economicandritualexchanges・Inasense,theroleofaphysician

issimilartothatofacook.Wemustrecallthat,amongthefUn-

ctionsofbrahminsmostexpressiveoftheirpurity,oneistocook
fbrothercastes.

Whenspeakingofitsprofbssionalization,wemustrecallthat

Ayurvedicmedicineevolvedinaculturewherethelongand

patientcookingofvegetablefbodsplaysafUndamentalrole.In

thatrespect,therecenthistoryofkfzJ､〃α-s,the:､decoction3',mustbe
●

told.Decoctionsneedtobepreparedafi､esheverytwodays,by

boilingfbrfiveorsixhours,andtheydonottastepleasant.Thisis

why,overthelastfbwdecades,thegeneralpublichasdevelopeda

dislikeofdecoctions，Followingthenewtrend,physicianshaveintro-

ducedtwoinnovations:preserveddecoctions,andthesubstitutionof

F
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alchemyhascompletelyobliteratedtheancientpharmacopoeiabased

onvegetabledecoctions,oilsandghees.Butthesoundestpartof

ancientmedicinewaspreciselythisknowledgeofmedicinalplants.

Behindthefact(observedbyBrass)thatcontemporarypractitioners

mavknowsomeAvurvedicremediesbutdonothaveatheoretical
‘ ‘

knowledgeoftheancientscience,behindthefact(observedbyLeslie)

thatmagico-religiousibrmsoftherapyhaveflourishedamonglearned

panditsinsophisticatedurbansettings,thecommonfactoris,I

suspect,thebreakingofthetraditionallinkbetweenmedicineand

theplantkingdom.

Thismutationbecomesevidentwhenwecomparetheprinted

cataloguesofAyurvedicmedicinesmanufacturedbynorthernand
southernfirms.TakefbrinstanceoneofthemostprestigiousPha-

rmaciesofnorth-westlndia,the(GRasashramPharmaLaboratories"

ofGondal(GUjarat).TheircatalogueismostlycomposedofM""'α"-s

(oxides),m"-sand7"妙α"α-s(theblackorredsulphideofmercury

andtheirvariouscompounds).Whenthesedrugsappearinthe

cataloguesofsouthernpharmacies,theyareoftenimportedfifomthe

north.Forthesakeofcomparison,takethewell-known$(AryaVaidya

Sala"ofKottakal(Kerala).Theircataloguecontainshundredsof

vegetabledecoctions,oilsandghees,theirpharmacopoeiacanbesaid
tobeessentiallvclassical.

Fromthepointofviewofthecommercializationofdrugsand
theprofbssionalizationofpharmacy,thereisamajordifference

betweendrugsobtainedbythecookingofveJtablematerials,which

cookingisatypicallyHinduoccupation,anddrugsmadebythe

calcinationofquicksilver.Inthelattercase,theprocessingofdrugs

knowntobedangeroushasfbrlongbeenanesotericandspecialized

occupation.Bycontrast>evenwhenprescribedbyalearnedphysician

onacadjan(apieceofpalm-leafonwhichtherecipeiswritten

out),aplantdecoctionwasafamilymedicineknowntobeharmless

andcookedinthekitchen.Thecharacterofalchemicdrugsisnot

alteredbvcommercialization・Butwhennewmethodsareintroduced
‘

tostoredecoctionsofmedicinalplantsintinsbyaddingfbodpreser-
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practice,itisonlydo""α"j.However,mylndianteachersinKerala

havenorecoursetoalchemynortootherkindsoftacitknowledJ

suchasthefbelingofpulse;theydonotavailthemselvesofany

specialsecretsormagicalhealingpowers.Inthatrespect,thelearned

traditionwhiChevolvedamongNambudiribrahminsfi､omthe

sixteenthcenturyonwardsisstrictlyrational.Thehistoricaltrend

tosacrilizationsuggestedbyLesliedoesnotaffbctthistypeoflearned

tradition.Onthecontrary,inthisprovinceoflndiawherealche-

mistsandsophisticatedgurus(whodominateinthenorth)areabsent,

othergroupsofphysiciansbelongingtolowercastesfbrmerlyusedto

modeltheirpracticeonthatofthebrahminsandtoadopttheir

technicallanguage.Thisprocessof"7zs〃"ごα加刀shouldalsobetaken
intoaccount,

Ishallfirstdescribeinitsintellectualandsocialaspectsthe

positionoflearnedpractitionersinKeralatwoorthreegenerations

ago,whentherewerenopharmaciesandmedicineswereprepared

bypatientsathome.Then,turningbacktothedescriptionsof

medicaleducationandpracticeintheSanskrittexts，Iwouldliketo

stressthetraditionallinkbetweenthekingandthephysician.Up

tothefalloftheoldregime(attheendofthel940s),inthe

princelystatesofTravancoreandCochin,Ayurvedicphysicianscon-

tinuedtoreceivegovernmentpatronage.Afierindependence,pro-

fbssionalizationcameaboutthroughtheconstructionofanewsystem,

inwhichbrahminshavelosttheirdominantpositionandthereligious

backgroundofAyurvedicpracticehasalmostdisappeared.

THEASTAVAIDYATRADITION

OnemajoreventinthehistoryofAyurvedicmedicinehasbeen

overlookedbyhistoriansandsOciologists:theintrusionofm"-j耐"α、

66alchemy'',intotherealmoftherapeutics.Betweenthefburteenth

andthesixteenthcenturies,numerousSanskritworkswerecomDosed
4

onr""(metalsinfUsion),7"g"γa(quicksilver),metallicandparti-

cularlymercurypreparationsfbrinternalandexternaluse(Jolly:4).

Inmoderntimesincirclesofphysiciansespeciallyinthenorth,
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andpracticeintheclassictexts,thecharacterofwhichisrelatively

secularandrational，andthesubsequenttraditionalpracticesmore

andmoreesotericandsyncretic.Traditionalphysicianstendtotreat

theirknowledgeasprivateloreratherthanasuniversalscience;this

esoterismrousedakindofdistrustamongthemodernsupportersof

Ayurveda(Brass:344)．Moreover,magicalandreligiousfbrmsof

therapyhaveHourishedintraditionalculture,andanewtypeof

learnedphysicianhasappearedwhowasnotmentionedinthetexts:

thepanditgiftedwithsupernaturallearningandhealingpowers

(Leslie:360).ThisiswhyCharlesLesliesuggestedalong-termtrend

of""i"之α"0"intheAyurvedictradition.Hisargumentwasthat

profbssionalizationreversedthishistoricalpatterninthenineteenth

andtwentiethcenturiesby7""zJJ"""gAyurvediceducation.

Iwouldliketotestthisinterestinghypothesis.Wemightgeta

morelivelyandaccuratepictureofthesepan-Indianprocessesatthe

Iocallevel、andlproposetostart丘ominfbrmationcollectedin

Kerala(fbrmerlytheprincelystatesofTravancoreandCochin)

among4Jtα"α物)"-s,theNambudiribrahminphysicians,whoseortho-
eb

doxyandSanskritlearningarequiteexceptionalinlndiato-day.

Theyarethemostauthoritativeexponentsofthegreattradition.

“α"妙α,"TheEight(lineagesof)PhysicianJ,isthetitleofacaste
andanoccupationlaidonthembythegodParadurama.From

traditiontoprofbssion:Iproposeacasestudy.

Afbwpreliminaryremarksshouldbemadeaboutthe:&secular''

and&6rational''styleoftheclassicSanskrittexts.Thesearenormative

textstobestudiedandcommenteduponincirclesofspecialists;

hencetheiremphasisonthescientificandrationalaspectsofmedi-

cine,fbrinstanceonlogicaldebatesandpeercontrol.Butasa

brahminicscience,D"r"e"isabovealltheknowledJofsacred

utterancesrevealedtomenbytheVedicseers.Itscontentisofa

religiousnature.Oneandthesamesystemofthoughtencompasses,

atvariousleve1s,rationalprescriptions,religiousnormsandmagic

fbrmulas(afbw瓶α""a-saregiveninthetexts).Intheclassical

svstem,rationalityisnot"cJ""zJeofthemagico-religiousfbrmsof
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FROMTRADITIONTOPROFESSION

Intellectualandsocialimpulsesbehindtheprofes-

sionalizationofclassicalmedicineinlndia*

FrancisZimmermann**

Inthecourseoffield-studiesonthepresentstateofAyurvedic

medicineinSouthlndia,Ihavebeenworking(onmediCalmanuscri-

ptsandethno-botany)undertheguidanceofafbwlearnedpractitioners

ofAyurvedicmedicinewhosometimesaresowellacquaintedwith

theirclassicsthattheyrecitethembyheax､tandcantraceintheir

manuscriptstherecipesofhundredsofmedicinesstillinuse.They

arebrahmins,theyareSanskritexperts,andtheyworshipVghata,
thelegendaryauthorofawell-knownSanskritmedicaltreatise.

Withthem,thebrahminiccharacterofAyurvedicmedicinebecomes

evident.Tothem,theprofbssionalizationofmedicinehasbeena

processofsecularization.

Ithasbeenrightlypointedoutthat,inanydiscussionofthe

profbssionalizationofAyurvedicmedicine,itisessentialtodistinguish
betweentheancientmedicalsciencerevealedintheclassicSaml<rit

textsanditsdistortedimageobservableinthecontemporarytradi-

tionalpractices.Theclassicaldoctrine,whentransmittedfi､omgene-

rationtogenerationwithinthesamelineageofhereditaryphysicians,

hasbeenmodifiedbylatercommentaries,byoraltraditionsandby
asubtlestrainingofthetexts,partsofwhichhavebecomeobsolete.

Anumberofchangesoccurringinthemedicalliterature，suchasthe

intrusionofalchemy,evenifthesechangesarenoteasilydatable,

dowarrantadistinctionbetweenthedescriptionofmedicaleducation

*ThispaperwaspresentedattheThirdlnternationalSymposium(1978).
**Centred'Etudesdel'Indeetdel'AsieduSud,EcoledesHautesEtudescn
ScienceSSociales,Paris.
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YOSHImMIPHARMACEUTICALINDUSTRIESLTD M=Rqm。

巾 宝一行障巨に
メグリンは血符拡張作用をはじめ血清脂質低下作用や血小板凝集抑制作川などの薬理

活性を示し、各種の血行障害を改善します。とくに本剤の優れた臨床効果はサーモグ

ラフィ－、脈波検査および血管造影法など各種の他党所見で認められています。

【適応症】●ﾚｲﾉｰ病･バｰジｬｰ病,閉塞性動脈硬化症などの末梢循

頚限苦●凍癒・凍傷【用法･用量】ヘプロニカートとして、遡常成人1

日300～600,図（3～6錠）を3回に分け〈、食直後に経口投与すゐ。なお

年齢・症状により適宜増減する。【使用上の注愈】11'次の患者には投与

しないことか望ましいが特に必要とする場合は慎重に投与すること。菫臓

な肝･臂疾患のある患者。12闇'1作用1)皮膚発赤､熱感､蝸走感､庵痒

感等があらわれることがある。このような症状か．あらわれた鶏合には､痩

量又は体薬する等適当な処簡を行うこと。2)消化器ときに負猷不振．

胃部不快感､嘔吐､下痢､便秘､冑部脳渇感､胃砺諄があらわれることか

ある。このような症状があらわれた場合には減五又は体蕊する等適当‘な処

麓を行うこと。3)その他ときに口渇、頭痛．またまれにのぼせかあら

われることがある。【貯法】室温保存【包装】メクリン錠1oOnw．1000

誼､1000碇(10並×100)､3000錠(10錠×300）､健保適用.,

驚譲灘議灘蕊藤麓灘灘灘
■■

メワリヲ錠
くへう°口二カート錠〉

(窓)鶇鵜羅熟
､＝皇ノ

蕊
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